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＊短期大学の状況  

(1) 平成17年度から19年度までの学科ごとの入学定員、入学者数、入学定員充足率(％)、

収容定員、在籍者数、収容定員充足率（％） 

 

(在籍者数は毎年度５月１日時点) 

学科・専攻名 H17年度 H18年度 H19年度 備考 

生活 

科学科 

入学定員 100 100 100 

  

入学者数 102 77 92 

入学定員

充足率(%) 
102.0% 77.0% 92.0% 

収容定員 250 200 200 

在籍者数 192 175 166 

収容定員

充足率(%) 
76.8% 87.5% 83.0% 

アート

・デザイ

ン学科 

入学定員 60 60 60 

平成17年度 

入学生までは、

生活デザイン

科  

入学者数 39 68 83 

入学定員

充足率(%) 
65.0% 113.3% 138.3% 

収容定員 140 120 120 

在籍者数 103 105 149 

収容定員

充足率(%) 
73.6% 87.5% 124.2% 

看護 

学科 

入学定員 80 80 80 

  

入学者数 91 90 88 

入学定員

充足率(%) 
113.8% 112.5% 110.0% 

収容定員 240 240 240 

在籍者数 272 278 267 

収容定員

充足率(%) 
113.3% 115.8% 111.3% 
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学科・

専攻名 
H17年度 H18年度 H19年度 備考 

 

専攻科

助産学

専攻 

入学定員 15 15 15 

  

入学者数 17 17 17 

入学定員

充足率(%) 
113.3% 113.3% 113.3% 

収容定員 15 15 15 

在籍者数 17 17 17 

収容定員

充足率(%) 
113.3% 113.3% 113.3% 

 

(2) 平成17年度～19年度に入学した学生の出身県別人数及び割合 

 

(各年度 5月1日現在) 

県・地域等 

平成17年度 平成18年度 平成19年度 

人数

(人) 

割合

(%) 

人数

(人) 

割合

(%) 

人数

(人) 

割合

(%) 

群馬県 150 60.2% 161 63.9% 164 62.4% 

栃木県 45 18.1% 40 15.9% 40 15.2% 

茨城県 4 1.6% 3 1.2% 3 1.1% 

埻玉県 12 4.8% 14 5.6% 11 4.2% 

新潟県 12 4.8% 10 4.0% 8 3.0% 

長野県 8 3.2% 8 3.2% 13 4.9% 

東北地方各県 8 3.2% 9 3.6% 11 4.2% 

单関東各県 3 1.2% 2 0.8% 3 1.1% 

その他地域 6 2.4% 4 1.6% 6 2.3% 

その他 1 0.4% 1 0.4% 4 1.5% 
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(3)  法人が設置する他の教育機関の名称、所在地、入学定員、収容定員 

 

(平成19年5月1現在) 

教育機関名 

 

所在地 

 

 入学 

 定員 

 収容 

 定員 

 桐生第一高等学校  群馬県桐生市小曽根町1-5   600 1,800 

桐生短期大学附属幼稚園  群馬県桐生市小曽根町1-2    40   120 

 

 

《Ⅰ 建学の精神･教育理念、教育目的･教育目標》  

 【建学の精神、教育理念について】  

(1) 建学の精神・教育理念とその意味するところ。及び建学の精神・教育理念が生まれ

た事情や背景 

建学の精神・教育理念は「社会に出て役立つ人間の育成」である。 

明治34年に本学園の礎である桐生裁縫専門女学館を創設した時、創設者は、明治の女性

でありながら当時の社会通念を超えた「女性の経済的自立」をめざし、「実学実践」の教

育方針により、高い教養と確かな技術の修得を実践して、地域産業を支える多くの人材を

世に送り出した。 

桐生短期大学は、「実学実践」の教育方針の下、地域社会で有用な人材を輩出してきた

桐丘学園の伝統を引き継ぎ、「社会に出て役立つ人間の育成」を建学の精神・教育理念と

して、昭和38年に設立された。 

 

(2) 現在は建学の精神・教育理念をどのような形や方法で学生や教職員に知らせている

か。 

本学への入学希望者や、本学の関係者に配布するための「学校案内」には、学園創設時 

の建学の理想・教育方針と、桐生短期大学の教育理念・教育目標を示している。 

また、新入生に配布している「学生便覧」にも、学園の建学の理想・教育方針および、

桐生短期大学の教育理念・教育目標について掲載している。 

新入生には、入学後、新入生全員を対象とした「オリエンテーション」において、桐生

短期大学の建学の理念、教育方針等を説明している。 

新任教職員に対しても、勤務初日に実施する新任教職員オリエンテーションのなかで、

学園創設の経緯、建学の精神、桐生短期大学の歴史、建学の理念、教育方針等を説明して

いる。 

 

【教育目的、教育目標について】  

(1)全学的に示された教育目的や教育目標ならびにそれぞれの学科等が設定している具

体的な教育目的や教育目標。 

1)生活科学科 

産業社会構造の変化、情報通信システムの進歩、ニューテクノロジーの発展など人間生

活をとりまく環境はさらに発展し、大きく変動しつつある。国際化や情報化、自然や環境

問題も我々の「生活」と深く関連している。生活科学科では、我々の生活を身近な問題か

ら、グローバルなテーマに至る事項について、実践を重視して幅広く研究し「健康」「栄

養」「福祉・医療・IT等のビジネス」の分野で活躍できる人材の養成を目的とし、２つの

履修コースを設定している。 

①健康栄養コース 

健康と栄養をキーワードに幼児・児童・生徒の健康を考え、保育園の栄養士や栄養教
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諭を目指す「栄養教育」、医療・臨床の現場で栄養管理の担い手を目指す「臨床栄養」、

栄養やスポーツの面から健康づくりをサポートする栄養士を目指す「健康栄養」の３つ

の履修モデルに分かれて各分野で活躍できる人材の育成を目指している。 

②ビジネスコミュニケーションコース 

「福祉」と「医療」と「IT」を統合し、様々なビジネスシーンで活躍できる技術・知

識・コミュニケーションスキルを身につけることを目的としている。履修モデルには「医

療福祉ビジネス」「ITビジネス」「地域グローバルビジネス」の３つを設定している。 

 

2)アート・デザイン学科     

ますます、多様化する現代の生活様式－ライフスタイル－に欠かせない分野にデザイン

がある。本学科では人々が快適に過ごせる環境づくりを目指すインテリア分野、新聞・雑

誌の広告、出版物、企業のコーポレート・アイデンティティなどを研究・実践するグラフ

ィックデザインの分野、生活の基盤である衣食住の中でも特に個人の趣味や嗜好性が反映

されるファッション（衣）の分野、デザインの分野のなかでも芸術性を追求するビジュア

ルアートの分野について、それぞれの創造力と感性、技術をもつデザイナーやアーティス

トの養成を本学科の目的とする。 
①インテリアデザインコース  

住宅設計や公園や町づくり等空間をトータルプロデュースできる知識と技術を習得す

る。 

②グラフィックデザインコース 

デザインの現場で活躍できる技術の習得をする。ポスター・パンフレットの制作、広

告の企画デザインCG等実践的に学ぶ。 

③ファッションデザイン 

朋飾デザインの分野で活躍できるデザイナーの育成を目的としている。朋のデザイン、

パターンメイキング、CAD、ネイルアート、ヘアメイク等トータルに学びファッションシ

ョーにも積極的に取り組む。 

④マンガ・イラスト・絵画コース 

マンガ・イラストレーションなどの新しい芸術や、油彩画、水彩画、版画などの純粋

芸術分野まで広く学習し、様々なタイプのクリエーターの養成を目指す。 

 

 3)看護学科 

本学園の教育方針である「実学実践」による教育を行い、学生の自主性・積極性を踏ま

え、人間の尊重、自己啓発を基盤とした人間性豊かな看護職を育成し、人々の健康の向上

に貢献することを看護学科の理念に掲げ、看護職に必要な基礎的知識・技術・態度および

これらを統合して看護実践できる能力を養い、生涯にわたり、看護学の発展に寄与できる

人材を育成することを目的とする。 

①看護職に必要な人間尊重の精神を理解し、看護観の確立をはかる。 

②科学的思考に基づいた看護技術を習得し、実践能力を高める。 

③看護実践に必要な、判断力、問題解決能力、応用力を高める。 

④看護に関する知識に注目し、継続的に学習・研究できる能力を培う。 

⑤国際化や地域の特性に対応できる能力を養う。 

⑥看護職としての社会的責任を認識するとともに、倫理観の確立をはかる。 

⑦人間的に調和のとれた社会人としての成長をはかる。 

高齢化社会を迎え、在宅看護、地域医療の役割が高まってきた現在において、また、医

療技術の革新的進歩にともない、看護師にもこれまで以上に高度な知識と技術が求められ

ている。このような現状を踏まえ、病院等の施設をはじめ地域医療など様々な分野で活躍

できるよう、高度な看護技術、判断力・問題解決能力を有し、さらには看護の専門職とし

ての意識と豊かな心・人間性を身につけた看護師を養成することを目的としている。 
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4)専攻科助産学専攻 

専門性の高い助産師にふさわしい対象理解を基盤に、必要とする知識技術を修得し、社

会的使命を自覚して実践できる能力を養い、生涯にわたり助産学の発展に貢献できる態度

を養う。 

①助産師職の発達過程を通して、社会的責務を理解し、役割遂行の基礎となる助産観及

び倫理観を確立する。 

②マタニティに関わる知識と技術を修得し、周産期にある人々に的確な支援・指導でき

る実践力を養う。 

③あらゆる発達段階にある人々のセクシャリティに関する発達課題や健康問題に対応

できる実践力を養う。 

④国際的視野をもって地域社会の発展に貢献できる姿勢・態度及び実践力を養う。 

⑤生涯にわたり、自己研鑽・自己啓発に努めるとともに、専門職業人としての見識の向

上を意図できる態度を養う。 

 

(2) それぞれの学科等の教育目的や教育目標を学生や教職員に周知する方法、また学外に

公表する方法。 

学生に対しては新入生オリエンテーション後の各学科別オリエンテーションにおいて、

カリキュラム、履修方法の説明時に教育目的や教育目標についての説明を行っている。 

教職員については、教授会、学科連絡会において話し合い、共通理解を図っている。ま

た、4月の新任教職員研修において、各学科ごとに説明をしている。 

外部に対しては、学校案内やホームページにおいて、学科・コース説明の中で、各学科

・コースの教育目的について示している。 
 

【定期的な点検等について】  

(1) 建学の精神や教育理念の解釈の見直し、教育目的や教育目標の点検の概要。また点

検を行う組織、手続き等。 

 建学の精神や教育理念の解釈の見直しに関しては、自己点検・評価委員会で行われるこ

とになっているが、現状では見直しは行われていない。 

教育目的･教育目標については、各学科の連絡会議で、学科長を中心に専任教員が意見交

換を行い、それを受けて、教授会・教務委員会等で検討することとなっている。教育目的･

教育目標の検討については、教務委員会の専門部会における各学科でのカリキュラム検討

の際に、あわせて実施される。 

 

(2) 建学の精神や教育理念の解釈の見直し、教育目的や教育目標の点検及びそれらを学

生    や教職員に周知する施策等の実施における、理事会または短期大学教授会の関与。 

本学園の建学の精神は、学園所属の各学校に生かされており、短期大学は建学以来、「社

会に出て役立つ人間の育成」を教育理念として、発展してきている。短期大学の改組転換

等の過程で、その都度理事会で確認され、その教育理念の下、短期大学は発展してきてい

る。 

建学の精神・教育理念に基づく教育目的・教育目標は、各学科の会議等で点検し、時代

や社会のニーズと比較して、これまでの教育目的・教育目標では不都合である場合には、

各学科からの提案により、教授会で審議することとしている。その結果を学長が理事長・

理事会に報告・提案することとしている。 

 

【特記事項について】  

(1) その他建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標について努力していること 

教育目的に揚げる人材育成教育を推進するために多彩な学校行事を設定し、学生の参加

を促している。 
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また、学生の自主活動であるサークル･ボランティア活動等でも建学の精神･教育理念･

教育目標を活動内容に反映させている。 

 

 

《Ⅱ 教育の内容》の記述及び資料等について  

 

(1) 学科等の現在の教育課程 

 

生活科学科(健康栄養コース) 

(平成20年5月1日) 

科 

目 

の 

種 

別 

 

授業 

科目名 

 

 

 

授業形態 

 

 

 

卖位 

 

 

 

教員配置 

 

 

 

前年度の 

履修人員 

(クラス数) 

 

備考 

 

 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兹担 兹任   

基

礎

科

目 

歴史と文化 ○    2    ○ 75  

くらしと色彩 ○    2    ○ 56  

人間と心理 ○    2  ○   66  

くらしと憲法 ○    2  ○   32  

現代社会と経済 ○    2    ○ 66  

くらしと統計 ○    2  ○   7  

くらしと現代科学 ○    2  ○   43  

情報社会とくらし ○    2    ○ 73  

生活と社会   ○   2 

 

   ○ 85 １年 

生活と社会   ○    ○   62 ２年 

くらしと英会話 ○    2  ○   41(2)  

ことばと文化 ○    2   ○  33  

健康とスポーツ ○ ○   2  ○   15(2)  

専

門

科

目 
生活科学概論 ○   2    ○   86  

生活環境論 ○   2   ○   86  

基礎栄養学Ⅰ ○   2    ○   85(2)  

社会福祉論 ○   2    ○   85(2)  

情報処理 ○   2    ○   0  

現代ビジネス論 ○   2     ○ 62  

基礎ゼミⅠ   ○  1    ○   7  

基礎ゼミⅡ   ○  1    ○   6  

基礎ゼミⅢ   ○  1    ○   6  

基礎ゼミⅣ   ○  1    ○   5  

基礎ゼミⅤ   ○  1    ○   8  

基礎ゼミⅥ   ○  1    ○   6  
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専

門

科

目 

基礎ゼミⅦ   ○  1    ○   5  

基礎ゼミⅧ   ○  1    ○   5  

基礎ゼミⅨ   ○  1    ○   6  

基礎ゼミⅩ  ○  1   ○   8  

専門ゼミⅠ   ○  1   ○   7  

専門ゼミⅡ   ○  1   ○   6  

専門ゼミⅢ   ○  1   ○   6  

専門ゼミⅣ   ○  1   ○   5  

専門ゼミⅤ   ○  1   ○   8  

専門ゼミⅥ   ○  1    ○   6  

専門ゼミⅦ  ○  1   ○   5  

専門ゼミⅧ  ○  1   ○   5  

専門ゼミⅨ  ○  1   ○   6  

専門ゼミⅩ  ○  1     ○ 8  

公衆衛生学 ○    2    ○ 62(2)  

解剖学 ○    2   ○  87(2)  

生理学 ○    2 

 

  ○  85(2) １年 

生理学 ○      ○  62(2) ２年 

生化学 ○    2  ○   85(2)  

生理生化学実験    ○  1  ○   62(2)  

生活活動論 ○    1  ○   62(2)  

環境生理学 ○    1  ○   62(2)  

食品衛生学 ○    2    ○ 87(2)  

食品衛生学実験    ○  1    ○ 62(2)  

食品学 ○    2  ○   87(2)  

食品学実験Ⅰ    ○  1  ○   62(2)  

食品学実験Ⅱ    ○  1  ○   85(2)  

食品加工学 ○    2  ○   62(2)  

基礎栄養学Ⅱ ○    2  ○   85(2)  

応用栄養学（栄養学Ⅲ） ○    2  ○   62(2)  

栄養学実験    ○  1  ○   62(2)  

臨床栄養学概論 ○    2    ○ 85(2)  

臨床栄養学実験    ○  1    ○ 62(2)  

栄養指導論Ⅰ ○    2  ○   87(2)  

栄養指導論Ⅱ ○    2  ○   85(2)  

公衆栄養学概論 ○    2     ○ 62(2)  

栄養情報処理演習

（統計演習） 

  

 

○ 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

62(2) 
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専

門

科

目 

調理学 ○    2  ○   87(2)  

調理実習Ⅰ    ○  2 

 

   ○ 87(2) 前期 

調理実習Ⅰ    ○     ○ 85(2) 後期 

調理実習Ⅱ    ○  2 

 

 ○   62(2) 前期 

調理実習Ⅱ    ○   ○   62(2) 後期 

給食計画・実務論 ○    2    ○ 85(2)  

学内実習    ○  1  ○   85(2)  

校外実習    ○  2  ○   62(2)  

栄養教諭論 ○    2  ○  ○ 12  

食育論 ○    1    ○ 34  

臨床栄養学各論 ○    1  ○   5  

臨床栄養学各論実験   ○  1  ○   11(2)  

スポーツ栄養学 ○    1  ○   19  

スポーツ栄養学実習   ○  1  ○   12  

フードスペシャリスト論 ○    2  ○   45  

フードコーディネート論 ○    2  ○   27  

マーケティング ○    2    ○ 27  

オフィスワークⅠ ○    2  ○  ○ 25  

コンピュータⅠ   ○   1  ○   75(3)  

コンピュータⅡ   ○   1  ○   74(3)  

人間関係 ○    2  ○   20  

臨床心理学 ○    2  ○   25  

家庭経営学 ○    2  ○   0  

住居学 ○    2    ○ 0  

育児学 ○    2    ○ 8  

被朋学及び実習 ○  ○  1    ○ 3 前期 

被朋学及び実習 ○  ○  1    ○ 3 後期 

家庭の医学 ○    2   ○   27  

医療経営学 ○    2    ○ 52  

教

職

に

関

す

る

科

目 

教師論 ○    2  ○   12  

教育心理学 ○    2  ○   12  

教育相談 ○    2    ○ 3  

総合演習  ○   2  ○   3 前期 

総合演習  ○     ○   3 後期 

教育学 ○    2    ○ 1  

家庭科教育法 ○    2    ○ 1  

道徳教育研究 ○    1    ○ 1  

教育方法論 ○    1  ○   1  
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教

職

に

関

す

る

科

目 

生徒指導論 ○    2    ○ 1  

事前・事後指導 ○    1  ○   1  

教育実習    ○  4  ○   1  

介護等体験実習   ○  1  ○   1  

教育学 ○    1    ○ 12  

教育課程及び教育方法論 ○    2    ○ 12  

道徳教育研究及び

特別活動の研究 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

9 

 

 

 

生徒指導論 ○    1    ○ 3  

栄養教育実習 

事前・事後指導 

○ 

 

 

 

  

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

12 

 

1年 

 

栄養教育実習 

事前・事後指導 

○ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

3 

 

2年 

 

栄養教育実習   ○  1  ○   3  

関

係

資

格

 

医

療

事

務

 

 

医療保険実務  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活科学科(ビジネスコミュニケーションコース) 

(平成20年5月1日) 

科 

目 

の 

種 

別 

 

授業 

科目名 

 

 

 

授業形態 

 

 

 

卖位 

 

 

 

教員配置 

 

 

 

前年度の 

履修人員 

(クラス数) 

 

備考 

 

 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兹担 兹任   

基

礎

科

目 

歴史と文化 ○    2    ○ 5  

くらしと色彩 ○    2    ○ 5  

人間と心理 ○    2  ○   3  

くらしと憲法 ○    2  ○   5  

現代社会と経済 ○    2    ○ 5  

くらしと統計 ○    2  ○   3  

くらしと現代科学 ○    2  ○   3  

情報社会とくらし ○    2    ○ 5  

生活と社会  ○   2  ○   11  

くらしと英会話 ○    2  ○   2  

ことばと文化 ○    2   ○  5  

健康とスポーツ ○ ○   2  ○   14  
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専

門

科

目 

生活科学概論 ○   2     ○  5  

生活環境論 ○   2   ○   5  

基礎栄養学Ⅰ ○   2   ○   5  

社会福祉論 ○   2   ○   5  

情報処理 ○   2   ○   5  

現代ビジネス論 ○   2     ○ 5  

基礎ゼミⅠ  ○  1   ○   2  

基礎ゼミⅡ  ○  1   ○   4  

基礎ゼミⅢ  ○  1   ○   2  

基礎ゼミⅣ  ○  1   ○   3  

専門ゼミⅠ  ○  1   ○   2  

専門ゼミⅡ  ○  1   ○   4  

専門ゼミⅢ  ○  1   ○   2  

専門ゼミⅣ  ○  1   ○   3  

キャリアデザイン論 ○    2  ○   5  

キャリアデザイン演習  ○   1  ○   3  

ビジネス文書処理  ○   2  ○   5 前期 

ビジネス文書処理  ○     ○   5 後期 

会計学 ○    2    ○ 11  

マーケティング ○    2    ○ 11  

オフィスワーク ○    2  ○  ○ 11  

マネージメントシステム論  ○    2    ○ 5  

プレゼンテーション ○    2  ○   7  

コンピュータⅠ  ○   1  ○   6  

コンピュータⅡ  ○   1  ○   6  

インターネット  ○   1  ○   5  

マルチメディア演習  ○   1  ○   9  

ネ ッ ト ワ ー ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  ○    2  ○   5  

コン ピュ ータ グラ フィ ック ス   ○   1  ○   5  

情報システム論 ○    2    ○ 4  

ネットワークビジネス論 ○    2  ○   9  

ビジネス英語  ○   2  ○   4  

国際理解 

（ グ ロ ー バ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ）  

○ 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

地域経済 ○    2    ○ 11  

地域政策 ○    2  ○   3  

コミュニケーション論 ○    2  ○   5  

人間関係 ○    2  ○   10  
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専

門

科

目 

臨床心理学 ○    2  ○   16  

医療経営学 ○    2    ○ 5  

福祉ビジネス論 ○    2    ○ 8  

社会保障Ⅰ ○    2  ○   5  

社会保障Ⅱ ○    2   ○  15  

家庭の医学 ○    2   ○  17  

介護Ⅰ ○    2   ○  14  

介護Ⅱ ○    1   ○  14  

介護技術   ○  1   ○  3  

介護実習   ○  1   ○  3  

食品学 ○    2  ○   5  

調理実習Ⅰ   ○  2 

 

   ○ 0  

調理実習Ⅰ   ○     ○ 0  

家庭経営学 ○    2  ○   6  

住居学 ○    2    ○ 4  

育児学 ○    2    ○ 0  

被朋学および実習 ○  ○  2 

 

   ○ 1 前期 

被朋学および実習 ○  ○     ○ 0 後期 

教

職

に

関

す

る

科

目 

教師論 ○    2  ○   0  

教育心理学 ○    2  ○   0  

教育相談 ○    2    ○ 0  

総合演習  ○   2 

 

 ○   0 前期 

総合演習  ○    ○   0 後期 

教育学 ○    2    ○ 0  

家庭科教育法 ○    2    ○ 0  

道徳教育研究 ○    1    ○ 0  

教育方法論 ○    1  ○   0  

生徒指導論 ○    2    ○ 0  

事前・事後指導 ○    1  ○   0  

教育実習    ○  4  ○   0  

介護等体験実習   ○  1  ○   0  

介護 介護保険実務  ○   2    ○ 8  

関

係

資

格

 

医

療

事

務

 

医療保険実務 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

11 
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アート・デザイン学科(インテリアデザインコース) 

(平成20年5月1日) 

科 

目 

の 

種 

別 

 

授業 

科目名 

 

 

 

授業形態 

 

 

 

卖位 

 

 

 

教員配置 

 

 

 

前年度の 

履修人員 

(クラス数) 

 

備考 

 

 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兹担 兹任   

基

礎

科

目 

美術理論及び美術史 ○     2    ○ 1 0  

コミック文化論 ○     2  ○   1 0  

インターネット ○    2    ○  4  

英会話       2    ○  1 1  

国語表現 ○    2  ○    4  

文化人類学 ○    2   ○     1 1  

心理学 ○     2    ○   1 1  

日本国憲法 ○    2    ○  1 0  

体育講義・実技 ○ ○   1    ○  9  

生活と社会   ○   2  ○   5 前期 

生活と社会   ○     ○   5 後期 

専

門

科

目 

基礎デザインⅠ   ○   2      ○ 1 1  

基礎デザインⅡ   ○     2    ○ 1 1  

絵画   ○  2    ○   5  

工芸   ○  2    ○   1 1  

彫塑   ○   2    ○   1 1  

デッサン   ○  2    ○   1 1  

色彩 ○    2       ○ 1 1  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅠ    ○  1    ○   1 1  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅡ    ○   1    ○    1 1  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅢ    ○   1  ○   5  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅣ    ○    1  ○    5  

コンピュータ理論 ○     2     ○ 3  

インテリアⅠ   ○   2     ○ 1 1  

インテリアⅡ   ○   2     ○ 1 1  

インテリアⅢ   ○   2     ○ 5  

インテリアⅣ  ○   2    ○ 5  

ユニバーサルデザインⅠ ○     2  ○   5  

ユニバーサルデザインⅡ ○      2  ○   5  

クラフトデザインⅠ   ○    2     ○ 5  

クラフトデザインⅡ   ○   2     ○ 5  
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専

門

科

目 

フィールドワークⅠ   ○    2  ○   5  

フィールドワークⅡ   ○    2  ○   1  

表現 ○     2  ○    1 1  

造形 ○     2  ○    5  

コミュニケーション概論 ○     2  ○    1 1  

メディア文化論 ○     2     ○ 5  

空間演出論 ○    2    ○ 1 1  

創作過程論 ○     2    ○ 5  

イベント計画 ○    2  ○   0  

図形表現 ○    2    ○   1 1  

設計計画 ○    2  ○   1 1  

卒業制作Ⅰ   ○    2  ○   5 前期 

卒業制作Ⅱ   ○      ○   5 後期 

教

職

に

関

す

る

科

目 

教師論 ○     2   ○  0  

教育学 ○    2    ○ 0  

教育心理学 ○    2   ○   0  

美術科教育法 ○    2  ○   0  

道徳教育研究 ○    1    ○ 0  

教育方法論 ○    1   ○  0  

生徒指導論 ○    2    ○ 0  

教育相談 ○    2    ○ 0  

総合演習   ○   2 

 

   ○  0 前期 

総合演習   ○     ○   0 後期 

事前・事後指導 ○    1   ○  0 1年 

事前・事後指導 ○       ○   0 2年 

教育実習   ○  4   ○  0  

介護等体験実習 

(事前事後指導含む) 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

0 

 

1年 

 

介護等体験実習 

(事前事後指導含む) 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

0 

 

2年 
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アート・デザイン学科(グラフィックデザインコース) 

(平成20年5月1日) 

科 

目 

の 

種 

別 

 

授業 

科目名 

 

 

 

授業形態 

 

 

 

卖位 

 

 

 

教員配置 

 

 

 

前年度の 

履修人員 

(クラス数) 

 

備考 

 

 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兹担 兹任   

基

礎

科

目 

美術理論及び美術史 ○     2    ○ 2 3  

コミック文化論 ○     2  ○   2 3  

インターネット ○    2    ○  1 0  

英会話       2    ○  2 0  

国語表現 ○    2  ○ ○   1 2  

文化人類学 ○    2   ○     2 0  

心理学 ○     2    ○   2 0  

日本国憲法 ○    2    ○  1 8  

体育講義・実技 ○ ○   1    ○  1 6  

生活と社会   ○   2  ○   1 5 前期 

生活と社会   ○     ○   1 5 後期 

専

門

科

目 

基礎デザインⅠ   ○   2      ○ 2 3  

基礎デザインⅡ   ○     2    ○ 2 3  

絵画   ○  2    ○   1 5  

工芸   ○  2    ○   2 3  

彫塑   ○   2    ○   2 3  

デッサン   ○  2    ○   2 3  

色彩 ○    2       ○ 2 3  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅠ    ○  1    ○   2 3  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅡ    ○  1       ○ 2 3  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅢ    ○   1     ○ 1 5  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅣ    ○   1     ○ 9  

コンピュータ理論 ○     2     ○ 1 4  

グラフィックⅠ   ○   2     ○ 2 3  

グラフィックⅡ   ○    2     ○ 2 3  

グラフィックⅢ   ○   2     ○ 1 6  

グラフィックⅣ  ○   2    ○ 1 5  

ユニバーサルデザインⅠ ○     2  ○   1 4  

ユニバーサルデザインⅡ ○      2  ○   1 1  

クラフトデザインⅠ   ○    2    ○ 1 6  

クラフトデザインⅡ   ○    2    ○ 1 2  

フィールドワークⅠ   ○    2  ○   1 6  
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専

門

科

目 

フィールドワークⅡ   ○    2  ○   7  

表現 ○     2  ○    2 3  

造形 ○     2  ○    1 6  

コミュニケーション概論 ○     2  ○    2 1  

メディア文化論 ○    2    ○ 1 6  

空間演出論 ○    2    ○ 2 3  

創作過程論 ○     2    ○ 1 1  

イベント計画 ○    2  ○   3  

図形表現 ○    2    ○   2 2  

設計計画 ○    2     ○ 2 0  

卒業制作Ⅰ   ○    2  ○    1 5 前期 

卒業制作Ⅱ   ○      ○    1 5 後期 

教

職

に

関

す

る

科

目 

教師論 ○     2   ○  1  

教育学 ○    2    ○ 1  

教育心理学 ○    2   ○   1  

美術科教育法 ○    2  ○   1  

道徳教育研究 ○    1    ○ 1  

教育方法論 ○    1   ○  1  

生徒指導論 ○    2    ○ 1  

教育相談 ○    2    ○ 1  

総合演習   ○   2    ○  1 前期 

総合演習   ○      ○   1 後期 

事前・事後指導 ○    1   ○  1 1年 

事前・事後指導 ○       ○   1 2年 

教育実習   ○  4   ○  1  

介護等体験実習 

(事前事後指導含む) 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

1 

 

1年 

 

介護等体験実習 

(事前事後指導含む) 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

1 

 

2年 
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アート・デザイン学科(ファッションデザインコース) 

(平成20年5月1日) 

科 

目 

の 

種 

別 

 

授業 

科目名 

 

 

 

授業形態 

 

 

 

卖位 

 

 

 

教員配置 

 

 

 

前年度の 

履修人員 

(クラス数) 

 

備考 

 

 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兹担 兹任   

基

礎

科

目 

美術理論及び美術史 ○     2    ○ 5  

コミック文化論 ○     2  ○   7  

インターネット ○    2    ○  8  

英会話 ○     2    ○  5  

国語表現 ○    2  ○    10  

文化人類学 ○    2   ○    8  

心理学 ○     2    ○   9  

日本国憲法 ○    2    ○  8  

体育講義・実技 ○ ○   1    ○  5  

生活と社会   ○   2  ○   10 前期 

生活と社会   ○     ○   10 後期 

専

門

科

目 

基礎デザインⅠ   ○   2      ○ 10  

基礎デザインⅡ   ○     2    ○ 10  

絵画   ○  2    ○   10  

工芸   ○   2       ○ 10  

彫塑   ○   2    ○   10  

デッサン   ○  2    ○   10  

色彩 ○    2       ○ 10  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅠ    ○  1    ○   10  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅡ    ○  1    ○   10  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅢ    ○   1     ○ 10  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅢ    ○   1     ○ 10  

コンピュータ理論 ○     2     ○ 2  

ファッションⅠ   ○   2     ○ 10  

ファッションⅡ   ○    2     ○ 10  

ファッションⅢ   ○    2     ○ 10  

ファッションⅣ   ○   2     ○ 10  

ユニバーサルデザインⅠ ○     2  ○   10  

ユニバーサルデザインⅡ ○      2  ○   8  

クラフトデザインⅠ   ○    2     ○ 10  

クラフトデザインⅡ   ○   2     ○ 10  

フィールドワークⅠ   ○   2  ○   10  
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専

門

科

目 

フィールドワークⅡ   ○   2  ○  ○ 10  

表現 ○     2  ○    10  

造形 ○     2  ○    10  

コミュニケーション概論 ○     2  ○    7  

メディア文化論 ○    2    ○ 10  

空間演出論 ○    2    ○ 10  

創作過程論 ○     2    ○ 3  

イベント計画 ○    2  ○   0  

図形表現 ○    2    ○   8  

設計計画 ○    2    ○ 10  

卒業制作Ⅰ   ○   2  ○   10 前期 

卒業制作Ⅱ   ○     ○   10 後期 

教

職

に

関

す

る

科

目 

教師論 ○     2   ○  1  

教育学 ○    2    ○ 1  

教育心理学 ○    2   ○   1  

美術科教育法 ○    2  ○   1  

道徳教育研究 ○    1    ○ 1  

教育方法論 ○    1   ○  1  

生徒指導論 ○    2    ○ 1  

教育相談 ○    2    ○ 1  

総合演習   ○   2    ○  1 前期 

総合演習   ○      ○   1 後期 

事前・事後指導 ○    1   ○  1 1年 

事前・事後指導 ○       ○   1 2年 

教育実習   ○  4   ○  1  

介護等体験実習 

(事前事後指導含む) 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

1 

 

1年 

 

介護等体験実習 

(事前事後指導含む) 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

1 

 

2年 
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アート・デザイン学科(マンガ･イラスト･絵画コース) 

(平成20年5月1日) 

科 

目 

の 

種 

別 

 

授業 

科目名 

 

 

 

授業形態 

 

 

 

卖位 

 

 

 

教員配置 

 

 

 

前年度の 

履修人員 

(クラス数) 

 

備考 

 

 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兹担 兹任   

基

礎

科

目 

美術理論及び美術史 ○     2    ○ 30  

コミック文化論 ○    2  ○   38  

インターネット ○    2    ○  35  

英会話 ○      2    ○  14  

国語表現 ○    2  ○    33  

文化人類学 ○    2   ○    38  

心理学 ○      2    ○   37  

日本国憲法 ○    2    ○  28  

体育講義・実技 ○ ○   1    ○  20  

生活と社会   ○   2  ○   34 前期 

生活と社会   ○     ○   34 後期 

専

門

科

目 

基礎デザインⅠ   ○  2    ○    38  

基礎デザインⅡ   ○    2  ○   38  

絵画   ○  2    ○   35  

工芸   ○  2    ○   38  

彫塑   ○  2    ○   38  

デッサン   ○  2      ○ 38  

色彩 ○    2       ○ 38  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅠ    ○  1    ○   38(4)  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅡ    ○  1    ○   38(2)  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅢ    ○   1  ○   32(2)  

コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅣ    ○   1  ○   30  

コンピュータ理論 ○     2    ○ 28  

ビジュアルⅠ   ○    2  ○   38  

ビジュアルⅡa   ○   2  ○   28  

ビジュアルⅡb       ○   10  

ビジュアルⅢａ   ○   2  ○   26  

ビジュアルⅢｂ   ○    2  ○   9  

ビジュアルⅣａ   ○    2  ○    27  

ビジュアルⅣｂ   ○   2  ○   7  

ユニバーサルデザインⅠ ○     2  ○   33  

ユニバーサルデザインⅡ ○      2  ○   30  
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専

門

科

目 

クラフトデザインⅠ   ○    2    ○ 26  

クラフトデザインⅡ   ○    2    ○ 30  

フィールドワークⅠ   ○    2  ○    34  

フィールドワークⅡ   ○    2  ○   31  

表現 ○     2  ○    30  

造形 ○     2  ○    34  

コミュニケーション概論 ○     2  ○    26  

メディア文化論 ○    2    ○ 30  

空間演出論 ○    2    ○ 38  

創作過程論 ○     2    ○ 15  

イベント計画 ○    2  ○   15  

図形表現 ○    2    ○   36  

設計計画 ○    2     ○ 37  

卒業制作Ⅰa   ○     ○   17 前期 

卒業制作Ⅰb   ○   2  ○   17 前期 

卒業制作Ⅱa   ○     ○   17 後期 

卒業制作Ⅱb   ○     ○   17 後期 

教

職

に

関

す

る

科

目 

教師論 ○     2   ○  3  

教育学 ○    2    ○ 3  

教育心理学 ○    2   ○   3  

美術科教育法 ○    2  ○   3  

道徳教育研究 ○    1    ○ 3  

教育方法論 ○    1   ○  3  

生徒指導論 ○    2    ○ 3  

教育相談 ○    2    ○ 3  

総合演習   ○   2    ○  4 前期 

総合演習   ○      ○   3 後期 

事前・事後指導 ○    1   ○  3 1年 

事前・事後指導 ○       ○   3 2年 

教育実習   ○  4   ○  3  

介護等体験実習 

(事前事後指導含む) 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

3 

 

1年 

 

介護等体験実習 

(事前事後指導含む) 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

3 

 

2年 
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看護学科 

(平成20年5月1日) 

科 

目 

の 

種 

別 

 

授業 

科目名 

 

 

 

授業形態 

 

 

 

卖位 

 

 

 

教員配置 

 

 

 

前年度の 

履修人員 

(クラス数) 

 

備考 

 

 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兹担 兹任   

看

護

基

礎

科

目 

人間発達学  ○  1    ○  8 8  

人間関係論  ○  1    ○  8 8  

家族論  ○  1    ○  8 6  

教育学  ○  1     ○ 8 6  

情報科学  ○  2     ○ 8 8 ( 2 ) 前期 

情報科学  ○       ○ 8 7 ( 2 ) 後期 

環境と人間 ○   1    ○  8 8  

行動科学  ○  1     ○ 8 8  

衛生統計学  ○  1    ○  8 6  

看護英語  ○  1    ○  8 8 ( 2 )  

英語 ○    1   ○  8 8 ( 2 )  

人間工学 ○    1    ○ 8 5  

カウンセリング理論 ○    1   ○  8 5  

性保健学 ○    1   ○  8 8 ( 2 )  

生命科学 ○    1   ○  8 7  

臨床心理学  ○  1    ○  8 8  

国際看護論 ○   1   ○   9 2  

生化学（栄養学含む）  ○  1    ○  9 0  

人体の構造・機能Ⅰ  ○  2   ○   9 0  

人体の構造・機能Ⅱ  ○  2   ○   9 0  

人体の構造・機能Ⅲ  ○  2   ○   9 0  

疾病の成り立ちⅠ  ○  1   ○   9 0  

※疾病の成り立ちⅡ  ○  1      ○ 8 7  

※疾病の回復促進Ⅰ ○ ○  3   ○   8 9  

※疾病の回復促進Ⅰ ○ ○     ○  ○ 8 8  

※疾病の回復促進Ⅱ ○ ○  3     ○ 9 0  

※疾病の回復促進Ⅱ ○ ○       ○ 8 9  

※疾病の回復促進Ⅲ ○   2     ○ 9 1  

医療関係法規 ○   2    ○  8 6  

社会保障 ○   2    ○  8 8  

医療概論 ○   2     ○ 8 7  

特別講義Ⅰ ○   1   ○   8 5  
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 ※特別講義Ⅱ ○    1   ○  8 8  

※特別講義Ⅱ ○      ○   8 8  

看

護

専

門

科

目 

看護学概論Ⅰ  ○  2   ○   8 8  

看護学概論Ⅱ  ○  1   ○   8 6  

看護過程論  ○  2   ○   8 8  

基礎看護技術Ⅰ  ○  2   ○   8 8 ( 2 )  

基礎看護技術Ⅱ  ○  3   ○   8 8 ( 2 )  

基礎看護学実習Ⅰ   ○ 1   ○   8 7  

基礎看護学実習Ⅱ   ○ 2   ○   8 8  

在宅看護論  ○  2   ○   8 9  

在宅看護方法  ○  2   ○   8 6  

在宅看護実習   ○ 2   ○   4 4 前期 

在宅看護実習   ○    ○   3 1 後期 

成人看護学概論 ○   1   ○   8 8  

成人看護方法Ⅰ  ○  1   ○   8 7  

成人看護方法Ⅱ  ○  2   ○   8 9  

成人看護方法Ⅲ  ○  1   ○   9 0  

成人看護方法Ⅳ  ○  1   ○   8 6  

成人看護学実習Ⅰ   ○ 4   ○   4 4 前期 

成人看護学実習Ⅰ   ○    ○   3 2 後期 

成人看護学実習Ⅱ   ○ 4   ○   4 7 前期 

成人看護学実習Ⅱ   ○    ○   2 6 後期 

老年看護学概論 ○   1   ○   8 7  

老年看護方法Ⅰ  ○  2   ○   8 9  

老年看護方法Ⅱ  ○  1   ○   8 6  

老年看護学実習   ○ 4   ○   4 7 前期 

老年看護学実習   ○    ○   2 5 後期 

小児看護学概論 ○   1   ○   8 7  

小児看護方法Ⅰa  ○  2   ○   8 6  

小児看護方法Ⅰb  ○       ○ 8 6  

小児看護方法Ⅱ  ○  1   ○   8 6  

小児看護学実習   ○ 2   ○   3 3 前期 

小児看護学実習   ○    ○   4 7 後期 

母性看護学概論 ○   1   ○   8 7  

母性看護方法Ⅰ  ○  2   ○   9 0  

母性看護方法Ⅰ  ○     ○   8 9  

母性看護方法Ⅱ  ○  1   ○   8 6  
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看

護

専

門

科

目 

母性看護学実習   ○ 2   ○   4 2 前期 

母性看護学実習   ○    ○   3 3 後期 

精神看護学概論 ○   1   ○   8 7  

精神看護方法Ⅰ  ○  2   ○   8 8 前期 

精神看護方法Ⅰ  ○     ○   8 6 後期 

精神看護方法Ⅱ  ○  1   ○   8 6  

精神看護学実習   ○ 2   ○   4 8 前期 

精神看護学実習   ○    ○   3 0 後期 

課題別看護Ⅰ 

（クリティカル看護Ⅰ ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

課題別看護Ⅰ 

（クリティカル看護Ⅱ ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

課題別看護Ⅰ 

（クリティカル看護Ⅲ ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

課題別看護Ⅱ 

（感染症看護Ⅰ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

課題別看護Ⅱ 

（感染症看護Ⅱ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

課題別看護Ⅲ 

（がん看護Ⅰ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

課題別看護Ⅲ 

（がん看護Ⅱ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

課題別看護Ⅲ 

（がん看護Ⅲ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

課題別看護Ⅳ 

（家族看護Ⅰ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

課題別看護Ⅳ 

（家族看護Ⅱ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

課題別看護Ⅳ 

（家族看護Ⅲ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

課題別看護Ⅴ 

（ターミナル看護論Ⅰ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

課題別看護Ⅴ 

（ターミナル看護論Ⅱ） 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

6 
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専攻科助産学専攻 

(平成20年5月1日) 

科 

目 

の 

種 

別 

 

授業 

科目名 

 

 

 

授業形態 

 

 

 

卖位 

 

 

 

教員配置 

 

 

 

前年度の 

履修人員 

(クラス数) 

 

備考 

 

 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兹担 兹任   

基

礎

科

目 

助産学概論  ○  1   ○   1 7  

助産学概論  ○        ○ 1 7  

性・生殖の形態・機能 

・病態Ⅰ・Ⅱ 

○   1     ○ 1 7  

性・生殖の形態・機能 

・病態Ⅱ・Ⅲ 

○   1     ○ 1 7  

性・生殖の形態・機能 

・病態Ⅳ 

○   1     ○ 1 7  

母子の健康科学Ⅰ  ○  1    ○  1 7  

母子の健康科学Ⅰ  ○       ○ 1 7  

母子の健康科学Ⅱ  ○  1     ○ 1 7  

母子の健康科学Ⅱ  ○       ○ 1 7  

母性・父性の心理社会学  ○  1     ○ 1 7  

母性・父性の心理社会学  ○       ○ 1 7  

実

践

領

域 

助産診断・技術学Ⅰ ○   1   ○   1 7  

助産診断・技術学Ⅱ  ○  2   ○   1 7  

助産診断・技術学Ⅱ  ○     ○   1 7  

助産診断・技術学Ⅲ  ○  3   ○   1 7  

助産診断・技術学Ⅳ  ○  2   ○   1 7  

地域母子保健 ○   1   ○   1 7  

助産管理 ○   1   ○   1 7  

助産診断学・助産技術学実習    ○ 9   ○   1 7  

地域母子保健実習   ○ 1   ○   1 7  

助産業務管理実習    ○ 1   ○   1 7  

総

合

領

域 

助産学研究  ○  1   ○   1 7 前期 

助産学研究  ○     ○   1 7 後期 

助産学英語表現法 ○     1  ○   1 7  

情報管理 ○     1     ○ 1 7  

助産学特論 ○     1  ○   1 7 前期 

助産学特論 ○       ○   1 7 後期 

[注意] 

1. 実習には実験、実技を含みます。 

2. 履修人員欄の括弧書き数字は、履修人員を幾つのクラスに分けているかを示します。 
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 (2) 教育の段組、専門教育の内容、授業形態のバランス、必修・選択のバランス、専任

教員の配置等についての特記事項 

各学科とも、主要な科目の主要な科目の多くを専任教員が担当しているが、基礎科目と

専門科目の一部を兹担教員が担当している。  

また、実技系の科目については、専門技術を要するため教育効果を考慮し、兹任教員を

配置している。 

 

(3) 当該教育課程を履修することによって取得が可能な免許･資格。また、教育課程に関

係なく取得できる免許・資格等と履修方法。 

 

①教育課程を履修することにより取得可能な免許･資格 

学科 コース 取得可能な免許･資格等 

生活科学科 

健康栄養コース 

 

 

 

 

栄養士(栄養士養成課程) 中学校教諭2種免許状(家庭) 

栄養教諭2種免許 

訪問介護員養成研修(2級課程) 

医事管理士･医療事務士･医療事務士･医療秘書士 

ピアヘルパー フードスペシャリスト 

環境マネージャー 

生活科学科 

ビジネスコミュニケーションコース 

 

 

 

中学校教諭2種免許状(家庭)  

訪問介護員養成研修(2級課程) 

医事管理士･医療事務士･医療事務士･医療秘書士 

介護保険事務管理士 

環境マネージャー 

アート･デザイン学科 

全コース 

中学校教諭2種免許状(美術) 

環境マネージャー 

看護学科 看護師国家試験受験資格 

専攻科助産学専攻 

 

 

助産師国家試験受験資格  

幼児安全法支援員 

受胎調節実地指導員 

 

②教育課程に関係ない免許･資格名及び履修方法 

 コンピュータ関連、デザイン関連の資格は、授業担当者により協会の委託のもとで検定

試験が行われている。 

 資格･検定は授業において支援を行っているが、資格取得希望者は学校を通じて手続きを

して受験している。 

学科 コース 資格名 

生活科学科 

健康栄養コース 

ビジネスコミュニケーションコース 

 

Word文書処理技能認定 

Excel表計算処理技能認定 

日本語コミュニケーション能力認定 

日本語文書処理技能検定 
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アート･デザイン学科 

全コース  

カラーコーディネーター検定 

商品装飾展示技能士 

商業施設士補 

 

 

(4) 選択科目を学生が適切に判断して選択できるように、学生便覧やガイダンス等でど

のように指導しているか、また学生が希望する選択科目を履修しやすいように、時間割

上どのような工夫を施しているか等。 

①選択科目の指導  

入学後に新入生全員に、学生便覧等を参考にして大学の授業概要、卒業要件など学習面

及び生活全般にわたる共通事項についてオリエンテーションを行っている。その後、クラ

ス毎に履修方法等についてのガイダンスを行っている。 

②時間割上の工夫  

教務委員会において、学科長と教務課担当者を中心に調整が行われている。教育効果を

考慮し、講義と実習･実験科目との配置において、偏らないようにしている。選択科目につ

いては、重複することはないので、希望する学生はすべての選択科目を履修可能である。 

 

(5) 卒業要件卖位数及びその他の卒業要件(必要卖位の修得、学生納付金の納付等)。 

また、学生に卒業要件を周知させる方法。 

①卒業要件 

卒業は、学則第２４条に「前第２３条に定めるところの卖位を修得した者には、学長は

教授会の議を経て卒業を認定し、短期大学士の学位を授与する。」と規定されている。 

卒業要件の卖位数は学則第２３条で規定されている。 

生活科学科、アート・デザイン学科では、２年以上在学し、次に定める卖位を修得するも

のとする。 

基礎科目は１2卖位以上、専門科目は必修科目、選択科目合わせて５０卖位以上、かつ、

総計で６２卖位以上。 

看護学科では、３年以上在学し、次の各項に定める卖位を修得するものとする。 

看護基礎科目は必修科目３６卖位、選択科目３卖位以上、計３９卖位以上。看護専門科目

は、必修科目５９卖位、選択科目３卖位以上、計６２卖位以上。  

専攻科助産学専攻の修了要件は、学則第５３条の５及び別表（４）に定められており、

必修科目３０卖位、選択科目３卖位である。 

学生納付金の内、授業料、施設費、校費、実験実習費、図書費は、学則第４４条、専攻

科は第５３条の６で規定されているが、卒業要件として学納金に関する規定はない。 

以上の卒業要件に関しては、学則、履修要項を含め詳細に記載し学生への周知を図って

いる。 

 

②学生への周知方法 

入学直後のオリエンテーションや前･後期開始時に卒業要件を提示し周知徹底を図って

いる。履修が個人によって異なるので、学生便覧のほかに履修の手引き(履修科目一覧表含

む)を作成し学生の履修管理を行っている。履修の管理は、学生個々が自主管理するよう指

導しているが、学期末に配布される成績表は担任から学生に直接手渡し、卖位修得状況の

確認と卒業要件の再確認を行っている。 

 

(6) 教育課程の見直し、改善について、学科等の現状 

学園として大学設置を計画しており、大学設置計画の中で、短期大学の構成・教育課程

の見直しを検討している。 
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【授業内容・教育方法について】  

(1) シラバスあるいは講義要項を作成する際に配慮していること等 

学年当初に配布する講義要項でカリキュラムの全体像を把握し、各授業開始時に配布さ

れるシラバスで各教科の具体的内容を把握するという目的で作成している。 

講義要項は前期当初のクラスオリエンテーション開催時にクラス担任から配付し、履修

登録の際の説明資料として利用としている。シラバスは、教科担当が初回授業時に配付し

授業計画を説明する際を使用している。 

シラバスの内容については、教務委員会及び学科ごとで検討することとなっているが、

事後の検討となっているので、各教科担当の改善努力に委ねられているのが現状である。 

 

 ◇シラバスのフォーマット 

平成19年度 シラバス 
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【教育改善への努力について】  

(1) 学生による授業評価の概要 

学生による授業評価は、平成12年度に初めて実施した。以後、学期末に毎年度実施して

いる。 

評価は、全開講科目(学外実習除く)を対象に、各期の授業の最終回にマークシートを配

布して、実施している。評価項目は、「授業内容と方法について」１０項目、「教師につ

いて」１１項目、「あなた自身(学生)について」６項目で適当から不適当の５段階評価と

該当なしとした。 

集計結果は、各科目についての評価項目ごとにグラフ化された表と、マークシート用紙

現物を各教科担当に渡している。表と自由記述のコメントを各教員が授業改善に役立てる

よう、教授会・全体会議で奨励している。 

 

(2) 短期大学全体の授業改善(ファカルティ･デイベロップメント(FD)活動等)への組織的

な取組み状況。 

FD活動について、取り組む組織の設置を検討している。 

現在は、各学科において授業内容の改善などを行っているが、今後は全学的に恒常的に

また組織的に取り組んでいく必要がある。 

   

(3) 担当授業について教員間の意思の疎通や協力体制、または兹任教員との意思の疎通

についての現状。 

①生活科学科 

日常の専任教員間の授業についての意思疎通は、関連科目間では比較的頻繁に行われて

いる。しかしながら、関連科目以外の場合は意思疎通が希である。授業内容の互いの確認

については、基本的にシラバスで行われる。また、学科内会議で、学生の成績等のことで

コミュニケーションがとられ、その際に授業について協議されることもある。 

なお、カリキュラム検討会等では学科全体のあり方、授業内容等について各教員間で綿

密な意思疎通がなされている。 

兹任教員との意思疎通は教務課と連動した形で行われる。学期の開始以前に個々の兹任

教員との間で授業内容の確認がされる。今後は、兹任教員を含めた全体会議を行い、意思

疎通をはかることが望ましいと考えるが、日程調整等の課題も残っている。 

 

②アート・デザイン学科  

毎週開催されるアート・デザイン学科定例会議での、各コースの運営やカリキュラム内容についての検

討は、専任教員間の意思疎通を計り、充実するものであった。年度末においては、専任教員のみではなく、

各コースごとに兹任教員とも協議を重ね、カリキュラムの内容向上を目指したが、今後は、教員間で年度

方針などの共有とカリキュラム等に対する意見交換のために学科全体会議が望まれ、検討が必要と考え

る。 

 

③看護学科 

看護学の各領域ごとに定期的および臨時に会議をもち、授業案や指導内容について検討を行っている。 

特に、技術演習前には卖元ごとに必ず打ち合わせを実施している。看護学担当教員と基礎科目、専門基

礎科目の担当教員間では、シラバスを活用すると共に、必要時には直接連絡を取り合い、授業内容の確認、

調整を行っている。また、１か月に１回、カリキュラム委員会、教員会（定例会議）を行っているが、こ

の他に、期末には、臨地実習を中心に学生の履修状況について情報交換と、指導方針の検討・確認を行っ

ている。臨地実習については教員と病院・施設の実習指導者と日常的に連携を深めつつ、実習の開始・終

了時に打ち合わせと反省会を実施し、次年度につなげている。 
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④専攻科 

専攻科教員は尐数であり、担当授業数が多いので、年度当初の担当科目間の内容調整を

綿密に行う他、学生の反応も考慮して会議の都度確認しながら調整している。 

非常勤講師との話合いも授業前後に行い、内容調整を図っている。 

 

【特記事項について】  

(1)教育の内容について、学科等で努力していること。 

①科目等履修生 

学則第52条に規定されているとおり、当該授業の授業に支障のない限り、選考のうえ科

目等履修生として受け入れている。 

 

②海外研修 

学生の国際感覚を養うとともにコミュニケーション能力を磨くために、海外研修を実施

している。 

・生活科学科/アート･デザイン学科 <イタリア/ローマ>9月 

   ・看護学科 <オーストラリア/シドニー>8月 

 

《Ⅲ 教育の実施体制》の記述及び資料等について  

【教員組織について】  

(1) 現在の専任教員等の人数 

 

専任教員等の人数 

(平成19年5月1日現在) 

 

学科・専攻名 

(専攻科を含む) 

 

 

専 

 

 

任 

 

 

教 

 

 

員 

 

 

数 

 

設置基準 

で定める 

教員数 

 

助 

手 

 

[ハ] 

 

 

備 

考 

教授 准教授 講師 助教 計 [イ] [ロ]    

生活科学科 5 4 8 0 1 7 5  1 5  

アート・デザイン学科 5 1 2 0 8 7   2  

看護学科 3 2 9 1 1 5 7  3 0  

[小計] 1 3 7 1 9 1 4 0      

専攻科 助産学専攻 2 1 1 1 5   1   

[ロ]       4    

合計 1 5 1 5 2 0 3 4 5 1 9  2 7  

[注意] 

1.上表の[イ]とは短期大学設置基準（以下「設置基準」という。）第22条別表第1のイに定

める学科の種類に応じて定める専任教員数をいう。 

2. 上表の[ロ]とは設置基準第22条別表第1のロに定める短期大学全体の入学定員に応じて

定める専任教員数をいう。 

3. 上表の助手とは、助手として発令されている教職員をいう。   

4. 上表の[ハ]とは、助手以外の者で短期大学全体もしくは学科等の教育研究活動に直接従

事する教職員(事務職員を除く)をいう(例えば副手、補助職員、技術職員等)。 
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(2) 教員の採用、昇任が適切に行われている状況 

「教員資格審査委員会規程」「非常勤教員採用規程」により、教員の昇格・採用が行わ

れている。また、新任教員の採用にあたっては、次年度の授業担当状況等を考慮し、年複

数回の採用を行っている。その手順は原則として、該当学科長より候補者があげられ、提

出書類（履歴書、研究業績書等）を検討した上、面接を行う。面接は、任命権者、所属長、

部長等の複数名により行われる。内定は前述の面接者の協議により決定され、任命権者名

で郵送される。候補者より関係書類（就任承諾書等）の提出がなされて採用となる。正式

な採用は該当年度の４月１日付の辞令をもって行われる。 

 

(3) 教員の年齢構成の現状 

 

専任教員等の年齢構成表(短期大学全体で作成) 

(年齢は平成19年5月1日現在) 

区  分 

 

 

年齢ごと専任教員数(助教以上) 

 

助手等の 

平均年齢 

 

備 考 

 

 7 0以上 6 0～69 5 0～59 4 0～49 3 0～39 2 9以下 平均年齢 

合計人数 

(人) 

5 

 

3  

 

15  

 

16  

 

6  

 

0  

 

51.9 

 

32.7 

 

 

 

割合 1 1 . 1 % 6 . 7 % 3 3 . 3 % 3 5 . 6 % 1 3 . 3 % 0 . 0 %    

 [注意] 

 1. 上表の助手等とは、助手に加えて助手以外の者で教育研究活動に直接従事する教職員

(副手、補助職員、技術職員等)を含む。 

 

(4)専任教員の(a)授業、(b)研究、(c)学生指導、(d)その他教育研究上の業務に対する取

組状況とその傾向 

①授業に対する取組み 

専任教員の授業に対する意識は高く、意欲的に取り組んでいる。特に若手教員（准教授、

講師）は年間の授業時間数も多いが精力的にこなしている。授業時間数の多い理由は各学

科によって異なるが、生活科学科では、４０名クラスで授業を行うため、同一内容の講義

を２回行うことによる。アート・デザイン学科においても尐人数授業を行っていることか

ら、授業時間数が増加し、また、コンピュータグラフィックスなどでは使用可能なPCの数、

個別指導の限界数に規制されてしまい授業数が増加することもある。このことについては

設備等の補充でまかなえる場合には、そうした措置を行うことにより教員の過度な授業時

間数の減も検討したい。看護学科では、臨地実習の時間数が多いため１教員当たりの授業

時間数が増加する傾向にある。看護師養成において、臨地実習は教育課程の総仕上げであ

るとともに、学生の国家試験受験にとっても大変重要な要因となっているため、やむを得

ない面がある。 

 

②研究に対する取組み 

研究に取り組む意欲は十分あるが、日常の学生指導やその他の業務に追われ、十分な時

間が研究に充てることができないのが実情である。しかしながら、学生の長期休暇期間を

利用してそれぞれの研究に励んでいる。 

 

③学生指導に対する取組み 

本学ではクラス担任制をとっており、担任は副担任と協力して学生の生活面、履修指導、

資格指導、就職･進学など学生生活全般の指導にあたっている。さらに学科長がおり、学生

の身の回りに生じる諸問題に対して担任とともに解決にあたっている。 
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また、学科会議で学生の状況や指導について話し合う機会を設けて、共通理解を図るな

ど学生支援の意識はきわめて高い。 

進路指導については、就職担当によって就職活動への取組み方、試験対策、マナー講座

などを企画し指導しているが、個々への対応は、担任と就職担当が連携して就職内定まで

支援している。 

短期大学全体としては、学生課が中心となって健康管理指導、防犯指導、奨学金の相談、

サークル活動、学園祭等の学生支援活動に対し全学的にサポートしている。 

 

④その他教育上の業務に対する取組み 

本学では、各種資格取得を支援しており、授業外にも対策講座、国家試験対策補習を開

くなど、多くの教員が多種の資格の受験指導にあたっている。 

 

(5)助手、副手、補助職員、技術職員等配置状況。また助手等が教育研究活動等において

適切に機能しているか。 

設置規準や関係法規に合致した助手の数が配置されており、実際の運営上も過不足はな

い。 

また、本学の助手・副手は授業実習の補助のみでなく、教務事務を含めたクラス担任補

助、さらには学生指導に至るまで多くの業務をこなしている。研究活動は教員と同様学生

の休暇時が中心であるが、教員とそれほど異なる研究環境ではない。 

 

【教育環境について】  

(1) 校舎・校地一覧表 

校舎・校地一覧表 

(平成19年5月1日現在) 

区分 

 

収容 

定員 

校舎 校地 

基準面積 現有面積 差異 基準面積 現有面積 差異 

桐生短期大学 575人 5,200㎡ 11,050㎡ 5,850㎡ 5,750㎡ 32,10㎡ 26,353㎡ 

計 575人 5,200㎡ 11,050㎡ 5,850㎡ 5,750㎡ 32,10㎡ 26,353㎡ 

 ※講堂、体育館、車庫、倉庫（6,8号館）の面積を含まず。 

   校地の基準編積等 

     校地基準面積 設置基準第30条 基準面積（収容定員×10㎡） 

           575×10 ㎡＝5,750 ㎡ 

   校舎の基準編積 

     校舎基準面積 設置基準第31条 基準面積 

     ＝別表第二のイ:収容定員の百人までの欄の最大面積 ＋ 別表第二の口 

                   （保健衛生学関係）＋（家政関係＋美術関係） 

           2,000㎡＋1,550㎡＋1,650㎡＝5,200㎡ 

 

(2) 教育研究に使用する情報機器を設置するパソコン室、マルチメディア室、学内LAN、

LL教室及び学生自習室の整備状況(機種、台数を含む)及び使用状況 

 

①情報機器を設置する教室等の整備状況 

教育研究及び学生の自習のために使用する情報機器等を配備した教室として、語学演習

室、情報機器演習室、OA室、コンピュータ室がある。学科特性によりパソコンのOSも異な

り、パソコンの他にプリンタ、各種ソフトを備えている。 

学内LANについては、1Gbpsで構築し、速度面、セキュリティ面も強化している。 
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②情報機器等整備状況 

 

教室名 機種･台数 

1号館 コンピュータ室1F OS  Macintosh     15台 

1号館 コンピュータ室3F OS  Macintosh     31台 

9号館 情報機器演習室 OS WindowsXP     41台 

9号館 語学演習室 OS WindowsXP     46台 

10号館 OA室 OS WindowsXP     50台 

 

③情報機器を設置する教室等の使用状況 

各情報機器については、主に授業、学生の自主学習のための利用に供されている。 

英語の授業は全て語学演習室(LL教室)を使用している。 

授業日の稼働率は高く、常時開放しているため利用人数、利用目的、利用時間などの実

態把握は難しい。 

 

(3) 授業用の機器・備品の整備状況及び整備システム(管理の状況、整備計画等を含む)

の概要 

・パソコン/プロジェクタ常設教室 

 4号館･･･401、402、403、404 

  9号館･･･901、902、904、905 

 

・プロジェクタ常設教室 

 1号館･･･103､104 

・パソコン/プロジェクタ移動利用 ※貸出方式 

 10号館･･･10-1､10-2･3､10-4･5、10-6･7 

 

(4) 校地、校舎の安全性、障害者への対応、運動場、体育館、学生の休息場所等 

①校地、校舎の安全性について 

危機管理マニュアルに基づく 

a. 桐生短期大学防災マニュアル  

b. 臨地実習中に大地震が発生または警戒警報が出た場合の対応  

c. 校外実習期間中の危機管理  

d. 桐生短期大学応急処理マニュアル  

e. 桐生短期大学不審者対応マニュアル  

    

②障害者への対応について 

1号館、9号館、10号館にはスロープが整備されている。 

2号館学生コミュニティーホールにおいて、車椅子に対応できるようにエレベータを平成

13年度に設置した。また、9号館1階には身障者用トイレを整備している。 

  

③運動場、体育館、学生の休憩場所等 

  運動場は、テニスコート４面、屋外運動場等が整備されている。 

  体育館は1,060㎡あり、授業以外は常時学生に解放している。（但し、学生部への届け出

が必要） 

学生の休息所は、2号館学生コミュニティーホール（2階建1225㎡：エレベータ面積除く）

をはじめ、9号館第2試食室、看護学科棟ロビー等を整備している。 
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【図書館・学習資源センター等（以下「図書館等」という。）について】  

 

(1) 図書館等の概要(全体の配置図、座席数、年間図書館予算、購入図書等選定システム、

図書等廃棄システム、司書数、情報化の進捗状況等を含む) 

①  配 置 図  

  

② 座席数 100席 

 今年度は１日あたり平均４０人の学生が利用した。この数値から座席数に問題ないと判

断できる。 

 

③ 図書購入予算 

   学生数×5,000円を図書購入予算枞としている。 

   今年度の学生数は598名であることから、598×5,000= 2,990,000円が予算となる。 

   今年度は、2,957,154円を使用した。 

 

④ 図書選定システム 

  桐生短期大学図書館図書管理細則に基づき、一般図書、参考図書、専門図書及び視聴覚

資料を選定し購入している。図書館が収集する図書の選定は、購入希望のあった下記に記

すものについて、予算の有無等を考慮し、館長が行う。 

    1.  教職員が希望するもの 

    2.  学生が希望するもの 

    3.  図書館職員が希望するもの 

年2回の締切日を設け購入計画を行い、一括で購入する。その他、教員が個人の研究費で

購入する図書については、研究図書として登録し、各研究室にて管理している。 

 

 

 

⑤ 図書廃棄システム 

  桐生短期大学図書館図書管理細則に基づき、下記の項目に該当する資料について、除籍、

廃棄を行う。 

    1. 紛失確認後4年を経過したもの。 

    2. 破損、汚損、消耗等の度が甚だしく、補修不能と認められるもの。  

    3. 図書として利用価値を失ったと認められるもの。 

    4. その他、館長が除籍を適当と認めたもの。 

  また、一般大衆誌（流行ファッション誌等）については、バックナンバーを過去1年間保

管し、それ以前については自動的に除籍を行う。除籍を行った資料に関しては、リサイク

ルコーナーに配置し、１ヶ月経過してもリサイクルコーナーに残ったものを廃棄する。 

 

⑥ 司書数 

図書館の司書数は２人である。 

 

⑦ 情報化の進捗状況 

蔵書は、図書館に設置された蔵書検索専用端末１台から検索できるようになっている。 

  また、９月よりメディカルオンラインを契約したことにより電子ジャーナルに接続可能

となっている。 

 

(2) 図書館に備えられている蔵書数(和書、洋書、学術雑誌数、AV資料数等) 
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① 図書館蔵書数一覧                （平成19年5月1日現在）  

区分 和書 洋書 学術雑誌 AV資料 

 冊(種) 

 

 32,864 冊 

(15,669 冊) 

  3,245 冊 

 (2,030冊) 

    75 冊 

 

   865 点 

 

         ※( ) 内は蔵書管理システム登録冊数  

 

② 図書館の蔵書数、学術雑誌数、視聴覚資料数の在籍学生数に対する比率  

  a.. 蔵書数 36,109冊 （今年度受入 884冊） 

     今年度の学生数は598名であることから、蔵書数の比率は学生1人あたり約60.4冊である。 
     また、学生1人あたり約1.5冊の資料を受け入れたことになる。  

 

  b. 学術雑誌数 75タイトル     
     生活科学科関連:17, アート・デザイン学科関連:0 
     看護学科関連:49, 助産学専攻科関連:9 

    *昨年度と同様 

 

  c. 視聴覚資料数 865（ＶＨＳ:837、ＤＶＤ:28）  

     視聴覚資料数の比率は学生1人あたり約1.4本であり、今年度は10点の視聴覚資料を 

     新規に受け入れた。 

 

(3)学生が利用できる授業に関連する参考図書、その他学生用の一般図書等の整備状況。

および学生の図書館等の利用の現状。 

① 各学科に関連した図書、参考図書および一般図書  
  本学の主たる教育分野の栄養学、芸術、看護学に関しては、蔵書数の半数近くを占めており

（蔵書管理システムデータにおける）、問題なく整備されていると判断できる。  

 

 

 

② 図書館の利用状況 

  a.. 基本データ 

                                                   (平成20年3月31日) 

項  目 平成19年度 平成18年度 

来館者数(人) 

学生貸出利用回数(回) 

学生貸出利用冊数(冊) 

教職員貸出利用回数(回) 

教職員貸出利用冊数(冊) 

学外者文献複写利用状況(件) 

学外者文献資料閲覧利用状況(件) 

      9,422 

      1,891 

      4,238 

       189 

       484 

         0 

         4 

     7,797 

     1,631 

     4,528 

      156 

      369 

        1 

       18 

上記表の通り、今年度は図書館の利用が大幅に増加し、貸出利用の回数も増加傾向にあ

るが、学生１人あたりの貸出利用冊数がやや減尐した。これは、メディカルオンラインを

導入したことにより、電子ジャーナルを多用するようになった影響ではないかと考えられ

る。 

 

  b. メディカルオンライン利用状況 

期  間 文献参照数(回) 



- 34 - 

             平成19年度 

     9月 1日 ～ 10月20日 

    10月20日 ～ 11月20日 

    11月20日 ～ 12月20日 

    12月20日 ～  1月20日 

     1月20日 ～  2月20日 

     2月20日 ～  3月20日 

     3月20日 ～  3月31日 

      110 

      187 

       91 

       59 

      101 

       23 

        6 

合  計       577 

    上記表の通り、メディカルオンラインの利用状況を示す。文献の参照数がまだ尐ないため、 

    沢山の利用者に利用してもらえるよう周知する必要があると考える。  

 

③ 司書のスキルアップ 

  下記研修会等への参加 

   ･6月15日(金),6月29日(金)  図書館司書実務研修(群馬県) 

   ･9月13日(木),9月14日(金)  私立短期大学図書館情報担当者研修会 

 

(4)図書館等からの学内外への情報発信、他の図書館等との連携等、現在の図書館活動に

ついて 

① 情報発信 

  学内へは、図書館だよりやスケジュール等を学内掲示板に掲示し、学外へは、スケジュール

や学外者への利用案内を短大ウェブサイトに掲載している。  

 

② 他の図書館との連携  

  本学は、群馬県大学図書館協議会に加盟しており、県内の大学図書館との協力体制が整って

いる。また、その協議会は団体会員として群馬県図書館協会に加盟しており、県内の公共、高

等学校、小中学校、専門学校図書館との協力体制も整っている。  

 

③ 相互利用  

                       (平成20年3月31日現在) 

項 目 平成19年度 平成18年度 

現物貸借[借受] (件)       8        1 

文献複写[取寄] (件)      70      171 

文献複写[提供] (件)       1        5 

  今年度は文献複写[取寄]の利用が大幅に減尐した。これは、メディカルオンラインを導入し

たことによ り、電子ジャーナルを多用するようになった影響ではないかと考える。 

 

【特記事項について】  

教育の実施体制において、特に努力していること（例：外国人教員の採用、授業の公開、

学習評価活動等） 

 生活科学科専門科目「ビジネス英語」に外国人准教授(専任)を採用し、国際社会で通用

するビジネス専門英語を学ばせている。 
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《Ⅳ 教育目標の達成度と教育の効果》の記述及び資料等について  

【卖位認定について】  

(1) 「卖位認定の状況表」(卖位認定の方法と評価の実態) 

   ※平成19年度卒業生が入学時より卒業までに履修した科目について作成。 

 

生活科学科(健康栄養コース/ビジネスコミュニケーションコース) 

(平成19年度卒業生) 

種別 

 

 

授業科目名 

 

 

授業 

形態 

 

履修 

人員 

 

主な卖

位認定 

の方法 

卖位の取得状況 

 ％ 

最終の評価  

％ 

本試験 追再  

試験 

計 秀 優 良 可 不可 

基礎 歴史と文化 講義 8 0 筆記 8 6 %  6 %  9 3 %  5 %  3 1 %  4 6 %  1 0 %  8 %  

基礎 くらしと色彩 講義 6 1 筆記 8 5 %  5 %  9 0 %  0 %  2 %  5 9 %  3 0 %  1 0 %  

基礎 人間と心理 講義 6 9 筆記 9 3 %  4 %  9 7 %  1 7 %  5 5 %  1 7 %  7 %  3 %  

基礎 くらしと憲法 講義 3 6 筆記 9 7 %  0 %  9 7 %  6 %  5 1 %  4 0 %  0 %  3 %  

基礎 現代社会と経済 講義 7 0 筆記 9 7 %  0 %  9 7 %  2 4 %  5 4 %  1 4 %  4 %  3 %  

基礎 くらしと統計 講義 1 0 筆記 9 0 %  0 %  9 0 %  1 0 %  3 0 %  4 0 %  1 0 %  1 0 %  

基礎 くらしと現代科学 講義 4 5 筆記 8 4 %  9 %  9 3 %  1 3 %  2 0 %  4 2 %  1 8 %  7 %  

基礎 情報社会とくらし 講義 7 6 課題 9 6 %  1 %  9 7 %  8 %  8 6 %  1 %  2 %  3 %  

基礎 生活と社会 

（校 外活 動・ 海外 研修 等含） 

演習 73 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  8 8 %  1 2 %  0 %  0 %  

基礎 ことばと文化 講義 3 7 筆記 6 8 %  5 %  7 3 %  0 %  0 %  4 6 %  2 7 %  2 7 %  

専門 生活科学概論 講義 9 1 筆記 9 7 %  3 %  1 0 0 %  8 %  4 5 %  4 0 %  8 %  0 %  

専門 生活環境論 講義 9 1 筆記 9 6 %  3 %  9 9 %  1 5 %  5 1 %  2 7 %  5 %  1 %  

専門 基礎ゼミ① 演習 7  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 基礎ゼミ② 演習 6  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  8 3 %  1 7 %  0 %  

専門 基礎ゼミ③ 演習 6  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 基礎ゼミ④ 演習 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  2 0 %  6 0 %  2 0 %  0 %  

専門 基礎ゼミ⑤ 演習 8  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  5 0 %  5 0 %  0 %  0 %  

専門 基礎ゼミ⑥ 演習 6  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  5 0 %  5 0 %  0 %  0 %  

専門 基礎ゼミ⑦ 演習 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 基礎ゼミ⑧ 演習 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 基礎ゼミ⑨ 演習 6  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 基礎ゼミ⑩ 演習 8  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  8 8 %  1 3 %  0 %  0 %  

専門 専門ゼミ① 演習 1 1 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 専門ゼミ② 演習 6  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  

専門 専門ゼミ③ 演習 6  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 専門ゼミ④ 演習 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  2 0 %  4 0 %  4 0 %  0 %  

専門 専門ゼミ⑤ 演習 8  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  1 3 %  6 3 %  2 5 %  0 %  0 %  

専門 専門ゼミ⑥ 演習 6  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  
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専門 専門ゼミ⑦ 演習 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 専門ゼミ⑧ 演習 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 専門ゼミ⑨ 演習 6  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 専門ゼミ⑩ 演習 8  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  3 8 %  2 5 %  3 8 %  0 %  0 %  

専門 専門ゼミ⑪ 演習 2  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  5 0 %  5 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 専門ゼミ⑫ 演習 2  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  5 0 %  5 0 %  0 %  0 %  

専門 専門ゼミ⑬ 演習 3  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  3 3 %  3 3 %  3 3 %  0 %  0 %  

専門 医療経営学 講義 5 5 筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  6 4 %  2 9 %  4 %  4 %  0 %  

教職 ※教師論 講義 1 2 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  4 2 %  5 8 %  0 %  0 %  0 %  

教職 教育学 講義 1  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

教職 教育心理学 講義 1 2 筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  3 3 %  5 0 %  1 7 %  0 %  0 %  

教職 ※家庭科教育法 講義 1  筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  

教職 ※道徳教育研究 講義 1  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  

教職 生徒指導論 講義 1  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  0 %  

教職 教育相談 講義 3  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  3 3 %  6 7 %  0 %  0 %  

教職 ※総合演習 演習 3  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

教職 総合演習 演習 3  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  6 7 %  3 3 %  0 %  0 %  0 %  

資格 医療保険実務 演習 2 5 筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  5 2 %  4 0 %  8 %  0 %  0 %  
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生活科学科(健康栄養コース) 

(平成19年度卒業生) 

種別 

 

 

授業科目名 

 

 

授業 

形態 

 

履修 

人員 

 

主な卖

位認定 

の方法 

卖位の取得状況 

 ％ 

最終の評価  

％ 

本試験 追再 試験 計 秀 優 良 可 不可 

基礎 くらしと英会話 講義 4 1 筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  2 0 %  6 6 %  1 5 %  0 %  

基礎 健康とスポーツ 講 義 ･ 実 技  1 5  筆記 9 3 %  0 %  9 3 %  8 0 %  1 3 %  0 %  0 %  7 %  

専門 基礎栄養学Ⅰ 講義 8 5 筆記 8 9 %  5 %  9 4 %  2 0 %  3 2 %  2 6 %  1 6 %  6 %  

専門 社会福祉論 講義 8 5 筆記 9 9 %  0 %  9 9 %  1 %  7 5 %  1 9 %  4 %  1 %  

専門 現代ビジネス論 講義 6 7 筆記 9 3 %  7 %  1 0 0 %  0 %  3 7 %  3 9 %  2 4 %  0 %  

専門 解剖学 講義 8 6 筆記 9 9 %  0 %  9 9 %  4 2 %  2 9 %  2 6 %  2 %  1 %  

専門 生理学 講義 6 2 筆記 6 8 %  3 2 %  1 0 0 %  3 %  6 %  1 9 %  7 1 %  0 %  

専門 生化学 講義 8 5 筆記 9 1 %  8 %  9 9 %  4 1 %  3 2 %  1 2 %  1 4 %  1 %  

専門 生理学 講義 8 5 筆記 6 2 %  3 6 %  9 9 %  0 %  7 %  3 6 %  5 5 %  1 %  

専門 生理生化学実験 実験 6 2 筆記 8 9 %  1 1 %  1 0 0 %  6 %  3 4 %  3 5 %  2 4 %  0 %  

専門 生活活動論 講義 6 2 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  5 %  6 5 %  2 7 %  3 %  0 %  

専門 環境生理学 講義 6 2 筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  6 %  3 4 %  4 0 %  1 9 %  0 %  

専門 食品衛生学 講義 8 5 筆記 9 5 %  2 %  9 8 %  4 %  2 9 %  5 7 %  8 %  2 %  

専門 食品衛生学実験 実験 6 2 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  2 %  8 2 %  1 6 %  0 %  0 %  

専門 食品学 講義 8 5 筆記 8 3 %  1 1 %  9 4 %  0 %  2 0 %  4 8 %  2 6 %  6 %  

専門 食品学実験Ⅰ 実験 6 2 筆記 9 2 %  8 %  1 0 0 %  1 3 %  3 5 %  3 7 %  1 5 %  0 %  

専門 食品学実験Ⅱ 実験 8 5 筆記 9 4 %  5 %  9 9 %  5 %  1 8 %  6 0 %  1 6 %  1 %  

専門 食品加工学 講義 6 2 筆記 9 0 %  1 0 %  1 0 0 %  0 %  1 3 %  5 5 %  3 2 %  0 %  

専門 基礎栄養学Ⅱ 講義 8 5 筆記 8 6 %  8 %  9 4 %  2 %  2 4 %  4 2 %  2 6 %  6 %  

専門 応用栄養学 講義 6 2 筆記 9 8 %  2 %  1 0 0 %  2 4 %  5 6 %  1 8 %  2 %  0 %  

専門 栄養学実験 実験 6 2 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  5 %  9 5 %  0 %  0 %  

専門 臨床栄養学概論 講義 8 4 筆記 8 7 %  1 3 %  1 0 0 %  6 %  1 8 %  5 6 %  2 0 %  0 %  

専門 臨床栄養学実験 実験 6 2 筆記 9 2 %  8 %  1 0 0 %  8 %  4 8 %  3 1 %  1 3 %  0 %  

専門 栄養指導論Ⅰ 講義 8 5 筆記 8 6 %  1 1 %  9 7 %  4 %  1 4 %  6 0 %  1 9 %  1 %  

専門 栄養指導論Ⅱ 講義 8 5 筆記 9 2 %  7 %  9 9 %  0 %  3 4 %  5 2 %  1 3 %  1 %  

専門 公衆栄養学概論 講義 6 2 筆記 9 8 %  2 %  1 0 0 %  3 %  5 8 %  3 9 %  0 %  0 %  

専門 栄養情報処理演習 実習 6 2 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  5 %  3 4 %  6 1 %  0 %  0 %  

専門 調理学 講義 8 5 筆記 8 5 %  1 3 %  9 8 %  2 %  2 9 %  5 2 %  1 4 %  0 %  

専門 調理実習Ⅰ 実習 8 6 筆記 8 9 %  1 0 %  9 9 %  1 %  3 6 %  4 5 %  1 6 %  1 %  

専門 調理実習Ⅰ 実習 8 5 筆記 9 4 %  5 %  9 9 %  9 %  5 2 %  2 6 %  1 2 %  1 %  

専門 給食計画・実務論 講義 8 5 筆記 8 7 %  1 2 %  9 9 %  1 %  4 0 %  2 7 %  3 1 %  1 %  

専門 調理実習Ⅱ 実習 6 2 筆記 8 9 %  1 1 %  1 0 0 %  3 %  2 4 %  4 7 %  2 6 %  0 %  

専門 学内実習 実習 8 5 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  7 %  5 5 %  3 6 %  1 %  0 %  
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専門 調理実習Ⅱ 実習 6 2 筆記 7 3 %  2 7 %  1 0 0 %  3 %  1 5 %  4 2 %  4 0 %  0 %  

専門 校外実習 実習 6 2 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  1 0 %  4 2 %  4 4 %  5 %  0 %  

専門 栄養教諭論 講義 1 2 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  2 5 %  7 5 %  0 %  0 %  0 %  

専門 食育論 講義 1 1 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  

専門 臨床栄養学各論 講義 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 臨床栄養学各論実験 実験 1 1 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  5 5 %  4 5 %  0 %  0 %  

専門 スポーツ栄養学 講義 1 1 筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  3 6 %  3 6 %  2 7 %  0 %  0 %  

専門 スポーツ栄養学実習 実習 3  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  6 7 %  3 3 %  0 %  0 %  0 %  

専門 フードスペシャリスト論 講義 44 筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  1 1 %  8 0 %  9 %  0 %  0 %  

専門 フードコーディネート論 講義 27 筆記 9 6 %  4 %  1 0 0 %  0 %  4 1 %  5 2 %  7 %  0 %  

専門 マーケティング 講義 2 6 筆記 7 3 %  8 %  8 1 %  0 %  1 9 %  3 5 %  2 7 %  1 9 %  

専門 オフィスワーク 講義 3 5 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  2 3 %  6 9 %  9 %  0 %  

専門 コンピュータⅠ 演習 7 5 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  5 9 %  3 5 %  7 %  0 %  0 %  

専門 コンピュータⅡ 演習 7 3 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  4 4 %  4 4 %  1 2 %  0 %  0 %  

専門 人間関係 講義 2 8 筆記 8 6 %  4 %  8 9 %  4 %  5 4 %  3 2 %  0 %  1 1 %  

専門 臨床心理学 講義 2 7 筆記 8 3 %  1 0 %  9 3 %  7 %  2 3 %  3 7 %  2 6 %  1 0 %  

専門 家庭経営学 講義 6  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  6 7 %  1 7 %  1 7 %  0 %  0 %  

専門 住居学 講義 4  筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  5 0 %  2 5 %  2 5 %  0 %  

専門 育児学 講義 7  課題 8 6 %  0 %  8 6 %  1 4 %  7 1 %  0 %  0 %  1 4 %  

専門 被朋学及び実習 講 義 ･ 演 習  4  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  7 5 %  2 5 %  0 %  0 %  

専門 被朋学及び実習 講 義 ･ 実 習  3  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  3 3 %  6 7 %  0 %  0 %  0 %  

専門 家庭の医学 講義 2 7 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  7 8 %  2 2 %  0 %  0 %  

教職 道徳 教育 及び 特別 活動 の研 究  講義 3 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  

教職 生徒指導論（栄養） 講義 3  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

教職 ※栄 養教 育実 習事 前・ 事後 指導  講義 15 課題 2 0 %  0 %  2 0 %  0 %  7 %  1 3 %  0 %  8 0 %  

教職 ※栄養教育実習 実習 3  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  

 

 

生活科学科(ビジネスコミュニケーションコース) 

(平成19年度卒業生) 

種別 

 

 

授業科目名 

 

 

授業 

形態 

 

履修 

人員 

 

主な卖 

位認定 

の方法 

卖位の取得状況 

 ％ 

最終の評価  

％ 

本試験 追再 試験 計 秀 優 良 可 不可 

基礎 くらしと英会話 講義 2  筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  5 0 %  5 0 %  0 %  

基礎 健康とスポーツ 講 義 ･ 実 技  5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  2 0 %  4 0 %  4 0 %  0 %  

専門 基礎栄養学Ⅰ 講義 5  筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  2 0 %  8 0 %  0 %  0 %  

専門 社会福祉論 講義 5  筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  4 0 %  6 0 %  0 %  0 %  

専門 情報処理 講義 5  筆記 8 0 %  2 0 %  1 0 0 %  0 %  2 0 %  4 0 %  4 0 %  0 %  

専門 公衆衛生学 講義 6 2 筆記 9 8 %  2 %  1 0 0 %  1 0 %  4 4 %  4 7 %  0 %  0 %  
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専門 コンピュータⅠ 演習 6  課題 6 7 %  3 3 %  1 0 0 %  0 %  5 0 %  1 7 %  3 3 %  0 %  

専門 コンピュータⅡ 演習 6  課題 6 7 %  3 3 %  1 0 0 %  1 7 %  1 7 %  3 3 %  3 3 %  0 %  

専門 キャリアデザイン論 講義 5  筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  2 0 %  6 0 %  2 0 %  0 %  0 %  

専門 キャリアデザイン演習 演習 3  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  6 7 %  3 3 %  0 %  0 %  

専門 ビジネス文書処理 演習 5  課題 8 0 %  2 0 %  1 0 0 %  0 %  4 0 %  2 0 %  4 0 %  0 %  

専門 ビジネス文書処理 演習 5  課題 8 0 %  2 0 %  1 0 0 %  0 %  4 0 %  4 0 %  2 0 %  0 %  

専門 マネージメントシステム論  講義 5 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 インターネット 演習 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  6 0 %  4 0 %  0 %  0 %  

専門 ネ ッ ト ワ ー ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  講義 5 筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  2 0 %  2 0 %  6 0 %  0 %  

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック ス  演習 5 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 情報システム論 講義 4  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 ネットワークビジネス論  講義 9 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  3 3 %  4 4 %  2 2 %  0 %  

専門 ビジネス英語Ⅱ 演習 4  筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 地域経済 講義 1 1 課題 7 3 %  0 %  7 3 %  0 %  5 5 %  1 8 %  0 %  2 7 %  

専門 地域政策 講義 2  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 コミュニケーション論 講義 5  筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  2 0 %  4 0 %  2 0 %  2 0 %  0 %  

専門 福祉ビジネス論 講義 8  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 社会保障Ⅰ 講義 5  筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  8 0 %  2 0 %  0 %  

専門 社会保障Ⅱ 講義 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 家庭の医学 講義 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  6 0 %  4 0 %  0 %  0 %  

専門 介護Ⅰ 講義 4  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  5 0 %  5 0 %  0 %  0 %  

専門 介護Ⅱ 講義 4  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 介護技術 実技 3  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 介護実習 実習 3  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

専門 食品学 講義 5  筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  2 0 %  8 0 %  0 %  0 %  

 

 

種別 

 

 

授業科目名 

 

 

授業 

形態 

 

履修 

人員 

 

主な卖 

位認定 

の方法 

卖位の取得状況 

 ％ 

最終の評価  

％ 

本試験 追再 試験 計 秀 優 良 可 不可 

生活科学科平均 95% 3% 98% 13% 45% 31% 9% 2% 
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アート･デザイン学科 
(インテリアコース/グラフィックデザインコース/ファッションデザインコース/マンガ･イラスト･絵画コース) 

(平成1９年度卒業生) 

種別 

 

 

授業科目名 

 

 

授業 

形態 

 

履修 

人員 

 

主な卖 

位認定 

の方法 

卖位の取得状況 

 ％ 

最終の評価  

％ 

本試験 追再 試験 計 秀 優 良 可 不可 

基礎 美術理論及び美術史 講義 6 4 筆記 8 3 %  5 %  8 8 %  0 %  5 %  3 6 %  47%  13%  

基礎 コミック文化論 講義 7 8 筆記 9 5 %  5 %  1 0 0 %  1% 26%  55%  18%  0% 

基礎 インターネット 講義 5 4 課題 9 6 %  0 %  9 6 %  9 %  5 4 %  31%  2% 4% 

基礎 英会話 講義 4 6 筆記 9 6 %  2 %  9 8 %  0 %  3 0 %  52%  15%  2% 

基礎 国語表現 講義 5 7 筆記 8 4 %  5 %  8 9 %  0 %  1 2 %  47%  30%  11% 

基礎 文化人類学 講義 7 7 筆記 1 0 0%  0% 100%  3% 23%  62%  12%  0% 

基礎 心理学 講義 7 7 筆記 1 0 0%  0% 100%  31%  45%  12%  12%  0% 

基礎 日本国憲法 講義 6 3 筆記 9 5 %  3 %  9 8 %  0 %  7 1 %  24%  3% 2% 

基礎 体育講義 講義 4 7 課題 1 0 0%  0% 100%  19%  51%  23%  6% 0% 

基礎 体育実技 実技 4 7 課題 1 0 0%  0% 100%  19%  51%  23%  6% 0% 

基礎 生活と社会 

（校外活動・海外研修等含） 

演習 64 課題 9 8 %  0 %  9 8 %  0 %  1 7 %  81%  0% 2% 

専門 基礎デザインⅠ 演習 4 4 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 34%  66%  0% 0% 

専門 基礎デザインⅠ 演習 3 8 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 29%  63%  8% 0% 

専門 基礎デザインⅡ 演習 4 4 課題 9 8 %  0 %  9 8 %  2 %  2 7 %  68%  0% 2% 

専門 基礎デザインⅡ 演習 3 8 課題 9 7 %  3 %  1 0 0 %  0% 29%  58%  13%  0% 

専門 絵画 演習 3 5 課題 9 7 %  0 %  9 7 %  0 %  2 3 %  54%  20%  3% 

専門 絵画 演習 2 9 課題 9 7 %  3 %  1 0 0 %  0% 21%  66%  14%  0% 

専門 工芸 演習 3 4 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 21%  65%  15%  0% 

専門 工芸 演習 3 8 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 29%  63%  8% 0% 

専門 工芸 演習 1 0 課題 9 0 %  1 0 %  1 0 0 %  0% 30%  40%  30%  0% 

専門 彫塑 演習 4 4 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 34%  61%  5% 0% 

専門 彫塑 演習 3 8 課題 1 0 0%  0% 100%  5% 34%  55%  5% 0% 

専門 デッサン 演習 4 4 課題 1 0 0%  0% 100%  9% 16%  70%  5% 0% 

専門 デッサン 演習 3 8 課題 9 7 %  3 %  1 0 0 %  0% 18%  55%  26%  0% 

専門 色彩 講義 8 2 筆記 1 0 0%  0% 100%  0% 32%  34%  34%  0% 

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅠ  演習 11 課題 1 0 0 %  0% 100%  0% 100 %  0% 0% 0% 

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅠ  演習 71 課題 1 0 0%  0% 100%  4% 79%  17%  0% 0% 

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅡ  演習 11 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 82%  18%  0% 0% 

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅡ  演習 23 課題 1 0 0%  0% 100%  17%  43%  35%  4% 0% 

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅡ  演習 48 課題 1 0 0%  0% 100%  15%  69%  17%  0% 0% 

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅢ  演習 5 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 100 %  0% 0% 0% 

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅢ  演習 15 課題 1 0 0%  0% 100%  20%  13%  60%  7% 0% 
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専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅢ  演習 10 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 90%  10%  0% 0% 

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅢ  演習 32 課題 9 7 %  0 %  9 7 %  3 %  4 7 %  44%  3% 3% 

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅣ  演習 4 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 100 %  0% 0% 0% 

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅣ  演習 10 課題 1 0 0%  0% 100%  100 %  0% 0% 0% 0% 

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅣ  演習 9 課題 1 0 0%  0% 100%  11% 33%  44%  11% 0% 

専門 コン ピュ ータ グラ フィ ック スⅣ  演習 25 課題 7 2 %  0 %  7 2 %  1 2 %  52%  8% 0% 28%  

専門 コンピュータ理論 講義 4 7 課題 1 0 0%  0% 100%  11% 43%  36%  11% 0% 

専門 インテリアⅠ 演習 1 1 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 27%  73%  0% 0% 

専門 インテリアⅡ 演習 1 1 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 55%  45%  0% 0% 

専門 インテリアⅢ 演習 5  課題 1 0 0%  0% 100%  0% 100 %  0% 0% 0% 

専門 インテリアⅣ 演習 4  課題 1 0 0%  0% 100%  0% 100 %  0% 0% 0% 

専門 グラフィックⅠ 演習 2 3 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 30%  70%  0% 0% 

専門 グラフィックⅡ 演習 2 3 課題 1 0 0%  0% 100%  4% 39%  52%  4% 0% 

専門 グラフィックⅢ 演習 1 6 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 44%  56%  0% 0% 

専門 グラフィックⅣ 演習 1 5 課題 1 0 0%  0% 100%  7% 67%  27%  0% 0% 

専門 ファッションⅠ 演習 1 0 課題 9 0 %  1 0 %  1 0 0 %  0% 20%  20%  60%  0% 

専門 ファッションⅡ 演習 1 0 課題 1 0 0%  0% 100%  10%  40%  30%  20%  0% 

専門 ファッションⅢ 演習 1 0 課題 1 0 0%  0% 100%  30%  60%  10%  0% 0% 

専門 ファッションⅣ 演習 1 0 課題 1 0 0%  0% 100%  50%  30%  20%  0% 0% 

専門 ビジュアルⅠ 演習 3 8 課題 1 0 0%  0% 100%  5% 50%  39%  5% 0% 

専門 ビジュアルⅡａ 演習 2 8 課題 9 6 %  4 %  1 0 0 %  7% 57%  32%  4% 0% 

専門 ビジュアルⅡｂ 演習 1 0 課題 9 0 %  1 0 %  1 0 0 %  10%  50%  30%  10%  0% 

専門 ビジュアルⅢａ 演習 2 6 課題 9 6 %  4 %  1 0 0 %  4% 38%  31%  27%  0% 

専門 ビジュアルⅢｂ 演習 9  課題 1 0 0%  0% 100%  0% 78%  22%  0% 0% 

専門 ビジュアルⅣａ 演習 2 7 課題 8 5 %  1 5 %  1 0 0 %  7% 19%  48%  26%  0% 

専門 ビジュアルⅣｂ 演習 7  課題 1 0 0%  0% 100%  0% 71%  29%  0% 0% 

専門 ユニバーサルデザインⅠ 講義 62 筆記 9 0 %  6 %  9 7 %  1 0 %  29%  37%  21%  3% 

専門 ユニバーサルデザインⅡ 講義 50 筆記 9 4 %  2 %  9 6 %  8 %  3 6 %  40%  12%  4% 

専門 クラフトデザインⅠ 演習 5  課題 1 0 0%  0% 100%  0% 40%  60%  0% 0% 

専門 クラフトデザインⅠ 演習 1 0 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 40%  60%  0% 0% 

専門 クラフトデザインⅠ 演習 4 2 課題 1 0 0%  0% 100%  12%  29%  43%  17%  0% 

専門 クラフトデザインⅡ 演習 5  課題 8 0 %  0 %  8 0 %  4 0 %  40%  0% 0% 20%  

専門 クラフトデザインⅡ 演習 1 0 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 30%  70%  0% 0% 

専門 クラフトデザインⅡ 演習 3 8 課題 1 0 0%  0% 100%  11% 42%  37%  11% 0% 

専門 フィールドワークⅠ 演習 2 1 課題 1 0 0%  0% 100%  10%  29%  62%  0% 0% 

専門 フィールドワークⅠ 演習 1 0 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  2 0 %  8 0 %  0 %  0 %  

専門 フィールドワークⅠ 演習 3 4 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  2 4 %  6 5 %  1 2 %  0 %  

専門 フィールドワークⅡ 演習 8  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  8 8 %  1 3 %  0 %  0 %  
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専門 フィールドワークⅡ 演習 1 0 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  5 0 %  5 0 %  0 %  0 %  

専門 フィールドワークⅡ 演習 3 1 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  3 5 %  5 2 %  1 3 %  0 %  

専門 表現 講義 7 4 課題 9 9 %  0 %  9 9 %  1 %  1 4 %  6 4 %  2 0 %  1 %  

専門 造形 講義 6 5 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  3 1 %  5 7 %  1 2 %  0 %  

専門 コミュニケーション概論 講義 62 筆記 9 5 %  3 %  9 8 %  2 %  2 4 %  6 1 %  1 1 %  2 %  

専門 メディア文化論 講義 5  筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  2 0 %  2 0 %  6 0 %  0 %  0 %  

専門 メディア文化論 講義 4 6 筆記 8 7 %  2 %  8 9 %  1 8 %  3 8 %  2 2 %  1 1 %  1 1 %  

専門 メディア文化論 講義 1 0 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  1 0 %  7 0 %  2 0 %  0 %  0 %  

専門 空間演出論 講義 8 2 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 2 %  8 5 %  2 %  0 %  

専門 創作過程論 講義 3 2 課題 9 7 %  0 %  9 7 %  1 6 %  2 8 %  4 7 %  6 %  3 %  

専門 イベント計画 講義 1 8 課題 9 4 %  0 %  9 4 %  0 %  0 %  9 4 %  0 %  6 %  

専門 図形表現 講義 7 7 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  6 1 %  3 1 %  8 %  0 %  0 %  

専門 設計計画 講義 1 1 筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  1 8 %  4 5 %  3 6 %  0 %  0 %  

専門 設計計画 講義 1 0 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 %  5 0 %  4 0 %  0 %  

専門 設計計画 講義 5 7 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  9 %  2 3 %  6 5 %  4 %  0 %  

専門 卒業制作① 演習 1 0 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  6 0 %  4 0 %  0 %  0 %  

専門 卒業制作② 演習 4  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  2 5 %  7 5 %  0 %  0 %  0 %  

専門 卒業制作③ 演習 1 5 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  1 3 %  6 7 %  2 0 %  0 %  0 %  

専門 卒業制作④ 演習 1 7 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  6 %  4 7 %  4 1 %  6 %  0 %  

専門 卒業制作⑤ 演習 1 7 課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  6 %  5 9 %  2 9 %  6 %  0 %  

教職 ※教師論 講義 4  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  2 5 %  5 0 %  2 5 %  0 %  0 %  

教職 教育学 講義 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

教職 教育心理学 講義 5  筆記 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  4 0 %  4 0 %  2 0 %  0 %  0 %  

教職 ※美術科教育法 講義 4  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  5 0 %  5 0 %  0 %  

教職 道徳教育研究 講義 1  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  

教職 ※道徳教育研究 講義 3  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  

教職 教育方法論 講義 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  4 0 %  6 0 %  0 %  0 %  

教職 生徒指導論 講義 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  8 0 %  2 0 %  0 %  0 %  

教職 教育相談 講義 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  4 0 %  6 0 %  0 %  0 %  

教職 総合演習 演習 6  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  8 3 %  1 7 %  0 %  0 %  0 %  

教職 総合演習 演習 1  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  1 0 0 %  0 %  0 %  0 %  

教職 ※教育実習 実習 5  課題 1 0 0%  0 %  1 0 0 %  0 %  2 0 %  8 0 %  0 %  0 %  
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授業 

形態 

 

履修 

人員 

 

主な卖 

位認定 

の方法 

卖位の取得状況 

 ％ 

最終の評価  

％ 

本試験 追再 試験 計 秀 優 良 可 不可 

アート･デザイン学科平均 98% 1% 99% 9% 42% 40% 9% 1% 
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看護学科 

(平成19年度卒業生) 

種別 

 

 

授業科目名 

 

 

授業 

形態 

 

履修 

人員 

 

主な卖 

位認定 

の方法 

卖位の取得状況 

 ％ 

最終の評価  

％ 

本試験 追再 試験 計 秀 優 良 可 不可 

基礎 人間発達学 演習 8 7 筆記 9 9 %  0 %  9 9 %  7 4 %  25%  0% 0% 0% 

基礎 人間関係論 演習 8 7 筆記 9 9 %  0 %  9 9 %  4 1 %  51%  7% 0% 1% 

基礎 家族論 演習 8 6 筆記 1 0 0%  0% 100%  36%  56%  8% 0% 0% 

基礎 教育学 演習 8 6 筆記 8 6 %  1 4 %  1 0 0 %  20%  24%  42%  14%  0% 

基礎 情報科学 講 義 ･ 演 習  8 8  課題 9 7 %  3 %  1 0 0 %  9% 86%  1% 3% 0% 

基礎 情報科学 講 義 ･ 演 習  8 7  課題 9 9 %  0 %  9 9 %  3 %  9 4 %  1% 0% 1% 

基礎 環境と人間 講義 8 7 筆記 9 9 %  0 %  9 9 %  3 4 %  48%  16%  0% 1% 

基礎 行動科学 演習 8 8 課題 9 7 %  3 %  1 0 0 %  65%  26%  6% 3% 0% 

基礎 衛生統計学 演習 8 6 筆記 1 0 0%  0% 100%  13%  42%  45%  0% 0% 

基礎 看護英語 演習 8 8 筆記 5 8 %  4 2 %  1 0 0 %  0% 33%  25%  42%  0% 

基礎 英語 講義 3 3 筆記 1 0 0%  0% 100%  0% 0% 100 %  0% 0% 

基礎 人間工学 講義 8 5 筆記 1 0 0%  0% 100%  58%  38%  5% 0% 0% 

基礎 カウンセリング理論 講義 8 5 筆記 9 8 %  2 %  1 0 0 %  4% 76%  18%  2% 0% 

基礎 性保健学 講義 8 8 課題 1 0 0 %  0% 100%  0% 27%  73%  0% 0% 

基礎 生命科学 講義 8 5 課題 9 6 %  0 %  9 6 %  0 %  3 4 %  62%  0% 4% 

基礎 臨床心理学 演習 8 8 筆記 9 9 %  1 %  1 0 0 %  19%  59%  20%  1% 0% 

基礎 国際看護論 講義 9 2 課題 1 0 0%  0% 100%  32%  67%  1% 0% 0% 

基礎 生化学（栄養学含む） 演習 9 0 筆記 5 3 %  1 3 %  6 6 %  1 %  1 3 %  39%  12%  34%  

基礎 人体の構造・機能Ⅰ 演習 9 0 筆記 8 9 %  0 %  8 9 %  2 1 %  39%  29%  0% 11% 

基礎 人体の構造・機能Ⅰ 演習 1 0 筆記 1 0 0%  0% 100%  0% 0% 100 %  0% 0% 

基礎 人体の構造・機能Ⅱ 演習 9 0 筆記 8 9 %  0 %  8 9 %  2 1 %  39%  29%  0% 11% 

基礎 人体の構造・機能Ⅱ 演習 1 0 筆記 1 0 0%  0% 100%  0% 0% 100 %  0% 0% 

基礎 人体の構造・機能Ⅲ 演習 9 0 筆記 8 1 %  1 8 %  9 9 %  1 4 %  24%  42%  18%  1% 

基礎 疾病の成り立ちⅠ 演習 9 0 筆記 8 6 %  1 3 %  9 9 %  1 6 %  29%  41%  13%  1% 

基礎 疾病の成り立ちⅡ 演習 8 5 筆記 9 9 %  0 %  9 9 %  4 %  6 4 %  32%  0% 1% 

基礎 疾病の回復促進Ⅰ(a) 講 義 ･ 演 習  8 8  筆記 9 9 %  0 %  9 9 %  1 4 %  55%  31%  0% 1% 

基礎 疾病の回復促進Ⅰ(b) 講 義 ･ 演 習  8 7  筆記 5 1 %  4 8 %  9 9 %  0 %  7 %  4 4 %  48%  1% 

基礎 疾病の回復促進Ⅱ(a) 講 義 ･ 演 習  8 9  筆記 9 7 %  2 %  9 9 %  6 %  6 3 %  28%  2% 1% 

基礎 疾病の回復促進Ⅱ(b) 講 義 ･ 演 習  8 9  筆記 8 5 %  1 3 %  9 8 %  8 %  2 4 %  53%  13%  2% 

基礎 疾病の回復促進Ⅲ(a) 講義 4 4 筆記 9 8 %  2 %  1 0 0 %  9% 66%  23%  2% 0% 

基礎 疾病の回復促進Ⅲ(b) 講義 4 6 筆記 9 8 %  0 %  9 8 %  1 5 %  59%  24%  0% 2% 

基礎 医療関係法規 講義 8 6 筆記 9 8 %  2 %  1 0 0 %  5% 48%  45%  2% 0% 

基礎 社会保障 講義 8 8 筆記 8 9 %  1 0 %  9 9 %  2 %  4 2 %  44%  10%  1% 

基礎 医療概論 講義 8 7 課題 9 4 %  5 %  9 9 %  7 %  2 2 %  66%  5% 1% 
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基礎 特別講義Ⅰ 講義 8 5 課題 1 0 0%  0% 100%  93%  7% 0% 0% 0% 

基礎 特別講義Ⅱ(a) 演習 8 8 筆記 9 7 %  3 %  1 0 0 %  10%  50%  36%  3% 0% 

基礎 特別講義Ⅱ(b) 演習 8 8 筆記 9 7 %  3 %  1 0 0 %  10%  51%  35%  3% 0% 

専門 看護学概論Ⅰ 演習 8 8 筆記 1 0 0%  0% 100%  2% 47%  51%  0% 0% 

専門 看護学概論Ⅱ 演習 8 6 筆記 9 1 %  9 %  1 0 0 %  7% 45%  38%  9% 0% 

専門 看護過程論 演習 8 8 筆記 9 1 %  9 %  1 0 0 %  0% 9% 82%  9% 0% 

専門 基礎看護技術Ⅰ 演習 8 8 筆記 7 2 %  2 7 %  9 9 %  0 %  1 7 %  53%  28%  1% 

専門 基礎看護技術Ⅱ 演習 8 8 筆記 7 0 %  2 6 %  9 7 %  0 %  1 1 %  5 9 %  26%  3% 

専門 基礎看護学実習Ⅰ 実習 8 5 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 25%  75%  0% 0% 

専門 基礎看護学実習Ⅱ 実習 8 8 課題 9 4 %  6 %  1 0 0 %  0% 17%  77%  6% 0% 

専門 在宅看護論 演習 8 8 筆記 8 4 %  1 0 %  9 4 %  0 %  1 6 %  69%  9% 6% 

専門 在宅看護方法 演習 8 6 筆記 8 8 %  1 2 %  1 0 0 %  6% 38%  44%  12%  0% 

専門 在宅看護実習 実習 4 4 課題 8 9 %  0 %  8 9 %  7 %  3 2 %  50%  0% 11% 

専門 在宅看護実習 実習 3 1 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 45%  55%  0% 0% 

専門 成人看護学概論 講義 8 8 筆記 1 0 0%  0% 100%  0% 8% 92%  0% 0% 

専門 成人看護方法Ⅰ 演習 8 7 筆記 9 9 %  0 %  9 9 %  0 %  1 8 %  80%  0% 1% 

専門 成人看護方法Ⅱ 演習 8 9 筆記 1 0 0%  0% 100%  0% 54%  46%  0% 0% 

専門 成人看護方法Ⅲ 演習 9 0 筆記 8 4 %  1 4 %  9 9 %  2 %  2 3 %  59%  14%  1% 

専門 成人看護方法Ⅳ 演習 8 6 筆記 7 9 %  2 1 %  1 0 0 %  1% 17%  60%  21%  0% 

専門 成人看護学実習Ⅰ 実習 4 4 課題 9 1 %  0 %  9 1 %  0 %  1 6 %  75%  0% 9% 

専門 成人看護学実習Ⅰ 実習 3 2 課題 9 7 %  0 %  9 7 %  0 %  2 8 %  69%  0% 3% 

専門 成人看護学実習Ⅱ 実習 4 7 課題 9 6 %  0 %  9 6 %  0 %  1 3 %  83%  0% 4% 

専門 成人看護学実習Ⅱ 実習 2 6 課題 9 6 %  0 %  9 6 %  0 %  4 %  9 2 %  0% 4% 

専門 老年看護学概論 講義 8 7 筆記 9 2 %  7 %  9 9 %  0 %  5 7 %  34%  7% 1% 

専門 老年看護方法Ⅰ 演習 8 9 筆記 9 7 %  2 %  9 9 %  1 %  5 2 %  44%  2% 1% 

専門 老年看護方法Ⅱ 演習 8 6 筆記 9 8 %  2 %  1 0 0 %  0% 50%  48%  2% 0% 

専門 老年看護学実習 実習 4 7 課題 9 8 %  0 %  9 8 %  0 %  5 1 %  47%  0% 2% 

専門 老年看護学実習 実習 2 5 課題 1 0 0%  0% 100%  8% 64%  28%  0% 0% 

専門 小児看護学概論 講義 8 7 筆記 7 4 %  2 5 %  9 9 %  2 %  8 %  6 3 %  25%  1% 

専門 小児看護方法Ⅰa 演習 8 6 筆記 1 0 0%  0% 100%  12%  71%  17%  0% 0% 

専門 小児看護方法Ⅰb 演習 8 6 筆記 9 8 %  2 %  1 0 0 %  3% 51%  43%  2% 0% 

専門 小児看護方法Ⅱ 演習 8 6 筆記 9 7 %  3 %  1 0 0 %  2% 47%  48%  3% 0% 

専門 小児看護学実習 実習 3 3 課題 8 2 %  0 %  8 2 %  0 %  9 %  7 3 %  0% 18%  

専門 小児看護学実習 実習 4 7 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 40%  60%  0% 0% 

専門 母性看護学概論 講義 8 7 筆記 5 2 %  4 7 %  9 9 %  0 %  3 %  4 8 %  47%  1% 

専門 母性看護方法Ⅰ(a) 演習 9 0 筆記 9 1 %  8 %  9 9 %  8 %  3 6 %  48%  8% 1% 

専門 母性看護方法Ⅰ(b) 演習 8 9 筆記 7 6 %  2 2 %  9 9 %  1 %  1 9 %  56%  22%  1% 

専門 母性看護方法Ⅱ 演習 8 6 課題 1 0 0%  0% 100%  2% 31%  66%  0% 0% 
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専門 母性看護学実習 実習 4 2 課題 9 5 %  0 %  9 5 %  0 %  5 2 %  43%  0% 5% 

専門 母性看護学実習 実習 3 2 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 44%  56%  0% 0% 

専門 精神看護学概論 講義 8 5 筆記 9 6 %  2 %  9 9 %  0 %  2 2 %  74%  2% 1% 

専門 精神看護方法Ⅰ 演習 8 8 筆記 9 8 %  2 %  1 0 0 %  0% 55%  43%  2% 0% 

専門 精神看護方法Ⅰ 演習 8 6 筆記 1 0 0%  0% 100%  5% 80%  15%  0% 0% 

専門 精神看護方法Ⅱ 演習 8 6 課題 9 9 %  1 %  1 0 0 %  21%  33%  45%  1% 0% 

専門 精神看護学実習 実習 4 8 課題 8 8 %  0 %  8 8 %  0 %  2 5 %  63%  0% 13%  

専門 精神看護学実習 実習 3 0 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 37%  63%  0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅰ 

（クリティカル看護）(a )  

講義 7 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 100 %  0% 0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅰ 

（クリティカル看護）(b )  

講義 7 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 86%  14%  0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅰ 

（クリティカル看護）(c )  

講義 7 課題 1 0 0%  0% 100%  14%  86%  0% 0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅱ 

（感染症看護論）(a) 

講義 6  課題 1 0 0%  0% 100%  33%  67%  0% 0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅱ 

（感染症看護論）(b) 

講義 6  課題 1 0 0%  0% 100%  0% 83%  17%  0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅲ 

（がん看護論）(a) 

講義 7  課題 1 0 0%  0% 100%  0% 71%  29%  0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅲ 

（がん看護論）(b) 

講義 6  課題 1 0 0%  0% 100%  0% 83%  17%  0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅲ 

（がん看護論）(c) 

講義 6  課題 1 0 0%  0% 100%  0% 17%  83%  0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅳ 

（家族看護論）(a) 

講義 7  課題 1 0 0%  0% 100%  0% 100 %  0% 0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅳ 

（家族看護論）(b) 

講義 7  課題 1 0 0%  0% 100%  0% 29%  71%  0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅳ 

（家族看護論）(c) 

講義 7  課題 1 0 0%  0% 100%  0% 100 %  0% 0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅴ 

（ターミナル看護論）(a )  

講義 7 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 43%  57%  0% 0% 

専門 課題別看護論Ⅴ 

（ターミナル看護論）(b )  

講義 6 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 100 %  0% 0% 0% 

 

種別 

 

 

授業科目名 

 

 

授業 

形態 

 

履修 

人員 

 

主な卖 

位認定 

の方法 

卖位の取得状況 

 ％ 

最終の評価  

％ 

本試験 追再 試験 計 秀 優 良 可 不可 

看護学科平均 93% 5% 98% 9% 42% 43% 5% 2% 
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専攻科助産学専攻 

(平成19年度修了生) 

種別 

 

 

授業科目名 

 

 

授業 

形態 

 

履修 

人員 

 

主な卖 

位認定 

の方法 

卖位の取得状況 

 ％ 

最終の評価  

％ 

本試験 追再 試験 計 秀 優 良 可 不可 

基礎 助産学概論(a) 演習 1 7 筆記 1 0 0%  0% 100%  53%  41%  6% 0% 0% 

基礎 助産学概論(b) 演習 1 7 筆記 1 0 0%  0% 100%  0% 24%  65%  12%  0% 

基礎 性 ・ 生 殖 の 形 態 ・ 機 能 ・ 病 態 Ⅰ ／ Ⅱ  講義 17 筆記 1 0 0%  0% 100%  6% 24%  35%  35%  0% 

基礎 性 ・ 生 殖 の 形 態 ・ 機 能 ・ 病 態 Ⅱ ／ Ⅲ  講義 17 筆記 7 6 %  2 4 %  1 0 0 %  0% 6% 18%  76%  0% 

基礎 性・ 生殖 の形 態・ 機能 ・病 態Ⅳ  講義 17 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 0% 100 %  0% 0% 

基礎 母子の健康科学Ⅰ(a) 演習 1 7 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 59%  41%  0% 0% 

基礎 母子の健康科学Ⅰ(b) 演習 1 7 筆記 8 8 %  1 2 %  1 0 0 %  6% 24%  41%  29%  0% 

基礎 母子の健康科学Ⅱ(a) 演習 1 7 筆記 1 0 0%  0% 100%  6% 59%  29%  6% 0% 

基礎 母子の健康科学Ⅱ(b) 演習 1 7 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 71%  29%  0% 0% 

基礎 母性・父性の心理社会学 ( a )  演習 17 課題 1 0 0%  0% 100%  18%  82%  0% 0% 0% 

基礎 母性・父性の心理社会学 ( b )  演習 17 課題 1 0 0%  0% 100%  35%  18%  35%  12%  0% 

実践 助産診断・技術学Ⅰ 講義 1 7 筆記 9 4 %  6 %  1 0 0 %  0% 65%  24%  12%  0% 

実践 助産診断・技術学Ⅱ(a )  演習 17 筆記 1 0 0%  0% 100%  6% 47%  35%  12%  0% 

実践 助産診断・技術学Ⅱ(b )  演習 17 筆記 1 0 0%  0% 100%  0% 59%  35%  6% 0% 

実践 助産診断・技術学Ⅲ 演習 1 7 筆記 1 0 0%  0% 100%  0% 35%  53%  12%  0% 

実践 助産診断・技術学Ⅳ 演習 1 7 筆記 1 0 0%  0% 100%  0% 88%  6% 6% 0% 

実践 地域母子保健 講義 1 7 筆記 1 0 0%  0% 100%  0% 82%  18%  0% 0% 

実践 助産管理 講義 1 7 筆記 9 4 %  6 %  1 0 0 %  0% 41%  35%  24%  0% 

実践 助産診断・助産技術学実習  実習 17 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 71%  29%  0% 0% 

実践 助産業務管理実習 実習 1 7 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 100 %  0% 0% 0% 

実践 地域母子保健実習 実習 1 7 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 82%  18%  0% 0% 

総合 助産学研究 演習 1 7 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 65%  29%  6% 0% 

総合 助産学研究 演習 1 7 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 65%  29%  6% 0% 

総合 助産学英語表現法 講義 1 7 筆記 1 0 0%  0% 100%  24%  35%  29%  12%  0% 

総合 情報管理 講義 1 7 課題 1 0 0%  0% 100%  100 %  0% 0% 0% 0% 

総合 助産学特論 講義 1 7 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 100 %  0% 0% 0% 

総合 助産学特論 講義 1 7 課題 1 0 0%  0% 100%  0% 100 %  0% 0% 0% 

 

 

種別 

 

 

授業科目名 

 

 

授業 

形態 

 

履修 

人員 

 

主な卖 

位認定 

の方法 

卖位の取得状況 

 ％ 

最終の評価  

％ 

本試験 追再 試験 計 秀 優 良 可 不可 
専攻科助産学専攻平均 98% 2% 100% 9% 53% 27% 10% 0% 
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(2) 学科長による、卖位認定の方法、卖位の取得状況及び担当教員による評価の現状分

析 

①生活科学科 

健康栄養コースが栄養士養成施設でもあるため、学科の評価基準については到達度を考

慮した厳格な評価であるよう申し合わせてはいるが、本試験での卖位取得が95%であり、ほ

とんどの教科で85%以上の卖位取得率である。また80%以上評点である秀・優を取得してい

る学生が約6割である。数字だけ以前と比べると、卖位認定の厳格さに欠けるような印象が

あるが、教員の授業方法等における創意工夫の結果とも考えられる。試験問題等の教員間

での相互評価等も検討していきたい。 

 

②アート・デザイン学科 

卖位取得率は99％であり、ほとんどの学生が履修登録した科目の大部分の卖位を取得し

ている状況である。学生と教員の努力の結果であると考えるが、厳格な成績評価基準の下

で実施された卖位認定であるか否か、個々の教科について検討する必要があると考える。

成績評価については、得点率80%以上の秀・優の評価が約50%であり、60点以上80点未満の

良の評価で40%であることから、全体としては偏りの尐ない評価であると考える。「課題」

を主な卖位認定の方法にしている教科目が多いが、学科特性から考えて、問題ないと考え

る。 

 

③看護学科 

卖位取得率は98％であるが、必修教科がほとんどであるカリキュラムから考えて、適切

であると考える。ただ、卖位取得率が60%台の教科や、卖位取得率が80%台の学外実習科目

があり、これらについては適正な評価基準による適正な評価であったか、検討が必要であ

ると考える。成績評価については、得点率80%以上の秀・優の評価が約50%であり、60%以上

の良評価が43%であった。全体としてはバランスの良い成績評価であったと考える。 

 

④専攻科助産学専攻 

全員が修了でき、ほとんどが必修科目なので、結果として卖位取得率は100%となってい

る。最終の成績評価としては、得点率80%以上の秀・優の評価が約60%であり、70%以上の良

評価が27%であった。全体として尐し得点率が高い傾向にあるといえるが、加えて教科によ

って評価のばらつきが多い。学生の得意・不得意分野にも関係していると考えられるが、

成績評価基準の不統一とも考えられる。どちらにしても対策を考えなければならないので、

各教科の成績評価について、検討する必要があると考える。 

 

(3) 学長による、短期大学全体の卖位認定の方法、卖位の取得状況及び担当教員による

評価の現状についての分析。 

 各学科の特性にしたがった卖位認定の方法であり、適切に実施されていると考える。栄

養士、看護師国家試験受験資格等の資格に係る学科においては、筆記試験が原則となって

おり、アート・デザイン学科は課題提出が基本となっている。成績評価については、おお

むね正当な評価がなされていると考えるが、評価が平均から著しく逸脱している教科目に

ついては、学生の理解度、評価基準の不適正のいずれかが原因と考えられるので、どちら

にしても学生に不利益を及ぼしかねないので、関係の委員会等で検討する必要があると考

える。  
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【授業に対する学生の満足度について】  

(1) 各授業について、終了後の「学生の満足度」についての調査概要 

学期末に実施している授業評価以外には、全体としての満足度について、設問に入れて

いないが、教員は、授業評価の「授業内容と方法について」や「教師について」に関する

評価から、学生のニーズをくみ取っている。 

 

(2) 担当教員が授業終了後の学生の満足度に配慮しているかについての、学科長の現状

把握 

① 生 活 科 学 科  

学 生 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト 結 果 か ら は 、 授 業 に 参 加 す る 学 生 が 多 数 で あ る が 、

「 熱 意 を も っ て 」 や 「 予 習 ・ 復 習 」 な ど の 積 極 性 に や や か け る 部 分 が み ら れ て

い る 。 そ の た め に 学 生 が 講 義 の 中 で 栄 養 士 と し て の イ メ ー ジ を 持 つ こ と が 可 能

に な る よ う 、 専 門 用 語 の 理 解 を 進 め る 工 夫 、 興 味 を ひ く 教 材 の 選 択 、 資 料 の 扱

い 方 の 工 夫 、 プ ロ ジ ェ ク タ の 利 用 な ど の 工 夫 を 凝 ら し 、 学 生 た ち の 興 味 ・ 関 心

を 引 き 出 す よ う 努 力 し て い る 。  

 

② ア ー ト ・ デ ザ イ ン 学 科  

本 学 科 専 門 科 目 に 対 す る 「 学 生 に よ る 授 業 評 価 」 に つ い て は 、 授 業 の 内 容 や

方 法 は 概 ね 高 評 価 を 示 し て お り 、 担 当 教 員 の 平 素 か ら の 努 力 の 結 果 と 受 け 止 め

て い る 。 演 習 科 目 の 作 品 制 作 に つ い て は 学 生 の 積 極 的 な 取 り 組 み が 不 可 欠 で あ

り 、 そ う し た 状 況 を い か に 作 り 出 し て い く か が 課 題 と な る 。 今 後 、 満 足 度 を 上

げ る た め に 必 要 な 個 々 の 事 例 に つ い て 、 共 有 す べ き と 考 え ら れ る 点 に つ い て は

学 科 打 ち 合 せ 時 等 を 利 用 し て 情 報 交 換 し て 行 く 予 定 で あ る 。  

 

③ 看 護 学 科  

担 当 教 員 は 看 護 師 国 家 試 験 の 合 格 を 一 つ の 目 標 と し 、 授 業 を 展 開 し て い る 。

そ の た め 内 容 が や や 高 度 に な っ て し ま う こ と が あ り 、 学 生 の 授 業 評 価 ア ン ケ ー

ト で は 、 教 師 の 説 明 の 仕 方 や 学 生 の 理 解 度 へ の 配 慮 な ど が や や 不 足 し て い る 部

分 が み ら れ る 。 そ の た め 、 講 義 の 中 で は 看 護 師 国 家 試 験 と の 結 び つ き が 明 確 に

な る よ う な 専 門 用 語 の 理 解 を 進 め 、 学 生 た ち の 興 味 ・ 関 心 を 引 き 出 す よ う 努 力

し て い る 。  

 

④ 専 攻 科 助 産 学 専 攻  

授 業 評 価 に 基 づ い て 学 生 の 満 足 度 を 真 摯 に 受 け 止 め 、 ど の 教 員 も 前 年 度 の 評

価 を 参 考 に し て 講 義 の 形 式 、 内 容 な ど を 創 意 工 夫 し て 変 化 さ せ て い る 。 こ の 努

力 を 積 み 重 ね て 毎 年 教 育 技 術 を 工 夫 し 高 め あ っ て い る 。  

 

 

(3) 学長による短期大学全体の現状分析。 

学生の学力や関心は多様化しており、どのレベル照準を合わせて授業を展開するのか、

また学習の評価を行うのか、年々難しい状況にあることは事実である。 

今後も、学生の学習意欲を喚起するとともに、学生の努力を適正に評価することにより

学生の満足度を高めるよう努めたい。授業に関する満足度は高いと考えている。  
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【退学、休学、留年等の状況について】  

(1) 過去３ヶ年（平成16年度～18年度）の退学、休学、留年等の数 

 

生活科学科退学者等一覧表 

                                                 (平成20年3月31日現在) 

区分 
平成 17 年

度入学 

平成 18 年

度入学 

平成 19 年

度入学 
備考 

入学者数 93 78 92   

 うち退学者数 4 5 4   

 うち休学者数 0 0 0   

  休学者のうちの復

学者数 
- - -   

 うち留年者数 0 0 0   

卒業生数 89 73     

 

 

アート･デザイン学科退学者等一覧表 

                                                 (平成20年3月31日現在) 

区分 
平成 17 年

度入学 

平成 18 年

度入学 

平成 19 年

度入学 
備考 

入学者数 39 68 83   

 うち退学者数 2 5 2   

 うち休学者数 0 0 0   

  休学者のうちの復

学者数 
- - -   

 うち留年者数 0 0 0   

卒業生数 37 63     
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看護学科 

                                                (平成20年3月31日現在) 

区分 
平成 17 年

度入学 

平成 18 年

度入学 

平成 19 年

度入学 
備考 

入学者数 91 91 88   

 うち退学者数 18 3 2   

 うち休学者数 4 4 0   

  休学者のうちの復

学者数 
1 2 -   

 うち留年者数 9 0 0   

卒業生数 64       

 

専攻科助産学専攻 

                                                (平成20年3月31日現在) 

区分 
平成 17 年

度入学 

平成 18 年

度入学 

平成 19 年

度入学 
備考 

入学者数 17 17 17   

 うち退学者数 0 0 0   

 うち休学者数 0 0 0   

  休学者のうちの復

学者数 
- - -   

 うち留年者数 0 0 0   

修了生数 17 17 17   

 

 

(2) 退学者の退学理由割合、退学理由の最近の傾向及び退学者、休学者（復学者を含む） 

   及び留年者に対する指導（ケア）の現状(各学科) 

①生活科学科 

退学理由としては約４割が「進路変更」であり、また同数が「一身上の都合」である。

平成19年度に関しては、「進路変更」を理由とした退学の割合が増加している。休学・留

年者はいない。 

 

② ア ー ト ・ デ ザ イ ン 学 科  

退学理由として過去３年間にあげられているのは、約44%が「進路変更」であり、次いで

「一身上の都合」である。平成19年度は、授業料未納による除籍というケースが２件あっ

た。休学・留年者はいない。 

 

③看護学科 

過去３年間において、退学理由としてあげられていた約３分の２が「進路変更」である。
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次いで「一身上の都合」「健康上の理由」が約６分の１弱である。平成19年度に関しては、

「一身上の理由」「健康上の理由」の割合が増えており、特に「一身上の理由」の具体的

内容としては、経済的理由が主たる原因である場合が多いようである。休学者・留年者に

ついては、担当学年の担任である教員ができる限りコミュニケーションを密にとるよう心

がけている。 

 

④ 専 攻 科  

該 当 無 し  

 

(3) 各学科長による退学、休学、留年等の現状分析 

①生活科学科 

過去３年間については、4～5名であり、それほど多くの退学者は出していない。ただ、

学生数が尐なくなっているのに、多いときとほぼ同じというのは、学生指導上、工夫すべ

き点があるように思える。クラス担任等が必ず個人面談を実施しているが、日常において

も、担任を中心とした各教員が学生と密にコミュニケーションをとるようにしていきたい。 

 

② ア ー ト ・ デ ザ イ ン 学 科  

平成18年度から、入学者は増えたが退学者も増加している。しかし、在籍者比ではそれ

ほどの変化はないので、大きな問題があるとは考えていない。ただ、平成19年度に２名の

除籍者を出したのは、経済的理由もあるが、学生指導の点で問題がなかったとは言えない

と考える。今後は、学生の経済的な面にも尐なからず気を配りながらの学生指導を心がけ

たい。 

 

③看護学科 

平成17年度入学生の退学者が非常に多かった。担任を中心に学生指導により、対処をし

ているが、平成19年度にも7名の退学者があった。個別の指導が不徹底であったこと、特に

学力不足の学生への指導が尐し足りなかったのではないかと考える。また、「進路変更」

を理由とした退学が多いので、入学前の募集活動において、看護師の仕事内容や短期大学

での学習内容について、今まで以上に徹底して説明することが必要であると考える。 

 

④専攻科 

目的意識のしっかりとした学生がほとんどであるため、退学等の問題は生じていない。 

 

(4)学長による短期大学全体の現状分析。 

  平成17年度入学生の退学率が10%と突出しており、平成18年度入学生の約２倍となってい

る。とりわけ平成17年度入学生の看護学科の退学率が約20%となっており、今後は決してこ

うした状況にならぬよう、十分な検討と対策が必要である。クラスの雰囲気等の要素もあ

ると考えるが、現時点では初年次の生活・学業指導の不足や国家試験対策の偏重などによ

り、自身の能力に不安を感じ、進路変更を考える学生が多かったのではないかと考える。

まずは、初年次の生活・学業指導を充実させ、また学生の不安・懸念を払拭するよう担任

を中心とした教員が学生コミュニケーションを密にするなどの対策を実施していきたい。

さらに、募集段階でも受験生に対して、学科内容等について詳しい説明を行うようにして

いきたい。 
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【資格取得の取組みについて】  

取得が可能な免許・資格、また教育課程とは別に取得の機会を設けている免許・資格の取

得状況（取得をめざした学生数、取得者数、取得割合等）(各学科) 

 

①生活科学科 

免許･資格･検定 取得希望者(人) 取得者(人) 取得率(%) 

栄養士(栄養士養成課程)       62      62     100 

栄養教諭2種        3       3     100 

訪問看護員養成研修(2級課程)        8       8     100 

医事管理士       11       9      82 

医療管理秘書士       31      31     100 

医療事務士       24      24     100 

ピアヘルパー       16       9      56 

介 護 保 険 事 務 管 理 士         4       4     100 

フ ー ド ス ペ シ ャ リ ス ト        26      18      69 

環境マネージャー       44      44     100 

  

②アート･デザイン学科     

免許･資格･検定 取得希望者(人) 取得者(人) 取得率(%) 

中学校教諭2種免許状(美術)        5       5     100 

商品装飾展示技能士(2級)        1       1     100 

商品装飾展示技能士(3級)       19      15      79 

カラーコーディネーター検定(2級)        2       0       0 

カラーコーディネーター検定(3級)       29      17      59 

商業施設士補        3       3     100 

環境マネージャー       65      65     100 

 

③看護学科 

    看護師国家試験受験資格者92名 

     

④免許･資格･検定の取得状況専攻科 

  助産師国家試験受験資格者17名 

免許･資格･検定 取得希望者(人) 取得者(人) 取得率(%) 

幼児安全法支援員       16      16     100 

受胎調節実地指導員       17      17     100 
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【学生による卒業後の評価、卒業生に対する評価について】  

  

(1) 学科ごとの専門就職（当該学科等で学習した分野に関連する就職）の状況（専門就

職数、割合等） 

① 生 活 科 学 科  

平 成 19年 度 卒 業 生 に つ い て は 、 就 職 希 望 者 70名 の う ち 74％ に あ た る 52名 が 専

門 就 職 先 に 就 職 し て い る 。 内 訳 は 、 栄 養 士 ・ 食 品 技 術 者 ・ 医 療 事 務 職 で あ り 、

短 期 大 学 で 学 習 し た 内 容 を 生 か せ る 職 種 に つ い て い る 卒 業 生 が 多 い 。  

 

② ア ー ト ・ デ ザ イ ン 学 科  

平 成 19年 度 卒 業 生 に つ い て は 、53名 の 就 職 希 望 者 の う ち 約 23%に あ た る 12名 が

専 門 就 職 先 に 就 職 し て い る と 見 ら れ る 。 デ ザ イ ナ ー 等 の 専 門 就 職 者 で あ る の か

正 確 に 見 き わ め る の が 難 し い の で あ る が 、 後 述 す る よ う に 就 職 率 が 振 る わ な い

一 方 で 、 就 職 者 は 自 分 の 専 門 を 生 か し て 就 職 で き て い る 率 が 高 い よ う で あ る 。  

 

③ 看 護 学 科  

平 成 19年 度 卒 業 生 の 就 職 者 に つ い て も 例 年 と 同 様 に 、100％ が 看 護 師 と し て 就

職 し て い る 。 62名 中 62名 と い う 結 果 で あ る 。  

 

④ 専 攻 科 助 産 学 専 攻  

平 成 19年 度 修 了 生 に つ い て も 、17名 の 修 了 者 中 17名 が 病 院 も し く は 診 療 所 (産

科 婦 人 科 )に 就 職 し て い る 。 よ っ て 専 門 就 職 率 は 100％ で あ る 。  

 

(2)卒業生に対する就職先及びその他の進路先からの評価 

① 生 活 科 学 科  

栄 養 士 養 成 施 設 と し て 、 長 年 の 実 績 が あ り 、 病 院 ・ 給 食 事 業 所 ・ 保 育 園 等 に

勤 務 す る 栄 養 士 が 多 い た め 、 本 学 生 活 科 学 科 卒 業 生 に 対 す る 評 価 は 高 い 。 即 戦

力 と し て 期 待 さ れ て い る 。 そ の た め 、 専 門 就 職 率 も 高 い 。  

 

② ア ー ト ・ デ ザ イ ン 学 科  

近 隣 地 域 に デ ザ イ ン 系 の 短 大 は な い せ い か 、 在 学 中 の コ ン テ ス ト 等 で の 入 賞

者 が 多 い の で 、 実 力 的 に は 地 域 社 会 か ら 認 め ら れ て い る と 考 え る 。 そ れ が 、 需

要 と の 関 係 で 就 職 率 に は 結 び つ い て い な い の で あ る が 、 デ ザ イ ン 系 の 職 種 に 就

職 で き た 学 生 に 対 す る 評 価 は 全 体 的 に 高 い 。  

 

③ 看 護 学 科  

看 護 職 と し て の 就 職 が ほ と ん ど で あ る が 、 地 域 医 療 支 援 病 院 や 特 定 機 能 病 院

へ の 就 職 者 が 多 く 、 ま た そ う し た 病 院 か ら の 求 人 も 多 い 。 特 に 、 地 域 社 会 の 医

療 の 担 い 手 と し て の 期 待 は 高 く 、平 成 20年 3月 卒 業 生 は 、学 校 周 辺 地 域 の 病 院 に

か な り の 人 数 が 就 職 し た (例 ： 桐 生 厚 生 病 院 16名 、 な ど )。 群 馬 県 東 毛 地 域 に お

い て は 、 本 学 の 卒 業 生 へ の 期 待 が か な り 高 い 。  

 

④ 専 攻 科 助 産 学 専 攻  

地 域 の 助 産 師 養 成 と し て の 期 待 が 高 く 、 休 職 し て 進 学 し て く る 学 生 も 多 い 。

ほ と ん ど の 卒 業 生 が 地 域 の 助 産 業 務 に お い て 、 重 要 な 役 割 を は た し て い る 。  

 

 

(3) 卒業生に対する社会の評価 
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「 社 会 に 出 て 役 立 つ 人 間 の 育 成 」 を 建 学 の 精 神 ・ 教 育 理 念 と し て 、 教 育 を 行

っ て い る た め 、 本 学 の 卒 業 生 が 地 域 社 会 で 活 躍 す る ケ ー ス が 多 い 。 伝 統 あ る 栄

養 士 養 成 に お い て は 、 群 馬 県 東 毛 地 域 で 卒 業 生 が か な り 重 要 な 役 割 を 担 っ て い

る 。 看 護 ・ 専 攻 科 に つ い て も 、 地 域 医 療 に お け る 期 待 は 高 く 、 近 年 は 地 域 医 療

に 携 わ る 卒 業 生 が 多 く 、 地 域 の 期 待 に 応 え る も の に な っ て い る 。 デ ザ イ ン に つ

い て も 、 専 門 職 と し て 活 躍 す る 卒 業 生 が 数 多 く い る 。  

 

《Ⅴ 学生支援》の記述及び資料等について  

【入学に関する支援について】  

(1)建学の精神・教育理念や設置学科等の教育目的・教育目標、求める学生像を入学志願

者に対し、明示している方法、手段。 

建学の精神･教育理念、設置学科等の教育目的･教育目標、求める学生像の具体的な情報

提供は、大学案内パンフレットなどの印刷物やホームページのほか、オープンキャンパス、

高校訪問、進学説明会、高校での出張模擬授業等を通じて、入学志願者だけでなく、高校

教員、保護者等に行っている。 

 

(2) 入学者選抜の方針、選抜方法（推薦、一般、ＡＯ入試等）を入学志願者に対し、明

示している方法、手段の概要 

学生募集要項には入学者選抜の方針、選抜方法を詳しく示してある。また、本学教員に

よる高校訪問の際、高校の進路指導の教員に入学者選抜の方針、選抜方法(推薦、一般、Ａ

Ｏ入試)等を説明している。その他、電話、電子メールによる質問にも随時対応している。 

 

(3) 広報及び入試事務についての体制（組織等）の概要 

広 報 課 及 び 入 試 課 で そ れ ぞ れ 広 報 、 入 試 事 務 を 担 当 し て い る 。 前 者 は 、 学 校

案 内 ・ そ の 他 パ ン フ レ ッ ト な ど の 原 案 作 成 、 業 者 選 定 ・ 依 頼 ・ 折 衝 等 の 業 務 、

広 告 紙 へ の 掲 載 に 関 す る 業 務 、 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス の 企 画 ・ 運 営 、 進 学 説 明 会

の 対 応 な ど の 業 務 を 行 っ て き た 。 後 者 は 、 入 試 委 員 会 に よ り 決 定 さ れ た 入 試 概

要 の 広 告 、 入 試 問 題 の 作 成 依 頼 ・ 確 認 ・ 印 刷 等 、 ま た 入 試 の 運 営 を 業 務 と し て

い た 。 平 成 20年 度 入 試 か ら は 新 設 さ れ る 大 学 の 入 試 広 報 、 入 試 運 営 を 設 置 認 可

申 請 中 と い う 制 約 の 中 で 実 施 す る と い う 困 難 な 業 務 を 担 当 し た 。 短 期 大 学 の 入

試 に つ い て は 、 定 員 減 、 看 護 学 科 の 募 集 停 止 と い う 状 況 下 で 募 集 活 動 、 入 試 を

実 施 し た 。  

 

(4) 選抜方法ごとの願書受付から合否通知にいたる入学試験の流れの概要。および多様

な選抜を公正かつ正確に実施しているかどうかの現状。 

平 成 20年 度 募 集 の 入 学 試 験 に つ い て は 、 生 活 科 学 科 、 ア ー ト ・ デ ザ イ ン 学 科

お よ び 専 攻 科 に つ い て 実 施 し た 。  

生 活 科 学 科 お よ び ア ー ト ・ デ ザ イ ン 学 科 の 試 験 区 分 と し て は 、 推 薦 入 試 、 一

般 入 試 、 Ａ Ｏ 入 試 、 特 別 選 抜 入 試 （ 社 会 人 ・ 留 学 生 ・ 帰 国 子 女 ） の ４ 種 で あ っ

た 。  

推 薦 入 試 は 、 11月 17日 、 12月 22日 の ２ 回 実 施 し 、 出 身 学 校 長 の 推 薦 が あ る 者

に つ い て 出 願 資 格 を 与 え 、 試 験 当 日 に 面 接 を 実 施 し た 。 合 否 判 定 は 面 接 と 調 査

書 の 総 合 評 価 で 、 教 授 会 に お い て 実 施 し 、 そ れ に 基 づ き 合 否 通 知 を 発 送 し た 。  

一 般 入 試 は 、 2月 2日 、 3月 15日 の ２ 回 実 施 し た 。生 活 科 学 科 は「 国 語 」「 英 語

Ⅰ ・ Ⅱ 」 「 数 学 Ⅰ ・ Ａ 」 「 生 物 Ⅰ 」 の う ち か ら １ 科 目 を 選 択 、 ア ー ト ・ デ ザ イ

ン 学 科 は 「 国 語 」 「 英 語 Ⅰ ・ Ⅱ 」 「 鉛 筆 デ ッ サ ン 」 「 イ メ ー ジ 画 」 の ４ 科 目 の

う ち 、 １ 科 目 を 選 択 す る こ と と し た 。 入 学 試 験 要 項 に 従 っ た 点 数 補 正 を 行 い 、

そ れ に 基 づ き 教 授 会 で 合 否 判 定 を 実 施 し 、そ の 結 果 を 合 否 通 知 と し て 発 送 し た 。 
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Ａ Ｏ 入 試 の 流 れ は 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 Ａ Ｏ 入 試 志 願 者 は エ ン ト リ ー シ ー

ト を 提 出 し 、 さ ら に 前 も っ て 広 告 さ れ て い た 課 題 を 提 出 す る 。 そ れ ら 書 類 ・ 提

出 課 題 に つ い て 一 次 審 査 を 実 施 し 評 価 す る 。 そ の 後 、 二 次 審 査 の 日 程 ・ 時 間 を

連 絡 し 、 二 次 審 査 で は 、 一 次 審 査 で 提 出 し た 課 題 を 基 に 、 受 験 生 が 来 校 し 発 表

す る 。 そ れ に 対 し て 面 接 担 当 者 が 質 疑 応 答 を 行 い 、 そ れ ら の 結 果 を 評 価 す る 。

一 次 審 査 と 二 次 審 査 の 結 果 を 総 合 評 価 と し て 教 授 会 に 諮 り 、 合 否 判 定 を し 、 合

否 通 知 を 発 送 し た と い う 流 れ で あ る 。 Ａ Ｏ 入 試 は 三 期 に わ た っ て 実 施 し 、 一 期

は 10月 6日 に 、 二 期 は 12月 22日 に 、 三 期 は 3月 8日 に 二 次 審 査 を 実 施 し た 。  

特 別 選 抜 入 試 は 、 社 会 人 ・ 留 学 生 ・ 帰 国 子 女 を 対 象 と し た 12月 22日 に 実 施 し

た 入 試 で あ る 。 試 験 科 目 は 「 小 論 文 」 と 「 面 接 」 で あ り 、 教 授 会 で 「 小 論 文 」

「 面 接 」 を 総 合 評 価 し 、 合 否 判 定 を 行 い 、 そ の 結 果 を 通 知 し た 。  

専 攻 科 に つ い て は 、 推 薦 入 試 と 一 般 入 試 を そ れ ぞ れ １ 回 ず つ 実 施 し た 。 12月

22日 に 推 薦 入 試 を 、 2月 2日 に 一 般 入 試 を 実 施 し た 。 推 薦 入 試 の 試 験 科 目 は 「 小

論 文 」 「 面 接 」 で あ り 、 短 期 大 学 も し く は そ れ と 同 等 の 養 成 校 卒 業 予 定 者 （ 現

役 ） で 短 大 な ど の 看 護 師 養 成 校 等 の 学 校 長 の 推 薦 の あ る 者 に 受 験 資 格 が 与 え ら

れ た 。 合 否 判 定 は 、 「 小 論 文 」 「 面 接 」 「 書 類 」 の 総 合 評 価 で 行 わ れ 、 教 授 会

の 結 果 、 合 否 通 知 を 発 送 し た 。 一 般 入 試 に つ い て は 、 原 則 と し て 看 護 師 国 家 試

験 の 受 験 資 格 を 持 っ て い る 者 に 受 験 資 格 が 与 え ら れ 、 「 基 礎 看 護 学 」 「 母 性 ・

小 児 看 護 学 」 の 学 科 試 験 と 「 面 接 」 「 書 類 」 の 総 合 評 価 で 合 否 を 判 定 し た 。 推

薦 入 試 同 様 、 教 授 会 の 合 否 判 定 の 結 果 、 合 格 通 知 を 発 送 し た 。  

 

(5) 合格者もしくは入学手続き者に対し、入学までの間、授業や学生生活についてどの

ような方法、手段で情報の提供を行っているか 

入学以前の学生生活情報としては、入学式についての案内及び遠方者へは下宿情報を送

付している。授業や学生生活についての情報提供は、入学後のオリエンテーションにて実

施している。 

 

(6) 入学後（入学直前を含む）、入学者に対して行っている学業や学生生活のためのオ

リエンテーション等の概要 

入学者に対しては、入学後に全体及びクラスごとのオリエンテーションを実施し、大学

生活上の注意、防犯指導や履修指導、取得可能な資格などについて指導を行っている。 

 

 

【学習支援について】  

(1) 入学時もしくは学期ごとに行っている学習や科目選択のためのガイダンス等の概要 

オリエンテーションは、入学式の翌日の午前午後で実施した。第一部、第二部と時間帯

を分けて実施している。その中で、科目選択、履修登録等について、教務課及び各クラス

担任によるガイダンスを行っている。 

在学生については、学期の始めと学期の終わりにクラス担任による科目履修や学生生活

支援についてのガイダンスを行っている 

 

(2) 基礎学力不足の学生に対し行っている補習授業等の取組みの概要。 

リメディアル教育などの組織的な対応は特別に行っていないが、各担当教員が授業を通

じて基礎学力不足の学生の個別支援を行える体制をとっている。 

学科によっては、物理、日本語能力向上などの基礎学力の養成に主眼を置いた選択科目

を開講している。 
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(3) 学生の学習上の問題、悩み等に対し指導助言のための取組みや体制 

各クラスに担任、副担任がおり、学習面、生活面において学生の対応を行っている。 

 

(4) 進度の早い学生や優秀学生に対する学習上の配慮や学習支援。 

組織的な支援体制はとられていない。 

  

 

【学生生活支援体制について】  

(1) 学生生活を支援するための組織や体制(教員組織、事務組織のいずれも)の現状 

事 務 組 織 で あ る 「 学 生 部 」 と そ の 下 に あ る 「 進 路 支 援 室 」 お よ び 教 員 組 織 で

「 学 生 支 援 委 員 」が 学 生 生 活 の 支 援 を 担 当 し た 。学 生 の 日 常 生 活 相 談・支 援（ 奨

学 金 等 含 む ） 、 ク ラ ブ ・ サ ー ク ル 活 動 、 学 友 会 、 学 生 主 体 の 行 事 、 な ど に つ い

て は 、 「 学 生 部 」 所 属 の 担 当 教 職 員 と 「 学 生 支 援 委 員 」 が 協 力 し て 担 当 し た 。

「 進 路 支 援 室 」 は 就 職 ・ 進 学 等 へ の 支 援 を 行 い 、 「 学 生 支 援 委 員 」 も そ れ に 協

力 し た 。  

 

(2) クラブ活動の現状、学友会の現状、学園行事(学園祭、短大祭等)の実施の状況(指導

体制及び学生の活動状況含む) 

① ク ラ ブ 活 動  

バ レ ー ボ ー ル 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 、 フ ッ ト サ ル 、 バ ト ミ ン ト ン 、 テ ニ ス 、 茶

道 、 イ ラ ス ト 、 軽 音 、 グ リ ー ン エ コ 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 が 公 認 さ れ て い る 。  

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル （ 女 子 ） は 、 平 成 １ ９ 年 に 全 国 私 立 短 期 大 学 体 育 大 会 で Ｂ

ブ ロ ッ ク な が ら 優 勝 し て い る 。ま た 群 馬 県 私 大 ス ポ ー ツ 大 会 で も 優 勝 し て お り 、

同 大 会 で は 、 フ ッ ト サ ル （ 男 子 ） も ３ 位 と 優 秀 な 成 績 を 挙 げ て い る 。 こ れ ら の

ク ラ ブ 活 動 は 、 各 ク ラ ブ で 時 間 を 設 定 し 、 週 に １ 回 程 度 行 わ れ て お り 、 学 科 や

学 年 を 超 え た 交 流 の 場 と し て 、 正 規 の 授 業 で は 得 ら れ な い 貴 重 な 経 験 が 出 来 る

機 会 と な っ て い る 。  

② 学 友 会  

学 友 会 は 全 学 生 加 入 の も と 、 学 生 の 自 主 的 な 活 動 に よ り 、 品 格 教 養 の 向 上 、

学 術 ・ 文 化 の 探 求 、 大 学 発 展 へ の 寄 与 を は か り 、 心 身 共 に 健 康 な 人 間 の 育 成 を

目 的 と す る 。 全 学 生 の 意 見 を 取 り 入 れ る た め に 、 各 学 科 、 学 年 、 ク ラ ス か ら 代

議 委 員 を ２ ～ ４ 名 選 出 し 、 学 友 会 役 員 が 組 織 さ れ て い る 。 代 議 委 員 は 代 議 委 員

会 を 定 期 的 に 開 催 し 、 学 友 会 主 催 の 行 事 、 学 園 祭 や 学 園 フ ェ ス テ ィ バ ル の 企 画

運 営 な ど 様 々 な 活 動 を 行 っ て い る 。 こ れ ら の 活 動 に お い て 、 学 生 委 員 会 に 所 属

す る 教 員 や ク ラ ス 担 任 は 補 佐 し 、 助 言 す る な ど の 指 導 体 制 を と っ て い る 。  

③ 学 園 祭  

学 園 祭 （ 輝 － き ら め き － 祭 ） と 学 園 フ ェ ス テ ィ バ ル は 、 学 友 会 の 中 心 行 事 で

あ り 、学 生 が 自 主 的 に 様 々 な 催 し を 企 画 し 運 営 す る 。平 成 １ ９ 年 度 の 学 園 祭 は 、

附 属 幼 稚 園 と の 合 同 学 園 祭 で あ っ た 。 実 施 に 当 た っ て は 、 代 議 委 員 会 を 中 心 に

テ ー マ を 決 定 し（ 平 成 １ ９ 年 度 は「 大 和 魂 」） 、学 生 委 員 会 所 属 の 教 員 の 助 言 、

指 導 も 行 わ れ な が ら 、 計 画 ・ 準 備 が 進 め ら れ た 。  

各 学 科 に よ る 研 究 発 表 や 作 品 展 示 等 に 加 え 、模 擬 店 の 出 店 、 野 外 ス テ ー ジ で

は 、 フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ ー や ラ イ ブ 等 の 催 し が 行 わ れ た 。 ま た 、 平 成 記 念 ホ ー ル

で は 、 看 護 学 科 の 戴 帽 式 、 芸 能 人 に よ る パ フ ォ ー マ ン ス 、 猿 ま わ し 等 の イ ベ ン

ト も 開 催 さ れ 、 盛 況 に 終 了 し た 。 近 隣 の 住 民 や 卒 業 生 、 高 等 学 校 の 生 徒 が 多 数

来 校 し 、 学 生 と 教 員 が 一 つ に な り 、 親 交 を 深 め る 事 が 出 来 た 。  
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(3) 学生の休息のための施設･空間、保健室、食堂、売店の設置の概要 

①コミュニティーホール（２号館） 
鉄筋２階建１２５９㎡ １階円形ラウンジには大画面TVを設置。 
２階には多目的ホールが整備され食事場所としても利用可能である。 

 

②保健室 

4号館及び10号館にそれぞれベッド1台を設置した保健室を置き、体調不良者、傷病者に

対応している。 

 

③食堂、売店 

本学では学生食堂・売店の営業はなされていない。 

学生の昼食は主に9号館第2試食室、2号館コミュニティーホール2階の使用を促してい

る。また、各号館の教室を指定開放し、昼食場所としている。 

 

(4) 短期大学が設置する学生寮の状況、下宿･アパート等の宿舎の斡旋の体制、通学のた

めの便宜(通学バスの運行、駐輪場･駐車場の設置等)の概要 

本学では、学生寮を設置していない。そこで、遠方からの進学者に対しては、入学手続 

き後に指定業者を紹介して、アパートの斡旋を行う体制を整えている。 

また、通学の便宜には、スクールバスを授業に合わせて運行、また150台分の学生駐車場 

も完備している。 

 

(5) 平成19年度の日本学生支援機構等の外部奨学金の取得状況を記述して下さい。また

短期大学独自の奨学金の概要 

本学学生が対象となる奨学金の種類には、日本学生支援機構奨学金（第１種奨学金（無

利子）と第２種奨学金（有利子））、交通遺児育英会、あしなが育英会、その他各都道府

県の奨学金制度、本学独自の関﨑ミレニアム奨学金がある。平成19年度における日本学生

支援機構奨学金の貸与者は表のとおりである。 

 

日本学生支援機構奨学金の貸与者数（人）とその割合（％） 

第 １ 種 奨 学 金 の 貸 与 者  51 

第 ２ 種 奨 学 金 の 貸 与 者  131  

第 １ 種 と 第 ２ 種 の 併 用 貸 与 者  13 

合 計  195  

全 学 生 に 占 め る 貸 与 者 割 合 （ ％ ） 32. 1％  

 

 

(6) 学生の健康管理、メンタルケアやカウンセリングの体制の概要 

「 学 校 保 健 委 員 」 が 学 生 の 日 常 の 健 康 管 理 に 関 す る 業 務 を 担 当 し て い た 。 具

体 的 に は 、 保 健 室 の 管 理 、 具 合 の 悪 く な っ た 学 生 の 対 応 、 学 生 健 康 診 断 の 企 画

及 び 当 日 運 営 な ど の 業 務 を 行 っ た 。  

 

(7) 学生支援のための学生個々の情報等の記録についての保管･保護のシステム 

学生の個人情報の取扱いについては、本学「個人情報保護に関する規程」のもと、教務

システム等で管理され、教育･学生支援で必要なデータは、所定の手続きの上利用できるこ

とになっている。特に重要書類は、金庫保管または、各部署ごとに鍵付きキャビネット等

で保管している。 
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【進路支援について】  

(1)過去３ヶ年(平成17年度～19年度)の学科別就職状況 

①生活科学科                     (平成20年3月31日現在)  

人数
(名)

割合
人数
(名)

割合
人数
(名)

割合

ａ　卒業者数 89 97 74

　b  就職希望者数 b/a 78 87.6% 88 90.7% 70 94.6%

    c うち学校で斡旋した
　　　 就職者数

c/b - - 37 52.9%

    d うち自己開拓した
　　　 就職者数

d/b - - 26 37.1%

    e うち就職未定者数 e/b 7 9.0% 11 12.5% 6 8.6%

  f 進学・留学希望者 f/a 4 4.5% 9 9.3% 2 2.7%

　g その他 g/a 7 7.9% 0 0.0% 3 4.1%

区分

平成17年度
卒業生

平成18年度
卒業生

平成19年度
卒業生

 
 

 

②アート･デザイン学科                (平成20年3月31日現在) 

人数
(名)

割合
人数
(名)

割合
人数
(名)

割合

ａ　卒業者数 62 37 63

　b  就職希望者数 b/a 45 72.6% 33 89.2% 53 84.1%

    c うち学校で斡旋した
　　　 就職者数

c/b - - 4 7.5%

    d うち自己開拓した
　　　 就職者数

d/b - - 15 28.3%

    e うち就職未定者数 e/b 25 55.6% 4 12.1% 34 64.2%

  f 進学・留学希望者 f/a 0 0.0% 1 2.7% 7 11.1%

　g その他 g/a 17 27.4% 3 8.1% 3 4.8%

区分

平成17年度
卒業生

平成18年度
卒業生

平成19年度
卒業生
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③看護学科                      (平成20年3月31日現在) 

人数
(名)

割合
人数
(名)

割合
人数
(名)

割合

ａ　卒業者数 73 85 73

　b  就職希望者数 b/a 67 91.8% 80 94.1% 63 86.3%

    c うち学校で斡旋した
　　　 就職者数

c/b - - 29 46.0%

    d うち自己開拓した
　　　 就職者数

d/b - - 34 54.0%

    e うち就職未定者数 e/b 0 0.0% 0 0.0% 1 1.6%

  f 進学・留学希望者 f/a 6 8.2% 5 5.9% 10 13.7%

　g その他 g/a 0 0.0% 1 1.2% 0 0.0%

区分

平成17年度
卒業生

平成18年度
卒業生

平成19年度
卒業生

 
 

 

④専攻科助産学専攻               (平成20年3月31日現在) 

人数
(名)

割合
人数
(名)

割合
人数
(名)

割合

ａ　卒業者数 17 17 17

　b  就職希望者数 b/a 17 100.0% 17 100.0% 17 100.0%

    c うち学校で斡旋した
　　　 就職者数

c/b - - 4 23.5%

    d うち自己開拓した
　　　 就職者数

d/b - - 13 76.5%

    e うち就職未定者数 e/b 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

  f 進学・留学希望者 f/a 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

　g その他 g/a 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

区分

平成17年度
卒業生

平成18年度
卒業生

平成19年度
卒業生

 
 

(2) 学生の就職を支援する組織や体制(教員組織、事務組織のいずれも)の現状 

「 学 生 部 」 の 下 に 置 か れ た 「 進 路 支 援 室 」 が 就 職 支 援 を 行 っ て い た 事 務 組 織

で あ る 。ま た 、「 学 生 支 援 委 員 」が 教 員 組 織 と し て「 就 職 支 援 室 」と 連 携 し て 、

学 生 の 就 職 支 援 を 行 っ て い た 。 具 体 的 な 業 務 と し て は 、 就 職 ガ イ ダ ン ス の 企 画

・ 運 営 、 就 職 相 談 、 求 人 票 の 管 理 ・ 広 告 、 求 人 企 業 等 の 対 応 、 な ど を 行 っ て い

た 。  
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(3) 就職支援室、就職資料室等の現状及び学生への就職情報等の提供状況 

就 職 資 料 室 に 就 職 雑 誌 、 求 人 情 報 (票 )な ど を 設 置 し て い る 。 ま た 、 各 学 科 の

「 学 生 支 援 委 員 」 に 同 様 の 就 職 雑 誌 、 求 人 情 報 (票 )を 配 布 し 、 学 生 が 手 軽 に 情

報 提 供 を 受 け ら れ る よ う に し て い る 。 ま た 、 Ｐ Ｃ が 自 由 に 利 用 で き る 時 間 を 設

定 し て お り 、 求 人 情 報 や エ ン ト リ ー が 学 内 の Ｐ Ｃ を 使 っ て イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で

で き る よ う に し て い る 。  

 

(4) 平成19年度の進学(四年制大学、専門学校等)及び海外留学の実績及び支援方法、体

制について。 

平 成 19年 度 に つ い て の 学 科 ご と の 四 年 制 大 学 進 学 者 は 次 の 通 り で あ る 。  

 ① 生 活 科 学 科  

  高 崎 経 済 大 学  ２ 名  

 ② ア ー ト ・ デ ザ イ ン 学 科   

  武 蔵 野 美 術 大 学  ２ 名  女 子 美 術 大 学  １ 名 、 文 星 芸 術 大 学  １ 名  

 ③ 看 護 学 科   

  高 崎 健 康 福 祉 大 学  １ 名 、 桐 生 大 学 短 期 大 学 部 専 攻 科  ９ 名  

 進 学 希 望 者 に つ い て も 「 進 路 支 援 室 」 お よ び 「 学 生 支 援 委 員 」 が 個 別 相 談 、

進 路 情 報 提 供 な ど の 支 援 を 行 っ て い る 。  

 

【多様な学生に対する支援について】  

平成１９年度の留学生･社会人･帰国子女･障害者･長期履修学生･科目等履修生の受け入

れ状況、及び学習支援、生活支援の方法、体制 

留 学 生 ・ 社 会 人 ・ 帰 国 子 女 を 対 象 と し た 「 特 別 選 抜 入 試 」 を 実 施 し て い る 。

「 小 論 文 」「 面 接 」を 選 考 方 法 と し て い る 。ま た 、「 科 目 等 履 修 生 」 (学 則 第 52

条 )も 受 け 入 れ て お り 、 そ の 募 集 ・ 入 試 も 実 施 し て い る 。  

平 成 19年 度 に お い て は 、 「 特 別 選 抜 入 試 」 を 利 用 し て 入 学 し た 留 学 生 ・ 社 会

人 ・ 帰 国 子 女 は な く 、 ま た 「 科 目 等 履 修 生 」 も 応 募 が な か っ た 。  

 

 

【特記事項について】  

学生支援において努力していること(例：学生の個人情報保護への取組み、成績不良者へ

の支援、長期欠席者への援助、学生に対する表彰制度等) 

①個人情報保護への取組み 

本学では平成17年4月より施行された「個人情報に関する法律」に基づいて、個人情報保

護規程を制定し、学生の個人情報保護に取り組んでいる。教育上個人情報の取得、活用が

必要な場合に備えて、学生に対して入学時に取得する個人情報及び在籍中の教育活動の中

で取り扱う個人情報の目的利用、個人情報第三者への提供について書面で通知し、同意書

の提出を求め学生の個人情報の保護に努めるとともに、円滑な学校運営を図っている。 

 

②成績不良者への支援 

成績不良者に対しては、各学期の期末試験の後に追再試験期間を設け、救済措置を取っ

ているほか、担任、副担任が個別に指導を行っている。 

 

③長期欠席者 

長期欠席者に対しては、担任が本人及び保護者と連絡をとり状況を把握した上、指導に

あたっている。 
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④学生に対する表彰制度等 

全国栄養士養成施設協会会長表彰、日本教育カウンセラー協会賞、医療教育協会賞、 

日本フードスペシャリスト協会賞がある。 

 

 

 

 

《Ⅵ  研究》の記述及び資料等について  

【教育の研究活動全般について】  

(1)過去３ヶ年(平成１７年度～１９年度)の専任教員の研究状況 

 

平成１７年度～１９年度 専任教員の研究実績表(学科等の順に記述) 

 

   研究業績 国際的 社会的 備考 

学科名 

 

氏  名 

 

職名 

 

著作数 

 

論文数 

 

学会等 

発表数 

その他 

 

活動の 

有無 

活動の 

有無 

 

 

生

活

科

学

科 

関﨑 悦子 教授 0 9 1 0  有  

榮 昭博 教授 0 3 1 1    

野中 博雄 教授 0 3 0 0    

椛沢 龍次郎 教授 0 2 0 0    

松原 直樹 教授 0 1 0 1    

栗原 サト子 准教授 0 2 1 0    

橋本 まさ子 准教授 0 4 0 0    

マチャコン

H.T.C 

准教授 
0 6 0 0 

   

小林 恒雄 専任講師 0 0 0 0    

石井 広二 専任講師 0 3 0 0    

荒井 勝己 専任講師 1 1 1 1    

中澤 朊弘 専任講師 0 1 0 1    

亀岡 聖朗 専任講師 1 2 10 1    

中島 君恵 専任講師 0 5 0 1    

橋爪 博幸 専任講師 1 2 0 2    

中山 優子 専任講師 0 3 9 1 有 有  

ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン
学
科 

小島 弘一 教授 0 1 1 0    

森 佐和子 教授 0 0 0 0    

久保田 恵美子 教授 0 1 0 23    

杉戸 信雄 教授 0 0 0 29    

石黒 康弘 教授 0 3 0 9    

松村 誠一 准教授 0 0 0 8    

小松原 洋生 専任講師 0 0 0 17    

山本 博一 専任講師 0 1 0 17    
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看

護

学

科 

多田隈 卓史 教授 0 7 5 0    

瀬野尾 章 教授 0 7 2 0    

錦織 正子 教授 3 0 13 2  有  

鈴木 はるみ 准教授 0 9 0 1    

本多 洋子 准教授 0 2 0 0    

森田 恵子 専任講師 0 4 0 0    

三木 園生 専任講師 0 5 5 6    

石沢 敦子 専任講師 0 3 1 0  有  

上星 浩子 専任講師 0 7 5 0    

酒井 美子 専任講師 0 1 3 0    

高瀬 佳苗 専任講師 0 4 0 1  有  

石田 順子 専任講師 1 6 8 2    

世良 喜子 専任講師 0 0 0 0    

福島 きよの 専任講師 0 0 1 1  有  

浅井 直美 助教 0 6 4 1    

専

攻

科 

今関 節子 教授 3 3 0 6  有  

青木 康子 教授 5 1 0 0    

鈴木 由美 准教授 0 8 3 0    

濱嵜 真由美 講師 2 1 3 0  有  

橋爪 由起子 助教 0 4 2 0    

 

 

平成 19 年度 研究成果 

①生活科学科 

著書 

１．亀岡聖朗 

『心理学基礎実験と質問紙法』、 

 ㈱培風館、平成 19 年５月、共著（編者：石原治、著者：遠藤忠・羽生和紀・石原治・亀

岡聖朗・北村世都・野村康治・佐々木心彩・臼井信男・檮木てる子・山下雅子） 

（担当箇所） 

「社会的態度－サーストン法－」p.85-p.89. 

「社会的態度－リカート法」p.90-p.94． 

 

論文 

１．榮 昭博、関﨑 悦子 

「膵臓および唾液α-アミラーゼ活性に及ぼす食品等の抽出物の影響」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,17-22. 平成 19 年 12 月 

２．野中 博雄 

「色彩語の意味分析-日英語(みどり,green)比較を中心として-」 
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『桐生短期大学紀要』第 18 号,23-30. 平成 19 年 12 月 

３．橋本 まさ子、石井 広二、中島 君恵、松岡 千枝子 

「桐生短期大学における栄養教諭養成課程の現状とその課題 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,95-102. 平成 19 年 12 月 

４．中島 君恵、田中 景子、橋本 まさ子、工藤 貴子、関﨑 悦子、瀬野尾 章 

「給食管理実習における地場野菜の利用状況について」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,103-108. 平成 19 年 12 月 

５．マチャコン･ヘルチェル、志賀 聖一 

「ニューラルネットワーク:日々の太陽光発電出力量の予測」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,45-48. 平成 19 年 12 月 

６．石井 広二、佐口 勇治 

「教育支援環境としての学内ＬＡＮ整備とその効果」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,63-68. 平成 19 年 12 月 

７．亀岡 聖朗 

「学習が食に対する態度に及ぼす影響について－学生の自己評価に基づく学習効果の

心理学的研究―」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,69-78. 平成 19 年 12 月 

８．中山 優子 

「マレーシアのクルアン市における健康調査―マレー系と中国系の比較 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,87-94. 平成 19 年 12 月 

９．中山 優子 

「マレーシアの食環境と健康づくり－骨密度測定と身体計測の調査－」 

『高崎経済大学地域政策学会 地域政策研究』 平成 19 年 7 月 

 

学会発表 

１．亀岡 聖朗 

「大学への環境移行に関する心理学的研究 -環境認知と愛着による大学への適応の検

討-」 

人間・環境学会第 14 回大会発表、平成 19 年５月、卖独 

２．中山 優子 

「群馬県太田市女性の骨粗鬆症予防とスキムミルクに関する研究」 

第 54 回 日本栄養改善学会、公衆栄養－栄養教育Ⅱ（長崎県 国際会議場）、平成 19

年 9 月 20 日、卖独 

３．中山 優子 

「女性の骨粗鬆症予防とスキムミルクによる効果に関する調査 第 2 報」 

第 54 回日本栄養改善学会、公衆栄養－ライフステージⅡ（長崎県 国際会議場）、共

同 

４．中山 優子 

「STUDY ON NUTRITION AND FOOD HABITS OF MALAYSIAN PUPILS」（マレーシアの食生活

調査）、 
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XI International Congress of Auxology Human Growth in a Changing Life Style， 

Tokyo,Japan Toshi Center Hotel 

September 9-12, 2007（平成 19 年 9 月）、卖独 

 

その他 

１．橋爪博幸 

「熊楠のフィールド調査と思想形成 ―粘菌、糸田の猿神社、岩陰遺跡、磯間の猿神社」、 

第 6 回 单方熊楠ゼミナール（東京都）、平成 19 年 11 月、卖著 

２．橋爪博幸 

「桐生短期大学で行ってきた環境負荷低減活動と環境教育」、 

平成 19 年度「地球温暖化防止活動推進員等第 4 回全体研修会」（群馬県前橋市）、平

成 20 年 1 月、卖著 

３．中山 優子 

「幼児期の食育」について、 

平成 19 年度ぐんま県民カレッジ（主催：群馬県教育委員会、場所：桐生市立中央公民

館）、平成 19 年 10 月 

 

受賞 

１．中山 優子 

群馬県あさを賞受賞（平成 20 年 3 月） 

 

 

②アート・デザイン学科 

論文 

１．小島 弘一 

 「ドレイピア第一書簡の修辞法」 

 『桐生短期大学紀要』第 18 号,1-8. 平成 19 年 12 月 

 

学会発表等 

１．小島 弘一 

「スウィフト認証法」 

日本英語表現学会、平成 19 年 6 月  

 

その他 

諸報告･芸術作品 

１．石黒 康弘 

「イラストレーション ―日常と非日常」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,145-146. 平成 19 年 12 月 
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展覧会等 

１．松村 誠一 

「第 75 回 日本版画協会展」、版画 1 点、平成 19 年 4 月、東京都美術館 

２．小松原 洋生 

「第 57 回 モダンアート展」、CG 作品 2 点、平成 19 年 4 月、東京都美術館 

３．杉戸 信雄 

「桐生市展」、油絵 1 点、平成 19 年 5 月、 市文化会館展示ホール 

４．久保田 恵美子 

「一店一作家運動 特別展覧市」、コサージュ 15 点、平成 19 年 5 月、桐生市有鄰館 レ

ンガ蔵 

５．久保田 恵美子 

「第 63 回 現展」、デザイン 2 点、平成 19 年 6 月、国立新美術館 

６．久保田 恵美子 

「日本の絹展」、コサージュ 10 点、平成 19 年 7 月、日本橋高島屋 8 階ホール 

７．杉戸 信雄 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、アクリル他 5 点、平成 19 年 9 月、

ギャラリーくろさわ 

８．久保田 恵美子 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、デザイン 8 点、平成 19 年 9 月、ギ

ャラリーくろさわ 

９．久保田 恵美子 

常陳、デザイン 2 点、平成 19 年 9 月、長野ギャラリーくろさわ 

１０．石黒 康弘 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、イラストレーション 2 点、平成 19

年 9 月、ギャラリーくろさわ 

１１．松村 誠一 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、版画 2 点、平成 19 年 9 月、ギャラ

リーくろさわ 

１２．小松原 洋生 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、CG 作品 2 点、平成 19 年 9 月、ギャ

ラリーくろさわ 

１３．山本 博一 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、立体作品 1 点、平成 19 年 9 月、ギ

ャラリーくろさわ 

１４．杉戸 信雄 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、アクリル 2 点、平成 19 年 9 月、つ

かさ画廊 

１５．久保田 恵美子 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、デザイン 8 点、平成 19 年 9 月、つ

かさ画廊 
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１６．石黒 康弘 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、イラストレーション 2 点、平成 19

年 9 月、つかさ画廊 

１７．松村 誠一 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、版画 2 点、平成 19 年 9 月、つかさ

画廊 

１８．小松原 洋生 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、CG 作品 2 点、平成 19 年 9 月、つか

さ画廊 

１９．山本 博一 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、立体作品 1 点、平成 19 年 9 月、つ

かさ画廊 

２０．久保田 恵美子 

「群馬現展」、デザイン 6 点、平成 19 年 9 月、太田市学習文化センター 

２１．杉戸 信雄 

「桐生美術協会小品展」、アクリル 2 点、平成 19 年 9 月、長崎屋展示室 

２２．久保田 恵美子 

「2007 GENTEN DESIGN EXHIBITION」、デザイン 2 点、平成 19 年 9～10 月、ギャラリー

八重洲・東京 

２３．杉戸 信雄 

「汎美術協会秋季展」、油絵 2 点、平成 19 年 10 月、東京都立美術館 

２４．杉戸 信雄 

「群馬県美術会 現展」、油絵 1 点、平成 19 年 11 月、県立美術館 

２５．小松原 洋生 

「モダンアート群馬支部展」、CG 作品 2 点、平成 19 年 11 月、高崎シティーギャラリー 

２６．杉戸 信雄 

「桐生市美術協会年末助け合い展」、色紙 5 点、平成 19 年 11～12 月、桐生島画廊 

２７．石黒 康弘 

個展「いしぐろやすひろイラスト小品展」、イラストレーション 22 点、平成 19 年 11

～12 月、ギャラリー沙蔵 

２８．杉戸 信雄 

個展、油絵他 20 点、平成 20 年 2 月、ギャラリーにいさと 

２９．杉戸 信雄 

「桐生美術協会展」、油絵他 2 点、平成 20 年 2 月、市文化会館展示ホール 

３０．杉戸 信雄 

「汎美術協会展」、油絵 2 点、平成 20 年 3 月、国立新美術館 

３１．杉戸 信雄 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、アクリル 2 点、平成 20 年 3 月、自

由が丘もみの木画廊 

３２．久保田 恵美子 
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「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、デザイン 12 点、平成 20 年 3 月、も

みの木画廊 

３３．石黒 康弘 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、イラストレーション 6 点、平成 20

年 3 月、もみの木画廊 

３４．山本 博一 

「桐生短期大学アート・デザイン学科研究室展」、立体作品 1 点、平成 20 年 3 月、も

みの木画廊 

 

 

③看護学科 

論文 

１．瀬野尾章、瓜生 恭平、儘田 明央、岡田 久美子、羽山 忠良 

「Whipple 病の超微形態」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,9-16. 平成 19 年 12 月 

２．中島 君恵、田中 景子、橋本 まさ子、工藤 貴子、関﨑 悦子、瀬野尾 章 

「給食管理実習における地場野菜の利用状況について」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,103-108. 平成 19 年 12 月 

３．本多 洋子、石沢 敦子 

「母性看護学実習における看護学生のストレスの緩和をはかる教員の指導要因につい

ての検討」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,117-123. 平成 19 年 12 月 

４．森田 恵子、永田 美和子 

「老年看護学実習における看護技術体験率と技術教育のあり方」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,49-54. 平成 19 年 12 月 

５．上星 浩子 

「看護場面における患者・看護師の曖昧表現の認識」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,55-62. 平成 19 年 12 月 

６．酒井 美子、土肥しげ子 

「看護学生の精神看護学実習におけるカルテに頼らない情報収集の意義」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,39-44. 平成 19 年 12 月 

７．石田 順子、石田 和子、神田 清子 

「看護学生の死生観に関する研究」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,109-116. 平成 19 年 12 月 

８．浅井 直美 

「看護早期体験実習における学生の視点からみた学習経験」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,31-38. 平成 19 年 12 月 

 

学会発表 

１．錦織正子 
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「地域看護実習施設における事業内容の違いからみた学生の学びの特徴について」、 

第 10 回日本地域看護学会（神奈川）、平成 19 年 7 月、共同（田村麻里子、池田智子、

錦織正子） 

２．錦織正子 

「地域・職域連携の実態と課題－I 県内の地域・職域各保健機関へのインタビュー調査

より－」、 

第 10 回日本地域看護学会（神奈川）、平成 19 年 7 月、共同（池田智子，中村歩衣，岩

永由香，樫村知恵，田村麻里子，錦織正子） 

３．上星浩子 

「看護場面におけるあいまい表現の認識と臨床判断（査読付き）」、 

第 33 回日本看護研究学会学術集会、平成 19 年 7 月、共同（上星浩子、小板橋喜久代、

松田たみ子） 

４．浅井直美、上星浩子、小山英子、三木園生 

「基礎看護技術Ⅰにおける学生が意味づけした経験に関する研究（査読付き）」、 

日本看護学教育学会第 17 回学術集会、平成 19 年 8 月 

 

５．上星浩子、浅井直美、小山英子、三木園生 

「バイタルサイン測定技術習得における学生の困難―学内演習後のレポート分析から

―（査読付き）」、日本看護学教育学会第 17 回学術集会、平成 19 年 8 月 

６．福島きよの 

「教員養成大学幼児教育専修学生がとらえた子どもの健康問題」、 

日本養護教諭教育学会、平成 19 年 10 月 

 

その他 

１．飯出 美枝子、鈴木 はるみ 

「成人看護学実習における実習の不安と生活状況の関連性について」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,125-130. 平成 19 年 12 月 

２．福島 きよの、高瀬 佳苗 

「看護学科における感染症対策の一考察」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,141-144. 平成 19 年 12 月 

 

 

④専攻科 

著書 

１．青木康子（代表）、濱嵜 真由美（共著） 

「マタニティ診断ガイドブック第 2 版」、 

医学書院、平成 19 年 6 月、日本助産診断・実践研究会編著 

２．青木康子（代表）、濱嵜 真由美（共著） 

「実践マタニティ診断」、 

医学書院、平成 19 年 7 月、日本助産診断・実践研究会編著 
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論文 

１．鈴木 由美 

「モラル・ハラスメントについての調査―看護職はカップル間の精神的暴力をどのよう

にとらえるか―」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,79-86. 平成 19 年 12 月 

 

その他 

１．今関節子 

「Design of the Japan Nurses’Health Study : A Prospective Occupational 

Cohort Study of Women’s Heaith in Japan.」 

（日本ナースヘルス研究デザイン：日本における職業を持つ女性の健康に関わる前向き

コホート研究）、industrial health ７月特集号、平成 19 年７月、共著（林邦彦、水

沼英樹、藤田利冶、鈴木庄亮、今関節子、片野田耕太、松村康弘、久保田俊郎、麻生武） 

２．今関節子 

「指定規則改正の対応を通して追求する大学・短期大学における看護学教育の発展」（全

25 頁）、文部科学省、平成 19 年４月、共著（平山朝子、石垣和子、稲吉久美子、井上

智子、今関節子、小西美智子、新道幸恵、戸田肇、中山洋子、菱沼典子、森美智子） 

３．鈴木 由美 

「学生がとらえたモラル・ハラスメント―助産師学生の男女精神的暴力に関する講義よ

り―」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,131-136. 平成 19 年 12 月 

４．鈴木 由美 

「過去２年間にみる医学英語に対する助産師学生のニーズ」 

『桐生短期大学紀要』第 18 号,137-140. 平成 19 年 12 月 

 

 

 

(2) 教員個人の研究活動の状況の公開についての取組みの概要 

  本報告書以外では、特に公開していない 

 

(3)過去３ヶ年(平成１７年度～１９年度)の科学研究費補助金の申請･採択等、外部から

の研究資金の調達状況(件数) 

 

外部研究資金の申請･採択状況(平成１7年度～19年度) 

 

外部資金調達先等 

 

平成17年度 平成18年度 平成19年度 

申請 採択 申請 採択 申請 採択 

科学研究費補助金 無 無 無 無 無 無 

その他の外部資金 無 無 無 無 無 無 
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(4) 学科等ごとのグループ研究や共同研究、短期大学もしくは学科等の教育に係る研究

の状況 

学 科 に お い て 、 組 織 的 な グ ル ー プ 研 究 も し く は 共 同 研 究 は 行 っ て い な い が 、

ア ー ト ・ デ ザ イ ン 学 科 に お い て 、 教 員 の 作 品 展 覧 会 に つ い て は 共 同 で 行 っ て い

る 。 た だ し 、 共 通 の テ ー マ を 設 定 し て は い な い 。  

 

【研究のための条件について】  

(1) 教員の研究成果を発表する機会（学内発表、研究紀要・論文集の発行等）の確保に

ついての概要 

桐 生 短 期 大 学 紀 要 を 年 １ 回 発 表 し て い る 。 桐 生 短 期 大 学 の 専 任 教 員 で あ れ ば

投 稿 す る こ と が で き る 。 ６ 月 30日 エ ン ト リ ー の 締 切 、 ９ 月 30日 原 稿 締 切 、 11月

に 発 行 す る こ と と な っ て い る 。  

 

(2) 教員の教員室、研究室または研修室、実験室等の状況 

各 教 員 に は 、 １ 部 屋 １ ～ ２ 名 の 研 究 室 が 割 り 振 ら れ て い る 。 各 号 館 の 研 究 室

に は 広 さ に 差 が あ る た め 、 比 較 的 広 い 部 屋 を ２ 名 部 屋 と し て い る 。 教 授 ・ 准 教

授 に つ い て は 、 原 則 と し て 個 室 と し て い る 。  

 

(3) 教員の研修日等、研究時間の確保の状況 

教員は、研修計画に基づき研修日を取得することができる。目安は週１日であるが、研

修計画の内容によってはその限りでない。取得した研修については、事後に成果について

の報告書を提出することとなっている。現状では学生が登学していない時期（夏休み・年

度末等）に集中して研究時間を確保する教員が多い。 

 

 

《Ⅶ  社会的活動》の記述及び資料等について  

【社会的活動（国際的活動は別項で記述）への取組みについて】  

(1) 社会的活動への取組み、及びその理念や方針等、教育・研究における位置づけ 

建 学 の 精 神 ・ 教 育 理 念 が 「 社 会 に 出 て 役 立 つ 人 間 の 育 成 」 で あ る か ら 、 学 生

に 対 し て も 社 会 貢 献 の 重 要 性 に つ い て は 、 行 事 や 講 演 等 の 際 に は 、 折 に 触 れ て

強 調 し て い る 。 具 体 的 に は 、 環 境 へ の 配 慮 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど を 推 進 し て

い る 。 研 究 に お い て も 「 社 会 的 有 用 性 」 の 高 い 研 究 成 果 が 数 多 く 見 ら れ る 。  

 

(2) 社会人受け入れの状況、及び生涯学習の観点からの社会人の受け入れ方針 

本学の場合、資格取得に直結する学科が多いので、会社勤めをしながら学習をするとい

う学生はほとんどいない。いったん会社・事業所等を辞めるか、休職して入学する学生が

多い。専攻科の入学者については、そういった学生が数多くいる。ただし、社会人枞とし

て入学している学生は、全学科について平成19年度は在籍してしない。 

「社会に出て役立つ人間の育成」という観点から、社会人の受け入れに対する姿勢は積

極的であり、専攻科以外については特別選抜入試を設けている。 

 

(3)平成19年度に短期大学が行った地域社会に向けた公開講座、生涯学習授業、正規授業

の開放等の実施状況 

 

平成19年度 内    容 受講者数 

11月4日 

 

  公開講座 「笑いで健康促進」 

   講師 スピードワゴン 

  約400名 
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(4)平成１9年度の短期大学と地域社会（自治体、商工業、教育機関、その他団体等）と

の交流、連携等の活動 

み ど り 市 に つ い て は 、社 会 福 祉 協 議 会 と 連 携 し 、高 齢 者 へ の 給 食 サ ー ビ ス（ シ

ル バ ー 弁 当 ） や 食 に 関 す る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 （ 独 居 高 齢 者 宅 へ の 年 末 の お せ ち

料 理 配 達 ） を 実 践 し て い る 。  

 

【学生の社会的活動について】  

(1)平成１９年度）の学生による地域活動、地域貢献あるいはボランティア活動等社会的

活動の状況 

み ど り 市 や 桐 生 市 の 地 域 活 動 に 参 加 し て い る 。 そ の 主 な も の は 下 記 の 通 り で

あ る 。  

 ・ 桐 生 市 フ ァ ッ シ ョ ン ウ ィ ー ク  

 ・ 桐 生 市 八 木 節 祭 り  

 ・ 桐 生 市 ・ み ど り 市 の 各 種 イ ベ ン ト の ポ ス タ ー 等 へ の 公 募  

 ・ み ど り 市 の 高 齢 者 給 食 サ ー ビ ス  

 ・ み ど り 市 お せ ち 料 理 配 達 サ ー ビ ス ， 他  

 

(2)学生の地域活動、地域貢献あるいはボランティア活動等についての評価 

上 述 の よ う に 、 み ど り 市 及 び 桐 生 市 の 多 種 多 様 な イ ベ ン ト に 、 た く さ ん の 学

生 が 参 加 し て お り 、 み ど り 市 ・ 桐 生 市 当 局 及 び 商 工 会 ・ 青 年 会 議 所 等 の 認 知 度

も 高 く な っ て き て い る 。学 生 は 地 域 社 会 で 一 定 の 役 割 を 果 た し て い る と い え る 。 

 

【国際交流・協力への取組みについて】  

(1)平成１9年度の学生の海外教育機関等への派遣（留学〈長期・短期〉を含む）の状況 

 生 活 科 学 科 、ア ー ト・デ ザ イ ン 学 科 で は 、2年 次 に 海 外 研 修 旅 行 を 行 っ て い る

が 、平 成 19年 度 は イ タ リ ア へ 研 修 旅 行 を 行 っ て お り 、イ タ リ ア の 歴 史 や 食 文 化 、

芸 術 を 体 験 し て き た 。 そ の 際 に イ タ リ ア 国 立 ペ ル ー ジ ャ 外 国 人 大 学 を 訪 問 し て

い る 。  

 看 護 学 科 で は 2年 次 に オ ー ス ト ラ リ ア 研 修 旅 行 を 行 っ て お り 、現 地 の 文 化 だ け

で な く 、 医 療 制 度 な ど を 実 際 に 見 学 し て 国 際 感 覚 を 学 ん で い る 。  

 

(2)平成１9年度の短期大学と海外教育機関等との交流の状況 

 前 項 の と お り 、 生 活 科 学 科 、 ア ー ト ・ デ ザ イ ン 学 科 で は 、 イ タ リ ア 研 修 旅 行

で イ タ リ ア 国 立 ペ ル ー ジ ャ 外 国 人 大 学 を 訪 問 し 、 現 地 の 学 生 と の 交 流 を 行 っ て

い る 。 看 護 学 科 で は シ ド ニ ー 大 学 教 育 病 院 を 見 学 し 、 現 地 の 看 護 師 や 看 護 学 生

と の 交 流 を 通 し て 日 本 と 違 う 看 護 の 様 子 を 研 修 し て き た 。  

 

 

(3)平成１9年度の教職員の留学、海外派遣、国際会議出席等の状況 

該 当 な し  
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《Ⅷ 管理運営》の記述及び資料等について  

【法人組織の管理運営体制について】  

(1) 理事長は、短期大学の運営に対して適切にリーダーシップを発揮しているか、また

短期大学に係る重要事項はどのような流れで決定し、その流れのなかで理事長はどのよ

うに関与しているか 

理 事 長 は 、 常 勤 で あ り 、 学 園 所 属 の 各 校 に つ い て 、 現 状 を 把 握 し 、 各 所 属 長

の 意 向 を 踏 ま え て 、 学 園 運 営 を し て い る 。 短 期 大 学 の 現 状 把 握 に つ い て は 、 起

案 ・ 報 告 書 等 の 書 面 を 通 し て 行 っ て い る が 、 学 長 や 学 科 長 と 直 接 面 談 に よ り 、

問 題 点 を 把 握 し よ う と す る ケ ー ス も 多 い 。 自 身 が 短 期 大 学 教 授 で あ る た め 、 学

生 の 実 情 に つ い て も よ く 理 解 し て い る 。  

日 常 業 務 に つ い て は 、 短 期 大 学 の 各 事 務 部 署 及 び 各 学 科 か ら の 起 案 ・ 報 告 書

に つ い て は 、 関 係 部 署 の 責 任 者 に 回 覧 の 後 、 最 終 的 に は 理 事 長 が 決 裁 を し て 意

思 決 定 が さ れ る こ と に な る 。 な お 、 特 に 重 要 な 事 項 に つ い て 、 特 別 に 担 当 す る

機 関 等 が な い 場 合 に は 、 学 長 、 事 務 の 部 課 長 及 び 学 科 長 等 よ り な る 合 議 体 で 原

案 を 決 定 す る 。 教 授 会 審 議 事 項 で あ る 場 合 に は 、 そ の 後 、 教 授 会 に 諮 る こ と に

な る 。 そ う で な い 場 合 に は 、 理 事 長 の 決 裁 で 決 定 す る 。 ま た 、 学 園 の 運 営 に 関

わ る こ と に い て は 、 理 事 会 の 決 定 を 要 す る 。  

 

(2) 平成19年度の理事会の開催状況（主な議案、理事の出席状況等を含む）及び理事会

についての寄附行為上の規定 

 

理事会開催状況（平成19年度） 

開催年月日 主　な　議　案
出席
者数

定数

人 人

平成

19.5.24(木) 6 5～6

５．諸規程の一部改正ならびに制定に関する件

平成

19.6.21(木) 6 5～6

平成

20.1.31(木) 6 6～8

平成

20.3.31(月) 6 6～8

４．桐生大学新館来客用駐車場の建設に関する件
５．その他（各校年度末の報告等）

　　する件
２．学校法人桐丘学園　平成２０年度予算（案）に関する件
３．桐生大学附属幼稚園　定員変更に伴う園則変更に関する
　　件

２．桐生短期大学附属幼稚園　名称変更及び園則変更に関

３．諸規程改正等に関する件
　　する件

４．その他

１．役員辞任に伴う欠員補充に関する件

３．桐生第一高等学校サッカー部寄宿舎建設に関する件
　　関する件

４．その他

　　関する件

１．平成１８年度　学校法人事業報告に関する件
２．平成１８年度　学校法人決算報告に関する件
３．平成１８年度　学校法人会計監査に関する件
４．桐生大学設置に伴う寄附行為変更による評議員選出に

１．学校法人桐丘学園　平成２０年度事業計画（案）に関

１．学校法人桐丘学園　事務所所在地変更に伴う寄附行為

２．新校舎建設に伴う桐生第一高等学校サッカー場移転に

６．その他

　　変更に関する件
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「 学 校 法 人 桐 丘 学 園 寄 附 行 為 」 に お い て は 、 理 事 会 に つ い て 下 記 の 通 り 規 定 し

て い る 。  

 

（ 理  事  会 ）  

第 十 六 条  こ の 法 人 に 、 理 事 を も っ て 組 織 す る 理 事 会 を お く 。  

  ２  理 事 会 は 、 学 校 法 人 の 業 務 を 決 し 、 理 事 の 職 務 の 執 行 を 監 督 す る 。  

  ３  理 事 会 は 、 理 事 長 が 招 集 す る 。  

  ４  理 事 会 は 、 理 事 総 数 の 三 分 の 二 以 上 の 理 事 か ら 、 会 議 に 附 議 す べ き 事 項  

    を 示 し て 、 理 事 会 の 招 集 を 請 求 さ れ た 場 合 に は 、 そ の 請 求 の あ っ た 日 か ら  

    二 十 日 以 内 に 、 こ れ を 招 集 し な け れ ば な ら な い 。  

  ５  理 事 会 の 招 集 は 、 各 理 事 に 対 し 会 議 開 催 の 場 所 、 日 時 お よ び 会 議 に 討 議  

    す べ き 事 項 を 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

  ６  前 項 の 通 知 は 、 会 議 の 七 日 前 ま で に 発 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 緊  

    急 を 要 す る 場 合 に は 、 前 項 お よ び 本 項 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、 相 当 と 認  

    め る 方 法 で 通 知 す る こ と が で き る 。  

  ７  理 事 会 に 議 長 を お き 、 理 事 長 を も っ て あ て る 。  

  ８  理 事 長 が 第 四 項 の 規 定 に よ る 招 集 を し な い 場 合 に は 、 招 集 を 請 求 し た 理  

    事 全 員 が 連 名 で 理 事 会 を 招 集 す る こ と が で き る 。こ の 場 合 に お け る 理 事 会  

    の 議 長 は 、 出 席 理 事 の 互 選 に よ っ て 定 め る 。  

  ９  理 事 会 は 、 こ の 寄 附 行 為 に 別 段 の 定 め が あ る 場 合 を 除 く ほ か 、 理 事 総 数  

    の 過 半 数 の 理 事 が 出 席 し な け れ ば 、 会 議 を 開 き 、 議 決 す る こ と が で き な い  

    。  

     た だ し 、 第 十 二 項 の 規 定 に よ る 除 斥 の た め 過 半 数 に 達 し な い と き は 、 こ  

    の 限 り で な い 。  

  1 0  前 項 の 場 合 に お い て 、 理 事 会 に 附 議 さ れ る 事 項 に つ き 、 他 の 理 事 に 委 任  

    状 を 交 付 し 、 あ ら か じ め 議 決 権 の 行 使 を 委 任 し た 者 は 、 前 項 の 出 席 者 と み  

    な し 、 議 決 数 に 計 上 す る 。  

  1 1  理 事 会 の 議 事 は 、 法 令 お よ び こ の 寄 附 行 為 に 別 段 の 定 め が あ る 場 合 を 除  

    く ほ か 、 出 席 し た 理 事 の 過 半 数 で 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 議 長 の 決 す る  

    と こ ろ に よ る 。  

  1 2  理 事 会 の 議 決 に つ い て 、 直 接 の 利 害 関 係 を 有 す る 理 事 は 、 そ の 議 事 の 議  

    決 に 加 わ る こ と が で き な い 。  

 

 理 事 の 選 任 に つ い て は 、 「 学 校 法 人 桐 丘 学 園 寄 附 行 為 」 第 ６ 条 に し た が い 、

適 正 な 手 続 き で 専 任 さ れ て い る 。 現 員 の 理 事 の 内 訳 は 、 所 属 長 で あ る １ 号 理 事

が ３ 名 (定 員 2～ 3名 )、 「 評 議 員 の う ち か ら 互 選 に よ り 専 任 さ れ た 」 ２ 号 理 事 が

１ 名 (定 員 1名 )、 1号 及 び ２ 号 「 理 事 の 過 半 数 に よ り 専 任 さ れ た 」 ３ 号 理 事 が ２

名 (定 員 2名 )で あ る 。し た が っ て 、私 立 学 校 法 の 規 定 に 照 ら し て も 、適 切 な 構 成

に な っ て い る 。  

 

(3) 監事の業務についての寄附行為上の規定、平成19年度における監事の業務執行状況 

「 学 校 法 人 桐 丘 学 園 寄 附 行 為 」 に お い て 、 監 事 の 業 務 に つ い て 下 記 の よ う に 規

定 し て い る 。  

（ 監 事 の 職 務 ）  

第 十 五 条  監 事 は 、 次 の 各 号 に か か げ る 職 務 を 行 う 。  

    一 、 こ の 法 人 の 業 務 を 監 査 す る こ と 。  

    二 、 こ の 法 人 の 財 産 の 状 況 を 監 査 す る こ と 。  

    三 、 こ の 法 人 の 業 務 ま た は 財 産 の 状 況 に つ い て 、 毎 会 計 年 度 、 監 査 報 告 書  

      を 作 成 し 、当 該 会 計 年 度 終 了 後 二 月 以 内 に 理 事 会 お よ び 評 議 員 会 に 提 出  
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      す る こ と 。  

    四 、 第 一 号 ま た は 第 二 号 の 規 定 に よ る 監 査 の 結 果 、 こ の 法 人 の 業 務 ま た は  

      財 産 に 関 し 不 正 の 行 為 ま た は 法 令 も し く は 寄 附 行 為 に 違 反 す る 重 大 な  

      事 実 が あ る こ と を 発 見 し た と き は 、こ れ を 文 部 科 学 大 臣 に 報 告 し 、ま た  

      は 理 事 会 お よ び 評 議 員 会 に 報 告 す る こ と 。  

    五 、 前 号 の 報 告 を す る た め に 必 要 が あ る と き は 、 理 事 長 に 対 し て 評 議 員 会  

      の 招 集 を 請 求 す る こ と 。  

    六 、 こ の 法 人 の 業 務 ま た は 財 産 の 状 況 に つ い て 、 理 事 会 に 出 席 し て 意 見 を  

      述 べ る こ と 。  

 

 ま た 、 平 成 19年 度 の 監 事 の 業 務 執 行 状 況 は 下 記 の 通 り で あ る 。  

（ １ ） 財 産 状 況 の 監 査  

    平 成 19年 度 会 計 決 算 に 伴 う 会 計 帳 簿 類 に つ い て 、 監 査 を 実 施 。  

    監 査 の 結 果 、 異 状 な し 。  

    平 成 19年 度 学 校 法 人 会 計 収 入 支 出 決 算 に つ い て 理 事 会 、評 議 員 会 に お い て  

    監 査 結 果 を 報 告 。  

      ま た 、公 認 会 計 士  園 田 昇 、公 認 会 計 士  園 田 誠 と 連 絡 を 取 り な が ら 指  

    導 を 受 け て い る 。  

（ ２ ） 業 務 状 況 の 監 査  

    毎 回 、 理 事 会 に 出 席 し 、 法 人 の 業 務 執 行 状 況 の 掌 握 と 運 営 に つ い て 理 事 と  

  の 協 議 、 報 告 を 実 施 し て い る 。  

    監 査 の 結 果 、 異 状 な し 。  

 

(4) 平成１９年度の評議員会の開催状況（主な議案、評議員の出席状況等を含む）、及

び評議員会についての寄附行為上の規定を記述して下さい。 

 

評議員会開催状況（平成19年度） 

開催年月日 主　な　議　案
出席
者数

定数

人 人

平成

19.5.24(木) 12 11～15

５．諸規程の一部改正ならびに制定に関する件

平成

19.6.21(木) 14 11～15

平成

20.1.31(木) 14 13～17

平成

20.3.31(月) 14 13～17
２．学校法人桐丘学園　平成２０年度予算（案）に関する件
３．桐生大学附属幼稚園　定員変更に伴う園則変更に関する
　　件

１．学校法人桐丘学園　事務所所在地変更に伴う寄附行為
　　変更に関する件
２．桐生短期大学附属幼稚園　名称変更及び園則変更に関
　　する件
３．諸規程改正等に関する件

２．新校舎建設に伴う桐生第一高等学校サッカー場移転に
　　関する件
３．桐生第一高等学校寄宿舎建設に関する件
４．その他

１．学校法人桐丘学園　平成２０年度事業計画（案）に関
　　する件

４．桐生大学新館来客用駐車場の建設に関する件
５．その他（各校年度末の報告等）

１．平成１８年度　学校法人事業報告に関する件
２．平成１８年度　学校法人決算報告に関する件
３．平成１８年度　学校法人会計監査に関する件
４．桐生大学設置に伴う寄附行為変更による評議員選出に
　　関する件

６．その他

４．その他

１．役員辞任に伴う欠員補充に関する件
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「学校法人桐丘学園寄附行為」においては、評議員会について下記のように規定している。 

（評議員会） 

第二十一条 評議員は、評議員会を組織する。 

    ２ 評議員会は、理事長が招集する。 

  ３ 理事長は、評議員総数（現に在任する評議員および任期満了後なおその職務 

   を行う評議員の総数をいう。以下同じ。）の三分の一以上の評議員から会議に 

   附議すべき事項を示して評議員会の招集を請求された場合には、その請求の 

   あった日から二十日以内に、これを招集しなければならない。 

  ４ 評議員会を招集するには、各評議員に対し、会議開催の場所、日時、および 

   会議に附議すべき事項を、書面により通知しなければならない。 

  ５ 前項の通知は、会議の七日前までに発しなければならない。ただし、緊急を 

   要する場合には、前項および本項本文の規定にかかわらず、相当と認める方法 

   で通知することができる。 

  ６ 評議員会に議長をおき、理事長がこれにあたる。 

  ７ 評議員会には、評議員総数の過半数の出席がなければ、その会議を開き、 

   議決することができない。 

    ８ 前項の場合において、評議員会に附議される事項につき、他の評議員に委任 

   状を交付し、あらかじめ議決権の行使を委任した者は、前項の出席者とみなし、 

   議決数に計上する。 

  ９ 評議員会の議事は、出席した評議員の過半数で決し、可否同数のときは、 

   議長の決するところによる。 

  10 議長は、評議員として議決に加わることはできない。 

 

（諮問事項） 

第二十三条 次にかかげる事項については、理事長はあらかじめ評議員会の意見を 

   聞かなければならない。 

          一、予算、借入金（当該会計年度内の収入をもって償還する一時の借入金 

      を除く。）および基本財産の処分ならびに運用財産中の不動産および 

      積立金の処分。 

     二、事業計画。 

     三、予算外の新たな義務の負担または権利の放棄。 

          四、寄附行為の変更。 

          五、合  併。 

     六、目的たる事業の成功の不能による解散。 

     七、寄附金品の募集に関する事項。 

     八、その他、この法人の業務に関する重要事項で理事会において必要と認 

      めるもの。 

 

（評議員会の意見具申等） 

第二十四条 評議員会は、この法人の業務もしくは財産の状況または役員の業務執行 
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     の状況について、役員に対して意見を述べ、もしくはその諮問に答え、 

     または役員から報告を徴することができる。 

 

【教授会等の運営体制について】  

(1)学長の短期大学の教育活動全般についてのリーダーシップ、及び短期大学に係る教

育・研究上の事項はどのような流れで決定し、その流れのなかで学長はどのように関与

しているか 

 学長は、短期大学の教育活動全般に関する最終責任者であり、教授会を主宰し、また各

委員会を統括する。短期大学の教育・研究に関わることについては、各委員会で検討し、

その結果を教授会で審議し、最終的には学長が判断することとなる。 

 

(2) 教授会についての学則上の規定（教授会で議すべき事項等を含む）、平成１９年度

における開催状況（主な議案、構成メンバー、出席状況等を含む） 

 

教 授 会 に つ い て 、 学 則 上 の 規 定 は 次 の 通 り で あ る 。  

 第 ４ ８ 条  本 学 に 教 授 会 を 置 き 、学 長 ．副 学 長 ．教 授 ．准 教 授 ．を 以 て 組 織 す

る 。 学 長 は 教 授 会 を 招 集 し 、 そ の 議 長 と な る 。  

  ２ ） 学 長 は 必 要 に 応 じ て 専 任 教 職 員 を 教 授 会 に 加 え る こ と が で き る 。  

 第 ４ ９ 条  教 授 会 は 、 次 の 事 項 を 審 議 す る 。  

１ ． 学 則 お よ び 諸 規 定 の 制 定 、 改 廃 に 関 す る 事 項 。  

２ ． 教 員 の 人 事 に 関 す る 事 項 。  

３ ． 教 育 課 程 、 授 業 お よ び 試 験 に 関 す る 事 項 。  

４ ． 学 生 の 入 学 、 休 学 、 復 学 、 退 学 、 転 学 、 除 籍 お よ び 卒 業 に 関 す る 事 項 。 

５ ． 学 生 の 厚 生 補 導 に 関 す る 事 項 。  

６ ． 学 生 の 賞 罰 に 関 す る 事 項 。  

７ ． 各 種 委 員 会 の 設 置 お よ び 廃 止 に 関 す る 事 項 。  

８ ．そ の 他 大 学 の 教 育 、研 究 お よ び 運 営 に 関 し て 、学 長 が 必 要 と 認 め た 事 項 。 

第 ５ ０ 条  前 条 の 審 議 に 基 き 学 長 が 之 を 決 裁 す る 。  

 

教授会開催状況（平成１９年度） 

年 月 日 主な議案 出席者数 定数 

19 

 

4 

 

19 

 

･桐生短期大学の一部廃止を含む組織変更と桐生大学の設置委員  

会等分掌案の承認 

23名 

 

23名 

 

19 5 17 ･入試委員会規程の制定 23名 23名 

19 

 

6 

 

28 

 

･学生による授業評価の内容の承認 

･自己点検評価運営委員会規程の制定 

23名 

 

23名 

 

19 

 

9 

 

27 

 

･学生の身分(退学等の承認) 

･休学中の在籍料に関する規程の制定 

21名 

 

21名 

 

19 10 9 ･AO入試の判定 21名 21名 

19 10 18 ･学生の身分(退学の承認) 21名 21名 

19 11 13 ･指定高校対象推薦入試の判定  21名 21名 

19 11 20 ･桐生大学短期大学部推薦入学試験（A日程）の判定 21名 21名 

19 

 

11 

 

29 

 

･桐生大学短期大学部専攻科・学内推薦（桐生短期大学看護学科  

卒業予定者対象）の判定基準の決定 

21名 

 

21名 
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19 

 

12 

 

4 

 

･桐生大学短期大学部専攻科・学内推薦（桐生短期大学看護 学科 

卒業予定者対象）の判定 

21名 

 

21名 

 

19 12 21 ･桐生大学短期大学部及び専攻科の入学試験判定基準の決定  21名 21名 

 

19 

 

 

 

12 

 

 

 

26 

 

 

･桐生大学短期大学部推薦入試等の判定 

･桐生短期大学の名称変更及び収容定員変更に伴う学則本文の改  

正 

･桐生大学短期大学部)の収容定員変更に伴う教育課程の改正 

 

21名 

 

 

 

21名 

 

 

 

20 

 

 

 

2 

 

 

 

5 

 

 

･桐生大学短期大学部(仮称) 一般入試（Ⅰ期・専攻科）の判定 

･桐生大学短期大学部(仮称)のアート・デザイン学科の教育課程  

の変更に伴う学則の改正 

･桐生短期大学ハラスメント防止委員会に関する規程の制定  

 

21名 

 

 

 

21名 

 

 

20 3 6 ･桐生短期大学卒業・修了予定者の卒業・修了判定  21名 21名 

20 3 17 ･桐生大学短期大学部一般入学試験の判定 21名 21名 

20 3 28 ･学生の身分（退学等の承認）  21名 21名 

 

 

(3) 教授会の下に置かれた各種の委員会等の名称と根拠規程、主な業務、構成メンバー 

 

 
委員会名  根拠規程    主  な   業  務 構成メンバー 
自己点検評
価委員会 

 ・自己点検評価実施に係る運営
をすること。 
・自己点検評価報告書を作成す
ること。 
・自己点検および評価の結果に
ついて、学内外に広く公開する
こと。 
 

榮，原田，野中，久
保田，本多 

個人情報保
護委員会 

個人情報保
護に関する
規則 

・次に掲げる事項について審議
する。 
(1) 個人情報の保護に関する
全学的な施策に関する事項 
(2)個人データの適正な管理の
ための方法・措置に関する事項 
(3) 個人データの開示、訂正等
の各請求、又は苦情申立がなさ
れたときに、学長に付議された
事項 
(4) 個人データの情報漏れ等
の事故を防止するための方法
・措置及び事故が生じた場合の
対策等に関する事項 
(5) その他個人情報の保護の
ために必要な事項 
 

松原、野中、石井、
小松原 

入試委員会 入試委員会
規程 

・入学者選抜試験（学力試験、
面接、小論文、実技、調査書そ
の他による選抜）に関するこ
と。 
・合格者判定資料に関するこ
と。 
・学生募集に関わる広報に関す
ること。 
・その他 
 
 

学長、石黒、椛沢、
榮、松原、瀬野尾、
今関、久保田、荒井、
中澤、石井、吉田順、
内山、金子、福地 
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教務委員会 
(FD 委員会
を兹ねる) 

教務委員会
規程 

・全学の教育に係る規程の制定
及び改廃に関する事項 
・転入学等に関する事項 
・学科の教育に関する事項 
・他大学・短期大学等との教育
連携に関する事項 
・高等学校教育との連携に関す
る事項 
・社会と連携する教育及び社会
人教育に関する事項 
・教職課程に関する事項 
・ＦＤに関する事項、他 

松原、瀬野尾、中澤、
今関、久保田、荒井、
石井、亀岡、三木、
小松原 
 

倫理委員会 倫理委員会
規程 

・倫理審査の対象となる事項に
関し定められた手続きを経た
申請に対し、検討する。 

松原、今関、久保田、
荒井、石黒、瀬野尾、
原田 

科学研究行
動規範委員
会 

科学研究行
動規範委員
会規程 

・桐生短期大学の科学研究にお
ける行動規範に違反する不正
行為に対処し行動規範の遵守
を促す 

多田隈、松原、今関、
荒井、石田、世良 

動物実験委
員会 

動物実験委
員会規程 

動物実験責任者から提出され
た動物実験計画書が、適切かど
うかを審査するとともに、適切
な指導、助言を行う 

榮、荒井、松原、瀬
野尾、亀岡、鈴木由、
高瀬 

紀要委員会 紀要投稿規
程 

・投稿原稿の受理 
・投稿原稿の採否と投稿原稿の
種類の決定 
・出版先への依頼、投稿者との
連絡・調整 

瀬野尾、マチャコ
ン、野中、小松原、
鈴木は、中山、 
吉田圭 

図書委員会 図書委員会
規程 

・図書館の運営管理方針の決検
討 
・図書館の事業計画策定 
・図書購入計画の検討 
・定期購読雑誌の検討 

マチャコン、吉田
圭、鈴木は、中島、
濱嵜、山本、澤田、
中村 
 

ハラスメン
ト防止委員
会 

ハラスメン
ト防止委員
会規程 

・ハラスメントに関する相談お
よび苦情に対するための窓口
を設け、相談員を置く。 
・ハラスメントに関する事実調
査のため、調査員を置く。 
・ハラスメントに関する問題処
理を行う。 
・ハラスメントを防止するた
め、学生及び教職員に対する啓
蒙指導や広報活動を行う 

今関、橋本、小林恒、
亀岡、久保田 
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【事務組織について】  

(1)平成１９年度の法人全体の事務組織図（短期大学の事務部門含)。短期大学の事務部

門の役職名（課長、室長相当者以上。兹職の有無を含む）、各部門の人員（専任・兹任

の別を含む）、各部門の主な業務。 

 

椛沢龍次郎[局長]

太田道子[学園]

茂山華子[理事]

小林恒雄[課長]

原田広幸[部長]

瀬野尾章[部長] 野中博雄[室長]

原田広幸[課長]

中澤朋弘[課長]

１　施設、設備、備品の管理、保全、営繕
２　附属施設の保守、安全・警備、防犯
３　その他管理

１　庶務全般、行事・儀式対応等
２　納付金等収納、補助活動等運営
３　統計調査及び報告等

１　下宿先・アルバイトの紹介・斡旋
２　通学・旅行、奨学、厚生補導、健康管理、
　　証明書等

１　就職・進学相談・斡旋
２　求人情報収集・提供、資料作成・保管

１　教授会、教育課程、試験、履修
２　学籍記録・報告、入退学･休学・復学等
３　その他教務

吉田順子[課長]

山本博一[課長]

１　入学試験の企画・運営
２　入試募集要項の作成
３　入試問題の作成依頼・とりまとめ

１　学生募集に関する広報
２　その他の広報

理事長 法人事務局

秘書室

経営企画室

総務室

財務室

総務課

入試課

管理課

教務課

広報課

大学事務部

大学学生部

進路支援室

 
 

(2) 事務組織について整備している諸規程名 

学 校 法 人 桐 丘 学 園 組 織 事 務 分 掌 規 程  

 

(3) 決裁処理の概要と流れ、また公印や重要書類（学籍簿等）の管理、防災の状況、情

報システムの安全対策等の現状 

決 裁 に つ い て は 、 各 事 務 部 署 お よ び 各 学 科 か ら 起 案 書 の か た ち で 短 期 大 学 事

務 局 総 務 課 に 提 出 さ れ る 。 そ の 際 、 各 部 門 の 責 任 者 （ 学 科 長 ・ 事 務 部 門 の 課 長

等 ） が 起 案 者 で あ る か 、 ま た は 承 認 し て い る 必 要 が あ る 。 そ の 後 、 関 係 部 署 ・

学 長 に 回 覧 を し 、 原 則 と し て 、 そ れ ら 役 職 者 の 承 認 を 得 る こ と が 必 要 で あ る 。

そ の 後 、 本 部 事 務 局 の 事 務 局 長 ・ 理 事 長 等 に 回 覧 し 、 そ れ ら の 役 職 者 の 承 認 を

得 て 、 起 案 書 が 最 終 的 に 決 裁 さ れ る こ と に な る 。  

短 期 大 学 長 印 は 学 長 が 、理 事 長 印 は 理 事 長 が 鍵 の か か る 場 所 に 保 管 し て い る 。 

重 要 書 類 に つ い て は 、 ４ 号 館 １ 階 の 耐 火 金 庫 に 保 管 し て い る 。 学 籍 簿 ・ 卒 業
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判 定 資 料 ・ 入 学 判 定 資 料 等 の 教 務 ・ 入 試 関 係 重 要 書 類 も そ れ ら の 耐 火 金 庫 に 保

管 し て い る 。  

防 災 に つ い て は 、 各 号 館 の 各 階 ・ 各 教 室 ・ 部 署 等 に 防 火 責 任 者 を お き 、 防 災

マ ニ ュ ア ル に 基 づ き 対 応 す る こ と と し て い る 。 な お 、 年 １ 回 は 防 災 訓 練 を 実 施

し て い る 。  

情 報 シ ス テ ム に つ い て は 、 総 務 課 が 情 報 科 目 担 当 教 員 の 助 け を 借 り て 日 常 的

な Ｐ Ｃ 端 末 及 び 学 内 通 信 網 の メ ン テ ナ ン ス お よ び セ キ ュ リ テ ィ 対 策 を 講 じ て い

る 。  

 

(4) 事務職員は教員や学生から支持され信頼されているか 

事 務 職 員 の う ち 、教 務 課 及 び 学 生 課 の 職 員 は 学 生 に 直 接 対 応 す る 機 会 が 多 い 。

教 務 課 に つ い て は 、 履 修 届 の 提 出 と そ の チ ェ ッ ク 、 追 再 試 験 の 手 続 、 証 明 書 の

発 行 等 、 ル ー ル に 基 づ い て 実 施 さ れ る 事 務 が 多 い の で 、 ル ー ル を 守 ら な い 学 生

に 対 し て は 学 生 指 導 の 一 環 と し て 厳 し く 対 応 す る よ う に し て い る 。 そ れ で も 、

ル ー ル の 範 囲 内 で は 柔 軟 に 対 応 し て い る の で 、 学 生 と 良 好 な 関 係 に あ る と 考 え

る 。 学 生 課 に つ い て は 、 代 議 委 員 会 と い う 学 生 の 代 表 者 会 議 や ク ラ ブ ・ サ ー ク

ル 活 動 を 手 助 け し て い る が 、 学 生 の 意 向 を よ く 聞 い て 活 動 し て い る の で 、 比 較

的 支 持 さ れ て い る と 考 え る 。  

 

(5) 事務組織のスタッフ・ディベロップメント（ＳＤ）活動（業務の見直しや事務処理

の改善等、授業改善を支援する職員等の研修等、事務職員の能力開発、内部研修、外部

への研修等）の現状 

各部門の事務研修会（財務、学校基本調査、学生募集、等）に担当者を出席させ、事務

職員の能力向上及び事務処理の効率化に努めている。 

 

【人事管理について】  

(1) 教職員の就業について、現在、短期大学が抱えている問題あるいは課題 

短 期 大 学 教 職 員 の 就 業 時 間 は 、８ 時 50分 か ら 17時 20分 ま で で あ る 。以 前 は 、4

時 間 目 ま で の 授 業 で 終 了 し て い た の で 、 こ の 勤 務 時 間 で 問 題 が な か っ た の で あ

る が 、 ５ 時 間 目 の 授 業 を 実 施 す る ケ ー ス が 増 え て き た の で 、 事 実 上 超 過 勤 務 と

な ら ざ る を 得 な い 場 合 が 出 て き て い る 。 出 勤 時 間 を ず ら し た り 、 職 員 に つ い て

は 残 業 申 請 な ど で 対 応 す る こ と と し て い る が 、 勤 務 時 間 自 体 の 見 直 し を 検 討 し

て い る 。  

 

 

(2) 法人（理事長及び理事会等）と短期大学教職員の関係 

理 事 長 が 短 期 大 学 の 教 授 を 兹 務 し て お り 、 学 長 が 理 事 と し て 理 事 会 に 出 席 す

る た め 、 短 期 大 学 の 意 向 は 理 事 会 に 十 分 に 伝 わ る 環 境 に あ る 。 逆 に 、 理 事 会 の

意 向 も 短 期 大 学 教 職 員 に 伝 わ り や す い 状 況 で あ る 。  

 

(3) 教員と事務職員との関係 

事 務 組 織 表 の 短 期 大 学 の 事 務 組 織 に お い て 、 役 職 者 は ほ と ん ど が 教 員 で あ る

た め 、 教 員 が 事 務 組 織 に つ い て 十 分 に 把 握 し て い る 。 教 務 や 学 生 募 集 と い っ た

分 掌 に つ い て も 、 教 員 と 事 務 職 員 が 対 立 す る こ と は な く 、 双 方 が お 互 い の 立 場

を よ く 理 解 で き て い る 。 そ う し た 反 面 、 役 職 者 の 負 担 が 大 き い た め 、 今 年 度 か

ら 専 任 の 幹 部 事 務 職 員 を 増 や し て い く よ う 努 力 し て い る 。  
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(4) 教職員の健康管理、就業環境の改善、就業時間の順守等の現状 

教 職 員 の 健 康 管 理 に つ い て は 、 労 働 安 全 衛 生 法 及 び 労 働 安 全 衛 生 規 則 に 基 づ

く 健 康 診 断 を 年 1回 実 施 し て お り 、診 断 結 果 に よ り 治 療・再 検 査 等 が 必 要 な 教 職

員 に は 、 を 受 診 ・ 再 検 査 等 の 指 導 を 行 っ て い る 。  

就 業 環 境 の 改 善 に つ い て は 、 順 次 教 員 に ノ ー ト パ ソ コ ン （ Micr oso f t  O f f i c e

イ ン ス ト ー ル 済 ） を 貸 与 し 、 ネ ッ ト 環 境 を 整 備 し て い る 。 教 室 に つ い て も 、 年

次 計 画 に よ り 順 次 整 備 し 、 多 く の 教 室 で 情 報 機 器 の 使 用 が 可 能 と な っ て い る 。  

専 任 教 員 の 勤 務 時 間 に つ い て は 、 勤 務 時 間 を ず ら す な ど の 施 策 で 対 応 し て い

る が 、 授 業 担 当 時 間 数 や 校 務 分 担 に よ り 、 一 部 教 員 の 終 業 時 間 が 遅 い 場 合 が あ

る 。 で き る だ け 偏 り を 改 善 す る た め 、 全 教 員 の 勤 務 時 間 を 把 握 す る 努 力 し て い

る 。  

 

 

《Ⅸ 財務》の記述及び資料等について  

【財務運営について】  

(1) 学校法人及び短期大学の毎年度の事業計画及び予算決定に至る過程、手続き 

各学科、課卖位での行事、事業計画および前年度決算状況を基に法人事務局により予算

案を作成し、３月の評議員会・理事会で決定される。 

 

(2) 決定した予算の短期大学各部門への伝達方法、予算執行に係る経理、出納の業務の 

 流れを必要な承認手続き、及び財務諸規程名 

理 事 会 で 決 定 し た 予 算 は 、 教 授 会 及 び 学 長 を 通 し て 周 知 し て い る 。 予 算 の 執

行 に 係 る 経 理 、 業 務 の 流 れ は 次 の 通 り で あ る 。  

（ １ ） 起 案 書 に よ り 学 長 、 理 事 長 の 決 裁 を 受 け 、 発 注 ・ 購 入 を お こ な う 。  

（ ２ ） 購 入 後 、 学 内 の 所 定 用 紙 （ 支 払 請 求 書 ） を 作 成 し 、 起 案 書 の 写 し 、 納 品

書 、 請 求 書 等 を 添 付 し て 大 学 事 務 局 へ 提 出 す る 。  

（ ３ ） 支 払 請 求 書 を 理 事 長 ま で 決 裁 を 受 け 支 払 い を お こ な う 。  

 

(3)平成19年度の公認会計士監査状況の概要、及び公認会計士の監査と監事との連携状況 

日 常 の 会 計 処 理 上 に お い て 会 計 士 の 判 断 を 求 め る 必 要 が あ る と み な さ れ る 場

合 は 、 そ の 都 度 会 計 士 に 指 導 を 受 け 適 切 な 処 理 を 行 な っ て い る 。  

監 事 の 監 査 に お い て は 監 事 ２ 名 が 理 事 会 ・ 評 議 員 会 に 出 席 し 理 事 の 業 務 に つ

い て 報 告 を 受 け る と と も に 監 査 、 指 導 を 行 な っ て い る 。 ま た 、 会 計 監 査 に つ い

て は 適 宜 会 計 士 と 意 見 交 換 を し て い る 。  

 

(4) これまでの財務情報の公開状況、また私立学校法第４７条第２項に基づく財務情報

の公開状況。 

事務所へ財務計算書を備え置くと共に大学報へ掲載、学内掲示板へ掲示等により公開し

ている。平成18年度からは学園のホームページ上へ以下の計算書類を掲載している。 

 掲載している書類 

  ・財産目録、貸借対照表、資金収支計算書、消費収支計算書、監査報告書、 

   在籍学生数等一覧 

 

(5) 寄附行為に基づく、資金等の保有と運用に関する基本方針 

元 本 の 安 全 性 の 確 保 を 最 重 要 視 し 、資 金 元 本 が 損 な わ れ る こ と を 避 け る た め 、

安 全 な 金 融 商 品 に よ り 保 管 ・ 運 用 し て い る 。  
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【財務体質の健全性と教育研究経費について】  

(1)平成１9年度の資金収支計算書・消費収支計算書の概要 

別紙様式１ 

 

(2) 学校法人の貸借対照表の概要（平成２０年３月３１日現在） 

別紙様式２ 

 

(3) 平成１９年度の短期大学における教育研究経費比率（研究経費を帰属収入で除した

比率） 

 

教育研究経費比率（平成１9年度） 

区分   １９年度 

 教育研究経費支出  (a) 216,562千円 

 帰属収入          (b) 816,348千円 

 教育研究経費比率  (a) /  (b) 26.5％ 

 

【施設設備の管理について】  

(1) 固定資産管理規程、図書管理規程、消耗品及び貯蔵品管理規程等、施設設備等の管

理に関する諸規定 

学校法人桐丘学園 固定資産及び物品管理規程 

 

(2) 火災等の災害対策等、以下の危機管理対策について現状（①火災等の災害対策,②防

犯対策，③学生、教職員の避難訓練等の対策，④ コンピュータのセキュリティ対

策，⑤ 省エネ及び地球環境保全対策，⑥ その他） 

①  火 災 等 の 災 害 対 策  

 防 災 に つ い て は 、 各 号 館 の 各 階 ・ 各 教 室 ・ 部 署 等 に 防 火 責 任 者 を お き 、 防 災

マ ニ ュ ア ル に 基 づ き 対 応 す る こ と と し て い る 。 な お 、 年 １ 回 は 防 災 訓 練 を 実 施

し て い る 。 (再 掲 ) 

②  防 犯 対 策  

 学 内 へ 進 入 し た 不 審 者 に つ い て は 不 審 者 対 応 用 の マ ニ ュ ア ル に よ り 、 対 応 す

る 。  

 学 生 駐 車 場 ま で 校 舎 か ら 数 百 メ ー ト ル あ る た め 、 不 定 期 に で は あ る が 、 教 員

が 学 校 周 辺 の 巡 視 を 行 い 、 学 生 が 不 審 者 等 か ら の 被 害 に 遭 わ な い よ う 、 対 策 を

行 っ て い る 。  

③  学 生 、 教 職 員 の 避 難 訓 練 等 の 対 策  

 年 １ 回 避 難 訓 練 を 実 施 し て い る 。 で き る だ け 多 く の 学 生 及 び 教 職 員 が 参 加 で

き る よ う な 日 時 の 設 定 に し て い る （ 後 期 ガ イ ダ ン ス 時 、 等 ） 。 例 年 、 避 難 訓 練

の 際 に は 、 桐 生 消 防 署 か ら 職 員 に 来 て も ら っ て 、 避 難 の 際 の 注 意 事 項 や 消 火 器

の 使 い 方 の 講 習 ・ 実 施 訓 練 な ど を あ わ せ て 行 っ て い る 。  

④  コ ン ピ ュ ー タ の セ キ ュ リ テ ィ 対 策  

 サ ー バ 室 に は セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム を 導 入 し て あ り 、 入 室 権 限 が な い も の が

勝 手 に 入 れ な い よ う に な っ て い る 。 サ ー バ に 関 し て は 教 職 員 用 と 学 生 用 と を 分

け て 設 置 し て お り 、 ア ク セ ス す る 際 に は パ ス ワ ー ド に よ る 認 証 が 必 要 で あ る 。

さ ら に 学 内 LANも 教 職 員 用 と 学 生 用 で 別 に な っ て お り 、学 生 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 教

職 員 ネ ッ ト ワ ー ク へ は 侵 入 で き な い よ う に な っ て い る な ど 、 セ キ ュ リ テ ィ を 高

め て い る 。  

ま た サ ー バ に は UPSを 設 置 し 、 停 電 が 発 生 し た 場 合 に 備 え て い る 。  
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⑤  省 エ ネ 及 び 地 球 環 境 保 全  

 大 学・短 期 大 学 全 体 と し て Ｉ Ｓ Ｏ 140 01の 認 証 を 受 け て い る 。そ の た め 、大 学

・ 短 期 大 学 と し て 次 の ５ つ の 環 境 方 針 を 設 定 し て い る 。 環 境 方 針 お よ び 環 境 目

的 等 に 沿 っ て 、 学 生 ・ 教 職 員 は 大 学 ・ 短 期 大 学 で の 日 常 生 活 を 行 う た め 、 環 境

教 育 の 推 進 や ゴ ミ の 分 別 の 徹 底 、 廃 棄 物 の 削 減 へ の 努 力 が 日 常 的 に 行 わ れ て い

る 。 ま た 、 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 設 置 ・ 管 理 を 行 っ て い る 。  

 

《Ⅹ 改革・改善》の記述及び資料等について  

【自己点検・評価について】  

短期大学運営における自己点検・評価の位置づけ、また自己点検・評価を実施するため

の組織、規程等の整備状況。 

自己点検評価委員会が、自己点検・評価の実施に係る運営をおこない、各学科部局から

提出された自己点検報告をとりまとめ、報告書を作成することを任としている。 

 

【自己点検・評価の教職員の関与と活用について】  

(1) 平成１８年度までに行った自己点検・評価に関わった教職員の範囲。また今後の教

職員の関わり方。 

自 己 点 検 評 価 委 員 会 が 各 事 務 部 署 の 長 及 び 各 学 科 長 に 依 頼 し て 点 検 ・ 評 価 報

告 書 を 提 出 し て も ら っ て い る 。 し た が っ て 、 各 部 署 の 長 等 が 直 接 的 に は 関 わ る

こ と に な る 。 今 後 の 認 証 評 価 に 向 け て 、 各 部 署 の 長 だ け で な く 、 一 般 の 教 職 員

が 関 わ れ る よ う な 体 制 作 り を 行 っ て い き た い 。  

 

(2) 平成１８年度までに行った自己点検・評価結果の活用についての実績 

各 教 員 に 冊 子 を 配 布 し て い る の で 、 教 育 ・ 研 究 に 関 し て 、 各 教 員 が 自 ら の 短

期 大 学 に お け る 客 観 的 な 評 価 を 把 握 す る の に 役 だ っ た と 考 え ら れ る 。  

 


